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太
宰
府
市
に
は
８
つ
の
史
跡
が
所

在
し
、
そ
の
う
ち
３
つ
が
全
国
に
64

件
し
か
な
い
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
に
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
は
、
市

内
に
所
在
す
る
史
跡
の
中
心
と
な
る

存
在
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
宰
府
跡
の

と
し
て
、
昭
和
47
年
〜
58
年
に
か
け

て
福
岡
県
が
大
宰
府
跡
の
中
枢
と
な

る
大
宰
府
政
庁
跡
の
整
備
を
し
、
ほ

ぼ
現
在
の
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
55
年
度
に
は
遺
構
の
覆
屋

で
あ
る
大
宰
府
展
示
館
が
開
館
し
ま

し
た
。
こ
の
整
備
以
降
、
小
規
模
な

整
備
と
補
修
を
行
い
、
平

成
26
年
の
客
館
跡
の
特
別

史
跡
へ
の
追
加
指
定
、
令

和
元
年
か
ら
の
客
館
跡
の

一
次
整
備
を
経
て
、
現
在

の
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
の

姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
大
宰
府
政
庁
跡

は
、
多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
福

岡
県
に
よ
る
整
備
か
ら
約

50
年
が
経
過
し
、
遺
構
の

復
元
箇
所
や
ト
イ
レ
な
ど

の
便
益
施
設
、
橋
や
水
路

な
ど
多
く
の
箇
所
で
傷
み
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大

宰
府
政
庁
跡
の
西
側
の
蔵
司
地
区
を

は
じ
め
、
未
整
備
の
箇
所
も
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
市

で
は
令
和
４
年
度
か
ら
史
跡
の
再
整

備
や
未
整
備
箇
所
の
整
備
の
た
め
、

「
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
整
備
基
本
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、
本
年
３

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
史
跡
の
保
護
を

前
提
に
、
大
宰
府
政
庁
跡
の
再
整
備

や
周
辺
の
未
整
備
箇
所
に
対
す
る
整

備
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
発
生

す
る
災
害
へ
の
対
応
、
緑
地
や
水
路

の
整
備
な
ど
、
史
跡
整
備
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
て
方
針
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ

り
、
古
代
大
宰
府
の
歴
史
文
化
が
感

じ
ら
れ
る
心
地
よ
い
空
間
の
維
持
向

上
を
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
よ
り
良
い
姿

で
史
跡
を
後
世
に
守
り
、
伝
え
て
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
課
　
沖
田
　
正
大
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特
別
史
跡
大
宰
府
跡
の
整
備

〜
整
備
基
本
計
画
の
策
定
〜

479
vol.

整
備
は
、
大
正
15
年
に
当
時
の
水
城

村
が
注
意
札
を
修
理
す
る
な
ど
、
大

正
10
年
の
史
跡
指
定
か
ら
あ
ま
り
期

間
を
置
か
ず
に
行
わ
れ
、
昭
和
25
年

に
は
３
カ
年
の
計
画
で
戦
後
の
荒
廃

か
ら
の
復
旧
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
史
跡
整
備

現在の大宰府政庁跡

現在の客館跡

お
き
た

ま
さ
ひ
ろ

春
はじまりの

ひ
と
き
わ
寒
か
っ
た
冬
も
よ

う
や
く
終
わ
り
を
告
げ
、
い
よ

い
よ
春
の
は
じ
ま
り
で
す
。
別

れ
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
出

会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

３
月
議
会
で
は
令
和
７
年
度

施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
間
の
市
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
方
と
当
初
予
算
案
な
ど

主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

予
算
規
模
は
３
３
７
億
円
余

と
私
の
就
任
以
来
１
０
０
億
円
増

加
し
、
市
税
収
も
10
億
円
ふ
る
さ

と
納
税
も
飛
躍
的
に
増
加
す
る

な
ど
急
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

好
循
環
を
次
代
に
つ
な
ぐ
集

大
成
予
算
と
銘
打
ち
、
出
生
数

を
始
め
人
口
の
増
加
そ
し
て
信

頼
関
係
の
好
循
環
を
次
代
に
つ

な
ぐ
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

闇
バ
イ
ト
対
策
や
災
害
対
応
、

学
校
体
育
館
空
調
整
備
、
給
食

費
３
割
助
成
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
、
公
共
交
通
維
持

な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

こ
れ
ら
方
針
に
従
い
、
私
の

２
期
目
最
終
年
度
と
な
る
新
年

度
市
の
為
市
民
の
為
に
や
り
切

り
ま
す
。
全
文
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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教育委員
景観・市民遺産会議会長

松大路　信潔さん
　今年は「太宰府100年の夢」と謂われた九州国立博物館が東
京・京都・奈良につぐ日本４番目の国立博物館として平成17年
10月に開館してから20年という節目の年です。入館者数も2千
万人にせまり多くの人々に親しまれています。
　九博は天満宮に接する山の中にあり、その景観も空や森などの自然と調和した美しさ
を感じることができます。九博建設前のこの場所は、天神の杜を形成する一部であり、
夏にはカブト虫やクワガタ捕り、春には藍染川の上流で沢蟹捕り、秘密基地作りなど竹
馬の友と遊んだ思い出の処です。また、毎年春になると登る霊峰宝満山、小学校の歓迎
遠足の都府楼跡、天満宮の夏祭りや各地区の盆踊りと花火大会、町中を走るマラソン
大会、小学６年時「がき山探検隊」と称してクラス全員自転車で行く歴史探訪の課外授
業。今でも各所に訪れる度に太宰府ならではのワクワクドキドキ体験が脳裏によみがえ
ります。
　太宰府は屋根のない博物館といわれるほど至る所が歴史や文化の宝庫です。自分の
足で歩いてこれからも新たな発見をしたいものです。

2025年4月号

Contents
目　次

まつ おお じ のぶきよ

※掲載記事は編集作業の都合上3月14日時点までの
　情報に基づきます。配布時とのずれなどございま
　したらご了承ください。

特　集
令和７年度施政方針

課題解決プロジェクト報告会

狂犬病予防注射

市からのお知らせ

連　載

なんでも情報コーナー

太宰府の文化財

… ４～12

……………………………… 13

……… 14～15

… 16～20

………………… 21～27

………………………… 28～35

…………… 36

まちのトピ クスッ

　太宰府小学校の新体育館で２月25日㈫、全国にブレイキンの魅力を広める
「MIZUHO BLUE DREAM BREAKING LIMITS Workshop Tour」が開催されました。
　パリ五輪ブレイキン日本代表のShigekix選手によるパフォーマンスで始ま
り、トークセッションでは夢に挑戦する大切さを語ってもらいました。高学年の
児童にはブレイキンを教える体験会も行われ、選手たちとのダンスバトルに挑
戦しました。

シゲキックス

ジャイカ

み　ず　ほ ブルー ドリーム ブレイキン リミッツ ワークショップ ツアー

　ブレイキンのShigekix選手が児童たちと交流世界に羽ばたく人材育成

ダンスバトルする
Shigekix 選手と子どもたち

　第65回交通安全国民運動中央大会（全国大会）が１月15日㈬に行われ、国分小学校児童見守りボランティア
が交通安全優良団体として表彰されました。同会は平成22年から有志による活
動を始めました。学校・PTAとも連携しながら、毎日40人ほどのメンバーが登下校
する子どもたちを交通事故や犯罪から守る活動を続けてきました。
　代表の西山さんは「15年間の取り組みが実りました。今後も子どもたちの見
守り活動を続けていきます。」と意気込みました。

　交通安全国民運動中央大会で表彰安心安全のまちづくり

全国大会で表彰された皆さん

　英訳『百人一首(新訳)』『英語で味わう万葉集』の著者で、JICA初の文化担当
講師ピーター・J・マクミラン (翻訳家・詩人) 氏を招き、大宰府万葉会・市共催で
講演会を開催しました。1300年前、太宰府で催された「梅花の宴」で詠まれた
和歌を日本語と英語で朗唱し、日本最古の歌集・万葉集の楽しみ方を解説して
もらいました。
　これからも、令和の都だざいふとして誇りを持って、当時の歴史や文化を後世
に伝え、まちの魅力を発信します。

　「万葉歌を英語で楽しむ」講演会を開催令和の都だざいふ

大宰府万葉会の松尾代表と
講師のピーター氏（左から順に）

　市内にある音楽教室LaLa．シンフォニーの皆さんが３月３日㈪、市役所を訪問しました。同団体の講師と生徒
たちは、能登半島地震・大雨災害の復興支援のため、昨年12月25日
㈬にチャリティコンサートを企画しました。集めた募金は市を通じて
被災地へ寄附します。
　楠田市長は「すばらしい取り組みです。皆さんのあたたかい気持ち
を被災地に届けます。」と感謝の言葉を述べました。

ラ　ラ

　チャリティコンサート募金寄附団体からの寄附

寄附金を贈呈した LaLa. シンフォニーの皆さん

民間企業との連携　　アイ・ケイ・ケイホールディングス株式会社と包括連携協定締結

　婚礼・介護・食品・フォトなどの事業を展開するアイ・ケイ・ケイホールディングス
株式会社と昨年12月4日㈬に包括連携協定を締結しました。連携の第１弾は、本市
で5月1日㈭に婚姻届を提出したカップルに記念写真データをプレゼント。このほ
か、抽選で数組に市内史跡地でのウェディングフォトをプレゼントするキャンペーン
（期間：4月21日㈪～5月31日㈯）も企画しています。
　今後は観光プロモーションや地域活性化の取り組みも進め、よりよいまちづくり
に繋げます。 ウェディングのイメージ

民間企業との連携　　株式会社セブン-イレブン・ジャパンと包括連携協定締結

　九州１号店がセブン-イレブン太宰府店という縁もあり、株式会社セブン-イレ
ブン・ジャパンと2月20日㈭に包括連携協定を締結しました。連携の取り組み
で、市役所にセブン銀行ATM設置、市内セブン-イレブン14店舗で梅プロジェク
ト製品の期間限定（3月28日㈮～なくなり次第）販売をしています。
　今後も地域活性化や行政サービス向上で連携し、よりよいまちづくりに繋げます。

協定締結式の様子
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に繋げます。 ウェディングのイメージ

民間企業との連携　　株式会社セブン-イレブン・ジャパンと包括連携協定締結

　九州１号店がセブン-イレブン太宰府店という縁もあり、株式会社セブン-イレ
ブン・ジャパンと2月20日㈭に包括連携協定を締結しました。連携の取り組み
で、市役所にセブン銀行ATM設置、市内セブン-イレブン14店舗で梅プロジェク
ト製品の期間限定（3月28日㈮～なくなり次第）販売をしています。
　今後も地域活性化や行政サービス向上で連携し、よりよいまちづくりに繋げます。

協定締結式の様子

3 広報だざいふ 2025.4 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



　
本
日
こ
こ
に
、
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
多
用
の
中
を
ご
参
集
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
は
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算

案
を
は
じ
め
主
要
施
策
及
び
条
例
案
な
ど
を
ご

審
議
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
私
に
と
り
ま
し

て
２
期
目
最
終
年
度
の
集
大
成
、
総
仕
上
げ
と

な
る
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。
議
員
各
位
や
市
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
先
月
１
月
28
日
で
市
長
就
任
７
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
思
え
ば
私
が
就
任
し
た
７
年

余
り
前
は
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
ト
ッ
プ

の
不
信
任
が
全
会
一
致
で
成
立
し
議
会
も
解
散

さ
れ
、
副
市
長
も
教
育
長
も
不
在
と
い
う
本
市

未
曽
有
の
混
乱
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
議
会
、
市
役
所
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
一
歩
ず
つ
改
革
を
進
め
、
そ
の
間

も
令
和
フ
ィ
ー
バ
ー
や
コ
ロ
ナ
禍
、
猛
暑
記
録

な
ど
へ
の
予
期
せ
ぬ
対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
着
実
に
混
乱
か
ら
の
脱
却
、
市
政
再

建
、
日
本
を
代
表
す
る
都
へ
と
成
長
を
成
し
遂

げ
て
き
た
と
の
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　
市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
も
着
実
に
増
加
を
重

ね
、
こ
れ
ま
で
の
外
部
調
査
で
も
住
み
よ
さ
ラ
ン

　
加
え
て
、
そ
の
重
点
５
項
目
を
さ
ら
に
本
市

が
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
３
つ
の
柱

と
そ
の
全
て
に
お
い
て
共
通
し
て
意
識
を
す
べ

き
２
つ
の
底
流
に
分
け
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ご
と
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
効

果
的
、
機
動
的
に
市
政
を
前
に
進
め
る
こ
と
が

出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
１
項
目
め
一
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
危
機
管
理
の
徹
底
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
常
に
災
害
や
犯
罪
な
ど

の
危
機
が
あ
る
と
認
識
し
、
最
近
横
行
す
る
闇

バ
イ
ト
犯
罪
や
日
本
一
の
猛
暑
、
大
規
模
な
自

然
災
害
な
ど
か
ら
市
民
や
観
光
客
参
拝
客
な
ど

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
体
制
の
整
備
、
訓

練
及
び
情
報
発
信
な
ど
を
徹
底
強
化
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
、
約
22
億
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
闇
バ
イ
ト
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
防
犯
力
向
上
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定

し
、
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
年
老
い
た
両
親
が

闇
バ
イ
ト
に
短
絡
的
に
応
じ
た
ど
こ
の
誰
と
も

わ
か
ら
な
い
な
ら
ず
者
に
有
無
を
言
わ
せ
ず
惨

殺
さ
れ
る
姿
を
。
私
は
絶
対
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
応
募
す
る
側
の
事
情
も
認
識

つ
の
底
流
）
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た
「
好

循
環
を
次
代
に
つ
な
ぐ
集
大
成
予
算
」
と
銘
打

ち
ま
し
た
。

　
恒
常
的
な
少
子
化
対
策
や
高
齢
者
福
祉
な
ど

に
加
え
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
な
ど
歳
出
圧
力

が
さ
ら
に
高
ま
る
中
、
順
調
に
増
加
し
て
き
た

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る
歳
入
増
や

積
み
上
げ
て
き
た
各
種
基
金
、
削
減
し
て
き
た

市
債
も
活
用
し
、
歳
出
の
積
極
的
効
率
化
も
行

い
つ
つ
、
市
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
課
題

解
決
に
資
す
る
予
算
確
保
に
最
大
限
努
め
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
予
算
規
模
は
３
３
７
億
円
余
と

昨
年
を
12
．４
％
上
回
る
過
去
最
高
と
な
り
、
こ

の
８
年
で
約
１
０
０
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
市

税
も
同
じ
く
約
10
億
円
増
加
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
も
財
源
の
一
定
割
合
を
占
め
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
出
生
数
も
一
時
的
に
増
加
し
、
社
会

増
も
２
年
連
続
達
成
す
る
な
ど
好
結
果
も
出
て

い
ま
す
。
こ
の
好
循
環
を
次
代
に
着
実
に
つ
な

ぎ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
、
予
算
説
明
資
料
で
は
総
合
戦
略
４
つ
の
構

想
・
戦
略
ご
と
で
も
分
類
し
て
お
り
ま
す
が
、

事
業
自
体
は
共
通
し
て
お
り
ま
す
の
で
重
複
を

避
け
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
位
置
付
け
た
市
政

積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決

に
踏
み
出
す
た
め
の
最
重
点
５
項
目
を
も
と
に

説
明
し
て
参
り
ま
す
。

キ
ン
グ
で
九
州
沖
縄
１
位
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研

究
所
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
過
去
最
高
の

全
国
37
位
、
大
東
建
託
㈱
の
自
治
体
ブ
ラ
ン
ド

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
全
国
48
位
と
い
ず
れ
も
上
位

を
占
め
る
な
ど
各
種
施
策
の
成
果
が
着
実
に
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
日
本
遺
産
の
候
補
地
へ
の
移
行
は
不

本
意
で
は
あ
り
ま
す
が
、
古
よ
り
我
が
国
の
政

治
行
政
、
外
交
防
衛
、
文
化
交
易
な
ど
の
要
衝

で
あ
り
、
大
陸
か
ら
の
窓
口
で
あ
っ
た
西
の
都

に
留
ま
ら
ぬ
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
」
と
し
て

の
誇
り
は
全
く
色
あ
せ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
も

多
く
の
観
光
客
参
拝
客
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
昨
年
待
望
の
中
学
校
給
食
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
出
生
数
は
全
国
的
に

珍
し
く
一
時
的
に
増
加
に
転
じ
、
人
口
流
入
も

流
出
を
大
幅
に
上
回
っ
て
２
年
連
続
社
会
増
を

達
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
本

市
は
全
国
65
（
22
位
）
し
か
な
い
自
立
持
続
可

能
性
自
治
体
に
選
ば
れ
、
生
産
年
齢
人
口
割
合

も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算

案
は
、
楠
田
市
政
二
期
目
最
終
年
度
の
集
大

成
・
総
仕
上
げ
と
し
て
、
第
２
期
総
合
戦
略
の

４
つ
の
構
想
・
戦
略
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
期
目

公
約
に
加
え
本
年
度
新
た
に
位
置
付
け
た
市
政

積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決

に
向
け
た
５
つ
の
最
重
点
事
項
（
３
つ
の
柱
と
２

は
し
て
お
り
そ
れ
は
そ
れ
で
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
本
市
の
特
に
高

齢
世
帯
の
方
々
の
防
犯
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
「
住
宅
等
防
犯
対
策
事
業
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
闇
バ
イ
ト
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
財
産
を
何

と
し
て
も
守
る
た
め
、
住
宅
等
の
防
犯
対
策
に

要
す
る
費
用
の
助
成
を
新
た
に
行
い
、
犯
罪
の

抑
止
力
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
域
見
守
り
カ
メ
ラ
の
増
設
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
犯
罪
や
事
故
等
の
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域

見
守
り
カ
メ
ラ
を
計
画
的
に
設
置
し
、
安
心
安

全
な
「
見
守
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
次
に
「
防
犯
体
制
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
引
き
続
き
防
犯
専
門
官
を
配
置
す
る
と
と
も

に
外
部
専
門
家
も
活
用
し
、
防
犯
講
座
を
行
う

な
ど
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
対
応

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
９
億
円
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
猛
暑
日
連
続
40
日
通

算
62
日
と
い
ず
れ
も
国
内
の
歴
代
最
多
記
録
を

大
幅
に
更
新
し
、
本
市
が
日
本
一
の
猛
暑
の
ま

ち
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
猛
暑
の
ま
ち
に
対
応

し
た
事
業
や
観
光
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
空
調
設
備
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
と
な
っ
た
本
市
で
は

猛
暑
の
体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
の
命
に
危
機
が

及
ぶ
こ
と
す
ら
危
惧
さ
れ
ま
す
。
児
童
生
徒
が
安

配
慮
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
備
蓄
品
の
計
画

的
な
購
入
及
び
発
動
発
電
機
等
の
購
入
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
常
備
消
防
の
管
理
運
営
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
太
宰
府
市
及
び
筑
紫
野
市
で
構
成
さ
れ
る
筑

紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部
の
管
理
者
を

令
和
５
年
度
か
ら
本
市
市
長
側
も
輪
番
で
務
め

る
よ
う
に
変
更
さ
れ
、
よ
り
一
層
管
轄
す
る
地

域
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
消
防
・
救
急
・
自

然
災
害
等
へ
の
対
応
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
負
担
の
増
加
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
消
防
団
活
動
支
援
事
業
、
防
災

体
制
の
強
化
、
道
路
冠
水
対
策
の
推
進
、
木
造
戸

建
て
住
宅
性
能
向
上
改
修
等
促
進
事
業
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
撤
去
促
進
事
業
、
た
め
池
の
防
災
対
策
推

進
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
地
震
災
害
を
は
じ
め
と
し
た
災

害
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
11
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
地
震
を
は
じ
め
大
規
模
な
自

然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
な
ど
を
通
し
て
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
国
際
観
光
都
市

で
あ
る
本
市
と
し
て
観
光
客
及
び
参
拝
者
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
の
危
機
管
理
に
も
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
観
光
・
参
拝
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
人
口
の
１
０
０
倍
を
超
え
る
観
光
客
参
拝
客

等
が
訪
れ
る
本
市
に
お
い
て
災
害
発
生
時
に
市

民
や
観
光
客
等
の
生
命
を
守
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
後
の
市
内
観
光
産
業
の
早
期
回
復
や
事

業
継
続
に
向
け
た
支
援
等
を
行
う
た
め
の
観

光
・
参
拝
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
震
災
害
対
応
訓
練
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
新
し
い
公
共

の
視
点
を
持
っ
て
市
民
や
自
治
会
、
民
間
企

業
、
来
訪
者
等
が
的
確
な
対
応
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
よ
り
実
践
に
即
し
た
訓
練
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
、

消
防
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
防
災
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
次
に
「
防
災
備
蓄
機
能
の

強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
女
性
や
高
齢
者
、
乳
幼

児
、
外
国
人
な
ど
様
々
な
人
が
避
難
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

心
安
全
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
避
難
所
と
し
て
の
環
境
改
善
を
図
る

た
め
、
令
和
７
年
度
中
の
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
小
学
校
６
校
及
び
中
学
校
３
校
の
屋
内
運

動
場
に
空
調
設
備
を
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
へ
の
対
応
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
市
民
や
観
光
客
参
拝
客
の
生
命
を
災
害
級
の

暑
さ
か
ら
守
る
た
め
、
指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
増
加
は
も
ち

ろ
ん
天
満
宮
参
道
で
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設
備

の
設
置
な
ど
の
熱
中
症
対
策
を
行
い
猛
暑
対
策

先
進
都
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
公

共
施
設
の
空
調
の
更
新
に
つ
い
て
も
併
せ
て
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
さ
ら
に
進

め
、
戸
建
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
等

設
備
等
の
助
成
を
継
続
し
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
役
所
公
用
車
に
も
電
気
自
動
車
を
導

入
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
生

命
健
康
を
守
る
た
め
、
特
に
気
候
変
動
の
影
響
を

受
け
や
す
い
高
齢
者
に
対
し
エ
ア
コ
ン
購
入
費
用

の
助
成
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　
次
に
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
を
生
か
し
た

観
光
施
策
展
開
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
」
を
好
機
と
捉
え

観
光
資
源
と
し
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、

猛
暑
で
も
楽
し
め
る
ス
イ
ー
ツ
や
「
涼
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
楽

し
み
な
が
ら
暑
さ
に
負
け
な
い
観
光
施
策
展
開

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
夏
休
み
プ
ー
ル
開
放
事
業
や
ご
み

減
量
の
推
進
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

楠
田
大
蔵
市
長
が
２
月
26
日
㈬
、
太
宰
府
市
議
会
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で
、

令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
演
説
を
し
ま
し
た
。
「
施
政
方
針
」
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
市
政
運
営
に
向
け
て
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

は
じ
め
に

危
機
管
理
の
徹
底
強
化
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本
日
こ
こ
に
、
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
多
用
の
中
を
ご
参
集
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
は
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算

案
を
は
じ
め
主
要
施
策
及
び
条
例
案
な
ど
を
ご

審
議
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
私
に
と
り
ま
し

て
２
期
目
最
終
年
度
の
集
大
成
、
総
仕
上
げ
と

な
る
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。
議
員
各
位
や
市
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
先
月
１
月
28
日
で
市
長
就
任
７
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
思
え
ば
私
が
就
任
し
た
７
年

余
り
前
は
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
ト
ッ
プ

の
不
信
任
が
全
会
一
致
で
成
立
し
議
会
も
解
散

さ
れ
、
副
市
長
も
教
育
長
も
不
在
と
い
う
本
市

未
曽
有
の
混
乱
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
議
会
、
市
役
所
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
一
歩
ず
つ
改
革
を
進
め
、
そ
の
間

も
令
和
フ
ィ
ー
バ
ー
や
コ
ロ
ナ
禍
、
猛
暑
記
録

な
ど
へ
の
予
期
せ
ぬ
対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
着
実
に
混
乱
か
ら
の
脱
却
、
市
政
再

建
、
日
本
を
代
表
す
る
都
へ
と
成
長
を
成
し
遂

げ
て
き
た
と
の
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　
市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
も
着
実
に
増
加
を
重

ね
、
こ
れ
ま
で
の
外
部
調
査
で
も
住
み
よ
さ
ラ
ン

　
加
え
て
、
そ
の
重
点
５
項
目
を
さ
ら
に
本
市

が
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
３
つ
の
柱

と
そ
の
全
て
に
お
い
て
共
通
し
て
意
識
を
す
べ

き
２
つ
の
底
流
に
分
け
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ご
と
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
効

果
的
、
機
動
的
に
市
政
を
前
に
進
め
る
こ
と
が

出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
１
項
目
め
一
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
危
機
管
理
の
徹
底
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
常
に
災
害
や
犯
罪
な
ど

の
危
機
が
あ
る
と
認
識
し
、
最
近
横
行
す
る
闇

バ
イ
ト
犯
罪
や
日
本
一
の
猛
暑
、
大
規
模
な
自

然
災
害
な
ど
か
ら
市
民
や
観
光
客
参
拝
客
な
ど

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
体
制
の
整
備
、
訓

練
及
び
情
報
発
信
な
ど
を
徹
底
強
化
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
、
約
22
億
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
闇
バ
イ
ト
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
防
犯
力
向
上
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定

し
、
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
年
老
い
た
両
親
が

闇
バ
イ
ト
に
短
絡
的
に
応
じ
た
ど
こ
の
誰
と
も

わ
か
ら
な
い
な
ら
ず
者
に
有
無
を
言
わ
せ
ず
惨

殺
さ
れ
る
姿
を
。
私
は
絶
対
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
応
募
す
る
側
の
事
情
も
認
識

つ
の
底
流
）
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た
「
好

循
環
を
次
代
に
つ
な
ぐ
集
大
成
予
算
」
と
銘
打

ち
ま
し
た
。

　
恒
常
的
な
少
子
化
対
策
や
高
齢
者
福
祉
な
ど

に
加
え
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
な
ど
歳
出
圧
力

が
さ
ら
に
高
ま
る
中
、
順
調
に
増
加
し
て
き
た

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る
歳
入
増
や

積
み
上
げ
て
き
た
各
種
基
金
、
削
減
し
て
き
た

市
債
も
活
用
し
、
歳
出
の
積
極
的
効
率
化
も
行

い
つ
つ
、
市
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
課
題

解
決
に
資
す
る
予
算
確
保
に
最
大
限
努
め
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
予
算
規
模
は
３
３
７
億
円
余
と

昨
年
を
12
．４
％
上
回
る
過
去
最
高
と
な
り
、
こ

の
８
年
で
約
１
０
０
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
市

税
も
同
じ
く
約
10
億
円
増
加
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
も
財
源
の
一
定
割
合
を
占
め
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
出
生
数
も
一
時
的
に
増
加
し
、
社
会

増
も
２
年
連
続
達
成
す
る
な
ど
好
結
果
も
出
て

い
ま
す
。
こ
の
好
循
環
を
次
代
に
着
実
に
つ
な

ぎ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
、
予
算
説
明
資
料
で
は
総
合
戦
略
４
つ
の
構

想
・
戦
略
ご
と
で
も
分
類
し
て
お
り
ま
す
が
、

事
業
自
体
は
共
通
し
て
お
り
ま
す
の
で
重
複
を

避
け
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
位
置
付
け
た
市
政

積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決

に
踏
み
出
す
た
め
の
最
重
点
５
項
目
を
も
と
に

説
明
し
て
参
り
ま
す
。

キ
ン
グ
で
九
州
沖
縄
１
位
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研

究
所
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
過
去
最
高
の

全
国
37
位
、
大
東
建
託
㈱
の
自
治
体
ブ
ラ
ン
ド

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
全
国
48
位
と
い
ず
れ
も
上
位

を
占
め
る
な
ど
各
種
施
策
の
成
果
が
着
実
に
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
日
本
遺
産
の
候
補
地
へ
の
移
行
は
不

本
意
で
は
あ
り
ま
す
が
、
古
よ
り
我
が
国
の
政

治
行
政
、
外
交
防
衛
、
文
化
交
易
な
ど
の
要
衝

で
あ
り
、
大
陸
か
ら
の
窓
口
で
あ
っ
た
西
の
都

に
留
ま
ら
ぬ
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
」
と
し
て

の
誇
り
は
全
く
色
あ
せ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
も

多
く
の
観
光
客
参
拝
客
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
昨
年
待
望
の
中
学
校
給
食
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
出
生
数
は
全
国
的
に

珍
し
く
一
時
的
に
増
加
に
転
じ
、
人
口
流
入
も

流
出
を
大
幅
に
上
回
っ
て
２
年
連
続
社
会
増
を

達
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
本

市
は
全
国
65
（
22
位
）
し
か
な
い
自
立
持
続
可

能
性
自
治
体
に
選
ば
れ
、
生
産
年
齢
人
口
割
合

も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算

案
は
、
楠
田
市
政
二
期
目
最
終
年
度
の
集
大

成
・
総
仕
上
げ
と
し
て
、
第
２
期
総
合
戦
略
の

４
つ
の
構
想
・
戦
略
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
期
目

公
約
に
加
え
本
年
度
新
た
に
位
置
付
け
た
市
政

積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決

に
向
け
た
５
つ
の
最
重
点
事
項
（
３
つ
の
柱
と
２

は
し
て
お
り
そ
れ
は
そ
れ
で
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
本
市
の
特
に
高

齢
世
帯
の
方
々
の
防
犯
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
「
住
宅
等
防
犯
対
策
事
業
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
闇
バ
イ
ト
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
財
産
を
何

と
し
て
も
守
る
た
め
、
住
宅
等
の
防
犯
対
策
に

要
す
る
費
用
の
助
成
を
新
た
に
行
い
、
犯
罪
の

抑
止
力
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
域
見
守
り
カ
メ
ラ
の
増
設
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
犯
罪
や
事
故
等
の
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域

見
守
り
カ
メ
ラ
を
計
画
的
に
設
置
し
、
安
心
安

全
な
「
見
守
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
次
に
「
防
犯
体
制
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
引
き
続
き
防
犯
専
門
官
を
配
置
す
る
と
と
も

に
外
部
専
門
家
も
活
用
し
、
防
犯
講
座
を
行
う

な
ど
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
対
応

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
９
億
円
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
猛
暑
日
連
続
40
日
通

算
62
日
と
い
ず
れ
も
国
内
の
歴
代
最
多
記
録
を

大
幅
に
更
新
し
、
本
市
が
日
本
一
の
猛
暑
の
ま

ち
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
猛
暑
の
ま
ち
に
対
応

し
た
事
業
や
観
光
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
空
調
設
備
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
と
な
っ
た
本
市
で
は

猛
暑
の
体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
の
命
に
危
機
が

及
ぶ
こ
と
す
ら
危
惧
さ
れ
ま
す
。
児
童
生
徒
が
安

配
慮
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
備
蓄
品
の
計
画

的
な
購
入
及
び
発
動
発
電
機
等
の
購
入
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
常
備
消
防
の
管
理
運
営
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
太
宰
府
市
及
び
筑
紫
野
市
で
構
成
さ
れ
る
筑

紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部
の
管
理
者
を

令
和
５
年
度
か
ら
本
市
市
長
側
も
輪
番
で
務
め

る
よ
う
に
変
更
さ
れ
、
よ
り
一
層
管
轄
す
る
地

域
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
消
防
・
救
急
・
自

然
災
害
等
へ
の
対
応
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
負
担
の
増
加
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
消
防
団
活
動
支
援
事
業
、
防
災

体
制
の
強
化
、
道
路
冠
水
対
策
の
推
進
、
木
造
戸

建
て
住
宅
性
能
向
上
改
修
等
促
進
事
業
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
撤
去
促
進
事
業
、
た
め
池
の
防
災
対
策
推

進
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
地
震
災
害
を
は
じ
め
と
し
た
災

害
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
11
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
地
震
を
は
じ
め
大
規
模
な
自

然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
な
ど
を
通
し
て
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
国
際
観
光
都
市

で
あ
る
本
市
と
し
て
観
光
客
及
び
参
拝
者
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
の
危
機
管
理
に
も
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
観
光
・
参
拝
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
人
口
の
１
０
０
倍
を
超
え
る
観
光
客
参
拝
客

等
が
訪
れ
る
本
市
に
お
い
て
災
害
発
生
時
に
市

民
や
観
光
客
等
の
生
命
を
守
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
後
の
市
内
観
光
産
業
の
早
期
回
復
や
事

業
継
続
に
向
け
た
支
援
等
を
行
う
た
め
の
観

光
・
参
拝
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
震
災
害
対
応
訓
練
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
新
し
い
公
共

の
視
点
を
持
っ
て
市
民
や
自
治
会
、
民
間
企

業
、
来
訪
者
等
が
的
確
な
対
応
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
よ
り
実
践
に
即
し
た
訓
練
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
、

消
防
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
防
災
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
次
に
「
防
災
備
蓄
機
能
の

強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
女
性
や
高
齢
者
、
乳
幼

児
、
外
国
人
な
ど
様
々
な
人
が
避
難
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

心
安
全
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
避
難
所
と
し
て
の
環
境
改
善
を
図
る

た
め
、
令
和
７
年
度
中
の
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
小
学
校
６
校
及
び
中
学
校
３
校
の
屋
内
運

動
場
に
空
調
設
備
を
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
へ
の
対
応
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
市
民
や
観
光
客
参
拝
客
の
生
命
を
災
害
級
の

暑
さ
か
ら
守
る
た
め
、
指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
増
加
は
も
ち

ろ
ん
天
満
宮
参
道
で
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設
備

の
設
置
な
ど
の
熱
中
症
対
策
を
行
い
猛
暑
対
策

先
進
都
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
公

共
施
設
の
空
調
の
更
新
に
つ
い
て
も
併
せ
て
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
さ
ら
に
進

め
、
戸
建
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
等

設
備
等
の
助
成
を
継
続
し
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
役
所
公
用
車
に
も
電
気
自
動
車
を
導

入
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
生

命
健
康
を
守
る
た
め
、
特
に
気
候
変
動
の
影
響
を

受
け
や
す
い
高
齢
者
に
対
し
エ
ア
コ
ン
購
入
費
用

の
助
成
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　
次
に
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
を
生
か
し
た

観
光
施
策
展
開
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
「
日
本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
」
を
好
機
と
捉
え

観
光
資
源
と
し
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、

猛
暑
で
も
楽
し
め
る
ス
イ
ー
ツ
や
「
涼
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
楽

し
み
な
が
ら
暑
さ
に
負
け
な
い
観
光
施
策
展
開

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
夏
休
み
プ
ー
ル
開
放
事
業
や
ご
み

減
量
の
推
進
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

楠
田
大
蔵
市
長
が
２
月
26
日
㈬
、
太
宰
府
市
議
会
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で
、

令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
演
説
を
し
ま
し
た
。
「
施
政
方
針
」
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
市
政
運
営
に
向
け
て
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

は
じ
め
に

危
機
管
理
の
徹
底
強
化
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４
つ
目
の
「
現
代
危
機
へ
の
対
応
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
は
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る
道
路
交
通
混

雑
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て

お
り
、
市
民
の
尊
い
命
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
宅
地
開
発
等
に
よ
る
里
山
の
減
少

で
頻
発
す
る
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
も
重
要
で

す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
通
学
路
交
通
安
全
対

策
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
防
護
柵
設
置
の
ハ
ー
ド
対
策
や
交
通
規
制
・

交
通
教
育
の
ソ
フ
ト
対
策
な
ど
を
行
い
、
登
下

校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
の
確
保
に
さ

ら
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発

推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
５
年
よ
り
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
特
に
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
着
用
の
重
要
性
周
知

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
の
推

進
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進
な
ど
の
予
算

も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
は
２
項
目
め
２
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
子
ど
も
ま
ん
な
か
の
施
策
展
開
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
子
ど
も
を
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝
と
し
て

ま
ん
な
か
に
位
置
付
け
、
絶
対
的
に
そ
の
命
を

守
り
、
す
く
す
く
の
び
の
び
と
成
長
で
き
る
よ

う
、
更
な
る
居
場
所
や
出
番
づ
く
り
な
ど
子
ど

も
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
出
生
数
や
子
育
て
世
代
の
増
加
を

し
、
保
護
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
支
援

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
令
和
７
年
度
も
実
施
校
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
新
し
い
公
共
の
視
点
を
持
っ
て
地

域
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
積
極
的
な
地
域
活
動
へ
の

参
画
を
促
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
太
宰
府
西
小
学
校
管
理
教
室

棟
長
寿
命
化
改
良
事
業
、
太
宰
府
小
学
校
長
寿

命
化
改
良
事
業
、
太
宰
府
東
小
学
校
教
室
棟
増

築
事
業
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
組
推
進
、
届

出
保
育
施
設
運
営
支
援
、
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
事

業
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
策
定
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
支
援
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り

ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
給
食
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
４

億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
弱
み
で

あ
っ
た
給
食
事
業
は
、
市
内
に
新
調
理
場
を
誘

致
し
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
給
食
の
提
供
に
よ

り
安
心
安
全
の
担
保
、
経
済
税
収
効
果
の
向
上

や
維
持
保
存
費
用
の
抑
制
な
ど
複
数
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
強
み
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
給
食

費
補
助
も
行
い
、
子
ど
も
ま
ん
な
か
施
策
の
中

核
に
位
置
付
け
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
小
・
中
学
校
給
食
費

の
助
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
な
か
で
も
令
和
の
都
だ
ざ

い
ふ
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
ら
れ
る
と
と

も
に
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
手
取
り
を

増
や
す
た
め
、
引
き
続
き
前
年
度
小
・
中
学
校

給
食
費
の
３
割
助
成
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、

国
・
県
に
よ
る
給
食
無
償
化
へ
の
呼
び
水
に
も

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
度
に
開
始

し
た
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
に
加

え
、
新
た
に
中
学
生
の
通
院
へ
の
助
成
を
拡
充

し
、
子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
業
院
中
学
校
施
設
整
備
事
業
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
学
業
院
中
学
校
の
管
理
棟
、
教
室
棟
、
屋
内
運

動
場
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
教
室
不

足
等
に
対
応
す
る
た
め
改
築
や
長
寿
命
化
等
の

施
設
整
備
を
実
施
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
の
際
、
歳
出
入
一
体
改

革
の
視
点
を
持
っ
て
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用

し
た
水
泳
授
業
委
託
に
よ
っ
て
使
用
し
な
く
な

る
屋
外
プ
ー
ル
を
解
体
し
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活

用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
校
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
施
設

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
全
て
の
児
童
生
徒
が
安
心
安
全
な
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
太
宰
府
東
中
学

校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
進
め
学
習
環
境

の
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
童
保
育
所
増
設
事
業
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
太
宰
府
小
学
校
の
教
室
不
足
等
に
対
応
す
る

た
め
、
歳
出
入
一
体
改
革
の
視
点
を
持
っ
て
民

間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
委
託
に

よ
っ
て
使
用
し
な
く
な
っ
た
屋
外
プ
ー
ル
を
解

体
し
、
学
校
用
地
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
学
童
保
育
所
を
整
備
し
ま
す
。

　
次
に
「
学
童
保
育
所
多
子
利
用
世
帯
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
き
ょ
う
だ
い
が
同
時
に
学
童
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
第
２
子
以
降
の
利
用
料
の
助
成
を
開
始

促
し
、
本
市
の
自
立
持
続
可
能
性
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
約
40
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
子
ど
も
ま
ん
な
か
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
33
億
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
地
域
や
学
校
な
ど
で
安
心
し
て

健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
そ
の
中
核
は
、
や
は
り
日
本
一
の
猛
暑
の
ま

ち
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
も
掲
げ
た
「
小
中
学
校
屋
内

運
動
場
空
調
設
備
整
備
事
業
」
で
す
。
出
来
る

限
り
暑
く
な
る
夏
前
に
設
置
で
き
る
よ
う
急
い

で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
全
世
代
交
流
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
の
全
世
代
交

流
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、
多
く
の
学
生
に
自
習

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
自
習
ス
ペ
ー

ス
の
拡
張
を
行
う
と
と
も
に
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
の
開
催
な
ど
全
世
代
の
交
流
が
で
き
る
場

所
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
公
園
遊
具
等
の
設
置
・
整
備
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
コ
を
は
じ
め
公
園
遊
具
等
の
設
置
・

整
備
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
さ
ら

に
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
や
自
治
会
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
あ
ら
ゆ
る
世
代
で

し
て
参
り
ま
す
。
実
際
に
、
昨
日
の
自
公
維
合

意
で
２
０
２
６
年
度
ま
ず
は
小
学
校
給
食
無
償

化
の
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
「
中
学
校
給
食
の
実
施
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
小
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
物
資
の
安
定
供

給
や
衛
生
管
理
の
徹
底
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

等
、
生
徒
に
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
活
発
な
食
育
活
動
を
実
施
し
、
年
間

を
通
し
て
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
小
学
校
給
食
の
実
施
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
中
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
の
心
身
の

健
全
な
発
達
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
豊
か
な
食
事
を
提
供
し
健
康
の
増
進
、
体
位

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ッ
キ
ン
グ
だ
ざ
い
ふ
、
友
好
都
市
・
姉
妹
都

市
記
念
給
食
な
ど
児
童
の
食
へ
の
興
味
関
心
を

高
め
る
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
３
千
万
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
か
ら
世
界
に

羽
ば
た
く
人
材
を
更
に
育
成
す
る
べ
く
、
子
ど

も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て
自
主
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
風
土
を
整
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
学
生
ま
ち
づ
く
り
課

題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
子
ど
も
学
生
未
来
会

議
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
児
童
生
徒
・
学
生

か
ら
学
校
現
場
や
本
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
提
案
を
受
け
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
の
場

な
ど
で
議
論
し
、
予
算
を
付
け
て
ま
ち
づ
く
り

に
実
際
に
反
映
す
る
取
組
を
通
じ
、
子
ど
も
や
学

生
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
、
令
和
の

都
だ
ざ
い
ふ
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
の
育

成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
１
か
月
児
健
康
診
査

事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
新
た
に
生
後
６
週
に
達
し
な
い
乳
児
の
健
診

費
用
助
成
を
開
始
し
ま
す
。
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
乳
児
の
疾
病
及
び
異
常
を
早

期
に
発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
進
行
を
未
然
に
防
止
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
乳
児
の
健
康
状
態
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
妊
婦
等
へ
の
包
括
相
談
支
援
を
効
果
的
に

実
施
し
、
養
育
者
の
育
児
不
安
の
軽
減
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
母
体
の
歯
周
病
感
染
は
、
低
出
生
体
重
児
誕

生
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
の
歯

科
口
腔
管
理
は
産
婦
と
乳
児
の
そ
の
後
の
健
康

増
進
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
の

歯
科
健
診
費
用
助
成
を
新
た
に
開
始
し
、
妊
娠

期
の
口
腔
管
理
能
力
を
向
上
す
る
こ
と
で
、
妊

婦
及
び
乳
児
の
口
腔
疾
患
予
防
と
低
出
生
体
重

児
の
発
生
を
予
防
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
産
婦
健
康
診
査
事
業
、
産
後

ケ
ア
施
設
整
備
費
補
助
事
業
、
産
後
ケ
ア
事
業

の
拡
充
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
及
び
妊
婦
支

援
給
付
金
の
一
体
的
実
施
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
充
実
、
初
回
産
科
受
診
料
の
支
援
、
多

胎
妊
娠
妊
婦
の
健
康
診
査
支
援
、
新
生
児
聴
覚

検
査
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
は
３
項
目
め
３
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
市
民
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発

展
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
と
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
給
食
費
助
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
等
し
く
安
心
し
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
摂
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
不
登
校

児
童
生
徒
に
対
し
て
も
小
・
中
学
校
給
食
費
の

助
成
と
同
等
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登
校
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
と
し
て
、
メ
タ

バ
ー
ス
を
活
用
し
た
新
た
な
居
場
所
を
提
供
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
支
援
事
業
と
つ

な
が
り
を
持
た
せ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
支
援
を
実
施
し
、
児
童
生
徒

の
自
立
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
推
進
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
本
市
な
ら
で
は
の

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
と
し
て
、
全
て
の
小
・
中

学
校
に
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
Ｓ
Ｔ
）
の
配

置
及
び
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
設
置
並
び
に
全
て
の

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
を
配
置
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
、
孤

独
・
孤
立
対
策
の
推
進
、
自
殺
対
策
事
業
な
ど

の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
５
つ
目
の
「
安
心
の
産
前
・
産
後
ケ
ア
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
は
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝

と
し
て
ま
ん
な
か
に
位
置
づ
け
る
に
お
い
て
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
は
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で

す
。
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
新
規
事
業
や
従
来

事
業
の
拡
充
を
思
い
切
っ
て
行
い
ま
す
。

　
次
に
「
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
表
彰
・

子
ど
も
学
生
美
術
展
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
ら
し
い
次
代
を
担
う
若

い
才
能
を
顕
彰
し
育
成
す
る
取
組
と
し
て
推
し

進
め
、
次
代
を
担
う
若
者
の
目
標
と
さ
れ
る
表

彰
及
び
美
術
展
に
進
化
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
九
州
国
立
博
物
館
ツ
ア
ー
ズ
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
本
市
が
誇

る
九
州
国
立
博
物
館
の
特
別
展
を
観
覧
す
る
機

会
を
設
け
、
世
界
中
の
様
々
な
文
化
に
触
れ
な

が
ら
学
習
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
教
養
と

感
性
を
身
に
つ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
っ

た
子
ど
も
を
育
て
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育

成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
九
州
国
立
博
物
館

と
の
更
な
る
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
高
大
連
携
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
学
問
の
ま
ち
だ
ざ
い
ふ
の
強
み
で
あ
る
４
高

校
・
５
大
学
短
大
と
の
連
携
を
太
宰
府
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
を
通
じ
て
さ
ら

に
密
に
し
、
学
生
の
飛
躍
と
本
市
と
交
流
人
口

関
係
人
口
の
相
互
発
展
な
ど
に
つ
な
げ
て
参
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
学
力
向
上
へ
の
取
組
推
進
、

全
国
大
会
出
場
子
ど
も
・
学
生
等
へ
の
支
援
、

文
化
芸
術
振
興
事
業
、
文
化
芸
術
奨
励
制
度
、

友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
学
校
と
の
連
携
な
ど
の

予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

４
つ
目
の
「
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
等
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
の
高
齢
化
な
ど
が
更
に
社
会
問
題
化
す
る
な

か
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
更
な
る
支
援

や
全
世
代
的
に
い
き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

居
場
所
と
出
番
を
つ
く
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

子
ど
も
ま
ん
な
か
の
施
策
展
開

市
民
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展
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４
つ
目
の
「
現
代
危
機
へ
の
対
応
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
は
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る
道
路
交
通
混

雑
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て

お
り
、
市
民
の
尊
い
命
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
宅
地
開
発
等
に
よ
る
里
山
の
減
少

で
頻
発
す
る
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
も
重
要
で

す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
通
学
路
交
通
安
全
対

策
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
防
護
柵
設
置
の
ハ
ー
ド
対
策
や
交
通
規
制
・

交
通
教
育
の
ソ
フ
ト
対
策
な
ど
を
行
い
、
登
下

校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
の
確
保
に
さ

ら
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発

推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
５
年
よ
り
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
特
に
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
着
用
の
重
要
性
周
知

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
の
推

進
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進
な
ど
の
予
算

も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
は
２
項
目
め
２
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
子
ど
も
ま
ん
な
か
の
施
策
展
開
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
子
ど
も
を
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝
と
し
て

ま
ん
な
か
に
位
置
付
け
、
絶
対
的
に
そ
の
命
を

守
り
、
す
く
す
く
の
び
の
び
と
成
長
で
き
る
よ

う
、
更
な
る
居
場
所
や
出
番
づ
く
り
な
ど
子
ど

も
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
出
生
数
や
子
育
て
世
代
の
増
加
を

し
、
保
護
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
支
援

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
令
和
７
年
度
も
実
施
校
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
新
し
い
公
共
の
視
点
を
持
っ
て
地

域
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
積
極
的
な
地
域
活
動
へ
の

参
画
を
促
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
太
宰
府
西
小
学
校
管
理
教
室

棟
長
寿
命
化
改
良
事
業
、
太
宰
府
小
学
校
長
寿

命
化
改
良
事
業
、
太
宰
府
東
小
学
校
教
室
棟
増

築
事
業
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
組
推
進
、
届

出
保
育
施
設
運
営
支
援
、
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
事

業
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
策
定
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
支
援
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り

ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
給
食
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
４

億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
弱
み
で

あ
っ
た
給
食
事
業
は
、
市
内
に
新
調
理
場
を
誘

致
し
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
給
食
の
提
供
に
よ

り
安
心
安
全
の
担
保
、
経
済
税
収
効
果
の
向
上

や
維
持
保
存
費
用
の
抑
制
な
ど
複
数
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
強
み
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
給
食

費
補
助
も
行
い
、
子
ど
も
ま
ん
な
か
施
策
の
中

核
に
位
置
付
け
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
小
・
中
学
校
給
食
費

の
助
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
な
か
で
も
令
和
の
都
だ
ざ

い
ふ
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
ら
れ
る
と
と

も
に
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
手
取
り
を

増
や
す
た
め
、
引
き
続
き
前
年
度
小
・
中
学
校

給
食
費
の
３
割
助
成
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、

国
・
県
に
よ
る
給
食
無
償
化
へ
の
呼
び
水
に
も

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
度
に
開
始

し
た
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
に
加

え
、
新
た
に
中
学
生
の
通
院
へ
の
助
成
を
拡
充

し
、
子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
業
院
中
学
校
施
設
整
備
事
業
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
学
業
院
中
学
校
の
管
理
棟
、
教
室
棟
、
屋
内
運

動
場
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
教
室
不

足
等
に
対
応
す
る
た
め
改
築
や
長
寿
命
化
等
の

施
設
整
備
を
実
施
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
の
際
、
歳
出
入
一
体
改

革
の
視
点
を
持
っ
て
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用

し
た
水
泳
授
業
委
託
に
よ
っ
て
使
用
し
な
く
な

る
屋
外
プ
ー
ル
を
解
体
し
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活

用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
校
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
施
設

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
全
て
の
児
童
生
徒
が
安
心
安
全
な
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
太
宰
府
東
中
学

校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
進
め
学
習
環
境

の
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
童
保
育
所
増
設
事
業
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
太
宰
府
小
学
校
の
教
室
不
足
等
に
対
応
す
る

た
め
、
歳
出
入
一
体
改
革
の
視
点
を
持
っ
て
民

間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
委
託
に

よ
っ
て
使
用
し
な
く
な
っ
た
屋
外
プ
ー
ル
を
解

体
し
、
学
校
用
地
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
学
童
保
育
所
を
整
備
し
ま
す
。

　
次
に
「
学
童
保
育
所
多
子
利
用
世
帯
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
き
ょ
う
だ
い
が
同
時
に
学
童
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
第
２
子
以
降
の
利
用
料
の
助
成
を
開
始

促
し
、
本
市
の
自
立
持
続
可
能
性
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
約
40
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
子
ど
も
ま
ん
な
か
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
33
億
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
地
域
や
学
校
な
ど
で
安
心
し
て

健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
そ
の
中
核
は
、
や
は
り
日
本
一
の
猛
暑
の
ま

ち
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
も
掲
げ
た
「
小
中
学
校
屋
内

運
動
場
空
調
設
備
整
備
事
業
」
で
す
。
出
来
る

限
り
暑
く
な
る
夏
前
に
設
置
で
き
る
よ
う
急
い

で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
全
世
代
交
流
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
の
全
世
代
交

流
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、
多
く
の
学
生
に
自
習

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
自
習
ス
ペ
ー

ス
の
拡
張
を
行
う
と
と
も
に
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
の
開
催
な
ど
全
世
代
の
交
流
が
で
き
る
場

所
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
公
園
遊
具
等
の
設
置
・
整
備
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
コ
を
は
じ
め
公
園
遊
具
等
の
設
置
・

整
備
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
さ
ら

に
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
や
自
治
会
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
あ
ら
ゆ
る
世
代
で

し
て
参
り
ま
す
。
実
際
に
、
昨
日
の
自
公
維
合

意
で
２
０
２
６
年
度
ま
ず
は
小
学
校
給
食
無
償

化
の
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
「
中
学
校
給
食
の
実
施
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
小
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
物
資
の
安
定
供

給
や
衛
生
管
理
の
徹
底
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

等
、
生
徒
に
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
活
発
な
食
育
活
動
を
実
施
し
、
年
間

を
通
し
て
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
小
学
校
給
食
の
実
施
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
中
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
の
心
身
の

健
全
な
発
達
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
豊
か
な
食
事
を
提
供
し
健
康
の
増
進
、
体
位

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ッ
キ
ン
グ
だ
ざ
い
ふ
、
友
好
都
市
・
姉
妹
都

市
記
念
給
食
な
ど
児
童
の
食
へ
の
興
味
関
心
を

高
め
る
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
３
千
万
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
か
ら
世
界
に

羽
ば
た
く
人
材
を
更
に
育
成
す
る
べ
く
、
子
ど

も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て
自
主
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
風
土
を
整
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
学
生
ま
ち
づ
く
り
課

題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
子
ど
も
学
生
未
来
会

議
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
児
童
生
徒
・
学
生

か
ら
学
校
現
場
や
本
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
提
案
を
受
け
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
の
場

な
ど
で
議
論
し
、
予
算
を
付
け
て
ま
ち
づ
く
り

に
実
際
に
反
映
す
る
取
組
を
通
じ
、
子
ど
も
や
学

生
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
、
令
和
の

都
だ
ざ
い
ふ
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
の
育

成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
１
か
月
児
健
康
診
査

事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
新
た
に
生
後
６
週
に
達
し
な
い
乳
児
の
健
診

費
用
助
成
を
開
始
し
ま
す
。
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
乳
児
の
疾
病
及
び
異
常
を
早

期
に
発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
進
行
を
未
然
に
防
止
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
乳
児
の
健
康
状
態
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
妊
婦
等
へ
の
包
括
相
談
支
援
を
効
果
的
に

実
施
し
、
養
育
者
の
育
児
不
安
の
軽
減
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
母
体
の
歯
周
病
感
染
は
、
低
出
生
体
重
児
誕

生
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
の
歯

科
口
腔
管
理
は
産
婦
と
乳
児
の
そ
の
後
の
健
康

増
進
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
の

歯
科
健
診
費
用
助
成
を
新
た
に
開
始
し
、
妊
娠

期
の
口
腔
管
理
能
力
を
向
上
す
る
こ
と
で
、
妊

婦
及
び
乳
児
の
口
腔
疾
患
予
防
と
低
出
生
体
重

児
の
発
生
を
予
防
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
産
婦
健
康
診
査
事
業
、
産
後

ケ
ア
施
設
整
備
費
補
助
事
業
、
産
後
ケ
ア
事
業

の
拡
充
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
及
び
妊
婦
支

援
給
付
金
の
一
体
的
実
施
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
充
実
、
初
回
産
科
受
診
料
の
支
援
、
多

胎
妊
娠
妊
婦
の
健
康
診
査
支
援
、
新
生
児
聴
覚

検
査
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
は
３
項
目
め
３
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
市
民
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発

展
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
と
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
給
食
費
助
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
等
し
く
安
心
し
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
摂
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
不
登
校

児
童
生
徒
に
対
し
て
も
小
・
中
学
校
給
食
費
の

助
成
と
同
等
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登
校
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
と
し
て
、
メ
タ

バ
ー
ス
を
活
用
し
た
新
た
な
居
場
所
を
提
供
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
支
援
事
業
と
つ

な
が
り
を
持
た
せ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
支
援
を
実
施
し
、
児
童
生
徒

の
自
立
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
推
進
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
本
市
な
ら
で
は
の

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
と
し
て
、
全
て
の
小
・
中

学
校
に
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
Ｓ
Ｔ
）
の
配

置
及
び
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
設
置
並
び
に
全
て
の

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
を
配
置
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
、
孤

独
・
孤
立
対
策
の
推
進
、
自
殺
対
策
事
業
な
ど

の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
５
つ
目
の
「
安
心
の
産
前
・
産
後
ケ
ア
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
は
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
宝

と
し
て
ま
ん
な
か
に
位
置
づ
け
る
に
お
い
て
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
は
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で

す
。
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
新
規
事
業
や
従
来

事
業
の
拡
充
を
思
い
切
っ
て
行
い
ま
す
。

　
次
に
「
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
表
彰
・

子
ど
も
学
生
美
術
展
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
ら
し
い
次
代
を
担
う
若

い
才
能
を
顕
彰
し
育
成
す
る
取
組
と
し
て
推
し

進
め
、
次
代
を
担
う
若
者
の
目
標
と
さ
れ
る
表

彰
及
び
美
術
展
に
進
化
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
九
州
国
立
博
物
館
ツ
ア
ー
ズ
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
本
市
が
誇

る
九
州
国
立
博
物
館
の
特
別
展
を
観
覧
す
る
機

会
を
設
け
、
世
界
中
の
様
々
な
文
化
に
触
れ
な

が
ら
学
習
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
教
養
と

感
性
を
身
に
つ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
っ

た
子
ど
も
を
育
て
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育

成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
九
州
国
立
博
物
館

と
の
更
な
る
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
高
大
連
携
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
学
問
の
ま
ち
だ
ざ
い
ふ
の
強
み
で
あ
る
４
高

校
・
５
大
学
短
大
と
の
連
携
を
太
宰
府
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
を
通
じ
て
さ
ら

に
密
に
し
、
学
生
の
飛
躍
と
本
市
と
交
流
人
口

関
係
人
口
の
相
互
発
展
な
ど
に
つ
な
げ
て
参
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
学
力
向
上
へ
の
取
組
推
進
、

全
国
大
会
出
場
子
ど
も
・
学
生
等
へ
の
支
援
、

文
化
芸
術
振
興
事
業
、
文
化
芸
術
奨
励
制
度
、

友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
学
校
と
の
連
携
な
ど
の

予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

４
つ
目
の
「
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
等
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
１
億
円
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
の
高
齢
化
な
ど
が
更
に
社
会
問
題
化
す
る
な

か
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
更
な
る
支
援

や
全
世
代
的
に
い
き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

居
場
所
と
出
番
を
つ
く
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

子
ど
も
ま
ん
な
か
の
施
策
展
開

市
民
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展
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を
期
す
と
と
も
に
、
住
ま
う
人
も
訪
れ
る
人
も

と
も
に
慶
び
合
え
る
ま
ち
と
し
て
、
観
光
客
参

拝
客
か
ら
の
経
済
税
収
効
果
を
飛
躍
的
に
高

め
、
市
民
メ
リ
ッ
ト
を
体
感
で
き
る
仕
組
み
を

創
る
こ
と
を
目
指
し
、
約
16
億
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
２
億
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
元
号
令
和
発
祥
の
地
と
し
て
、

西
の
都
に
留
ま
ら
ぬ
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
魅

力
を
更
に
高
め
て
い
く
取
組
が
ま
す
ま
す
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
令
和
国
際
文
化
会

議
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
に
ふ
さ
わ
し
い
取
組
の

中
核
と
し
て
、
天
平
の
世
の
先
進
的
な
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
さ
れ
る
梅
花
の
宴
を
現
代
に
よ

み
が
え
ら
せ
る
国
際
的
文
化
的
会
議
を
開
催
し

ま
す
。

　
次
に
「
梅
花
の
宴
再
現
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
誇
り
と
し
て
か
ね
て

よ
り
梅
花
の
宴
の
再
現
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
度
か
ら
全
国
の
関
連
自
治
体
を

巡
り
開
催
し
て
き
た
「
令
和
の
万
葉
大
茶
会
」

の
集
大
成
と
し
て
、
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で
開

催
す
る
「
令
和
の
万
葉
大
茶
会
2
0
2
5
年
あ
す

か
万
博
大
会
」
に
お
い
て
「
梅
花
の
宴
」
を
行

い
、
令
和
万
葉
、
元
号
令
和
の
発
祥
の
由
縁
と

な
っ
た
本
市
を
世
界
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
整
備
基
本
設

計
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

と
し
て
令
和
６
年
度
に
策
定
し
た
特
別
史
跡
大

宰
府
跡
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
基
本

設
計
の
策
定
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
史
跡
環
境
の

本
市
を
訪
れ
、
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
取

組
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
誰
も
が
楽
し
め
る
観
光
回
遊
ル
ー
ト

の
充
実
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
ら
し
い
ナ
イ
ト
エ
コ
ノ

ミ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
・
グ
ル
メ
の
開
発
な
ど
太
宰

府
天
満
宮
周
辺
の
観
光
客
を
市
内
の
史
跡
文
化

財
や
観
光
施
設
に
誘
客
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
多
地
点
回
遊
に
よ
る
滞
在
時
間
増
加
や
観

光
消
費
を
促
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
史
跡
の
先
進
的
多
用
途
活

用
、
先
端
技
術
を
用
い
た
文
化
財
の
活
用
、
日

本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
を
生
か
し
た
観
光
施
策
展

開
、
西
鉄
沿
線
活
性
化
協
議
会
共
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
本
市
を
代
表
す
る
積
年
の
課
題
と
し
て
観

光
公
害
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問

題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
他
市
に
先
駆
け
て
開
始
し

た
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
導
入
を
は
じ
め
こ
れ
ま

で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
問
題
な
ど
に
つ
い
て
参
道
周
辺
店
舗

な
ど
と
更
な
る
連
携
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
観
光
客
参
拝
客
の
受
け
入
れ
と
市
民
生
活
の

質
の
確
保
を
両
立
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
住

ま
う
人
も
訪
れ
る
人
も
と
も
に
慶
び
合
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
新
た
な
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
一
環
と
し
て
、
参
道

周
辺
店
舗
に
対
す
る
ゴ
ミ
袋
の
配
布
や
参
道
周

辺
の
清
掃
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
公
共
施
設
等
市
外
者
料
金
設
定
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
交
流
人
口
・
関
係
人
口
に
よ
る
経
済
税
収
効

果
を
高
め
る
べ
く
、
五
条
駅
前
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
調
査
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
現
在
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
策
定
中
の
立
地
適
正
化
計
画
及
び
関
連
計

画
と
の
整
合
・
連
携
や
都
市
計
画
に
対
す
る
市

民
意
向
等
の
実
態
把
握
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
だ
ざ

い
ふ
的
な
観
点
で
今
後
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
「
梅
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
太
宰
府
梅
園
構
想
の
も
と
、
史

跡
地
を
中
心
に
更
な
る
梅
の
植

栽
を
行
う
と
と
も
に
、
梅
の

栽
培
管
理
体
制
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
市
内
外
の

人
々
の
知
識
や
行
動
力

の
集
結
に
よ
っ
て
、
梅
資

源
を
核
と
し
た
産
業
の
創

出
だ
け
で
な
く
、
住
ま
う
人

も
訪
れ
る
人
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
「
真
の
梅
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
ら
し
い
観
光
と
し
て
年
齢

や
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
人

が
安
心
し
て
観
光
を
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線

で
の
情
報
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
地
図
／
ナ
ビ
を
導
入
し
、
情
報
発
信
を
行
う

と
と
も
に
、
移
動
に
対
す
る
不
安
か
ら
本
市
を
訪

れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
た
人
に
も
安
心
し
て

維
持
向
上
、
史
跡
と
し
て
の
更
な
る
発
展
を
目

指
し
、
史
跡
の
価
値
の
保
存
と
古
代
大
宰
府
が

感
じ
ら
れ
る
心
地
よ
い
空
間
の
保
全
・
継
承
を

第
一
と
し
な
が
ら
、
官
民
連
携
に
よ
る
先
進
的

多
用
途
活
用
に
資
す
る
環
境
整
備
の
た
め
の
設

計
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
」
周

遊
促
進
に
向
け
た
観
光
拠
点
施
設
の
官
民
連
携
事

業
化
検
討
業
務
、
指
定
文
化
財
保
存
整
備
の
推

進
、
市
民
遺
産
の
育
成
支
援
、
歴
史
的
街
な
み

の
保
全
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
交
流
人
口
・
関
係
人
口
に
よ

る
経
済
税
収
効
果
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に

は
約
９
億
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
ま
さ
し
く
交
流
人
口
・

関
係
人
口
に
よ
る
経
済
税

収
効
果
向
上
の
象
徴
と
言

え
、
こ
う
し
た
果
実
を
市

民
に
積
極
的
に
還
元
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
の
推
進
」
に
つ
い
て
で

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
市
民
と
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
相
互
発
展
の
中
核
に
位
置
付
け
、
更
な

る
競
争
力
の
あ
る
返
礼
品
の
拡
充
、
積
極
的
な

営
業
活
動
等
に
よ
る
寄
附
額
増
を
目
指
し
、
よ
り

有
効
な
市
民
へ
の
還
元
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ま
た
、
梅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
ど
ま
ら
な

い
地
場
産
品
の
更
な
る
充
実
や
地
域
の
資
源
を

生
か
し
た
域
内
経
済
循
環
の
仕
組
み
に
つ
い
て

検
討
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
連
動
へ
と
つ
な

げ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
市
街
地
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
導
入
し
た
太
宰
府
史
跡
水
辺

公
園
へ
の
通
年
で
の
市
外
者
料
金
設
定
に
よ
り

増
収
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
公
共

施
設
等
の
利
用
に
係
る
受
益
と
負
担
の
適
正
化

の
観
点
か
ら
観
光
客
参
拝
客
を
は
じ
め
市
外
の

利
用
者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
市
民
と
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
公
共
施
設
等
の
市
外
者
料
金
の
設
定
に
つ
い

て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
の
充
実
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
独
自
の
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
駐
車
場
満
空
情
報
を
自
動
判
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
駐
車
場
を
増
や
し
、
正
確
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
観
光
客
参
拝
客
に
配
信
す

る
こ
と
で
、
よ
り
観
光
参
拝
の
分
散
化
と
公
共

交
通
へ
の
利
用
転
換
を
促
し
、
本
市
積
年
の
課
題

で
あ
る
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
、
更
に
注
力
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
利
用
促
進
に
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
歴
文
税
の
活
用
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
は
、
社
会
先
進
的
な

課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
観
光
客
な
ど
一
時
有

料
駐
車
場
の
利
用
者
に
負
担
い
た
だ
く
本
市
独

自
の
法
定
外
普
通
税
で
す
。
本
税
を
財
源
と
し

て
歴
史
的
文
化
遺
産
や
観
光
資
源
等
の
整
備
活

用
、
観
光
客
の
お
も
て
な
し
施
策
、
渋
滞
緩
和

対
策
な
ど
の
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
観
光
・
参
拝
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
市
民
も
観
光
客
も
メ
リ
ッ

ト
を
体
感
で
き
る
美
化
活
動
の
推
進
な
ど
の
予

算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
４
つ
目
の
「
道
路
改
良
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は

約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
と
交
流

　
そ
の
他
に
も
、
地
震
災
害
対
応
訓
練
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
新
し
い
公
共
の
担
い
手
支
援
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
地
域
猫
活
動
の

推
進
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
、
ご
み
減
量

の
推
進
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
公
共
交
通
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は

約
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
運
転
士
不

足
や
燃
料
高
騰
な
ど
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
移
動
手
段
を
何
と
し
て
も
確
保
す
る
と
い
う

強
い
決
意
を
持
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

実
現
す
る
取
組
が
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
路
線
バ
ス
運
行
の
維

持
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
車
社

会
化
、
人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ
る
輸
送
需
要
の

縮
小
に
加
え
運
転
士
の
不
足
や
働
き
方
改
革
、

経
済
合
理
化
な
ど
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
市
民
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
の
移
動
手
段
の
一
つ
で
あ
る

民
間
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
再
構
築
で
き
る

ま
で
の
間
、
運
行
に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
こ

と
で
路
線
バ
ス
の
維
持
・
存
続
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
第
二
種
運
転
免
許
取
得
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
市
民
の
就
業
機
会
の
拡
大
や
乗
合
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
等
の
運
転
士
を
確
保
す
る
た
め
、
第
二

種
運
転
免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
こ

と
で
市
内
を
運
行
す
る
乗
合
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
維
持
・
確
保
を
図
り
、
本
市
に
と
っ

て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
新
し
い
公
共
の
仕
組
み

づ
く
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
２
億
円

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
働
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
を

育
て
る
取
組
も
大
切
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
新
し
い
公
共
座
談
会

の
実
施
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
今
日
抱
え
て
い
る
社
会
課
題
は
多
様
化
複
雑

化
し
、
従
来
の
よ
う
に
自
治
体
の
み
で
機
動
的

に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
治
会
、
教
育
や
子
育

て
、
街
づ
く
り
、
防
犯
や
防
災
、
医
療
や
福
祉

団
体
等
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
対
話
と
協
働

を
進
め
る
こ
と
で
、
連
携
し
な
が
ら
社
会
課
題

の
解
決
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
公
園
・
公
民
館
・
公
共
施
設
の
再
定
義
、

多
面
的
な
利
活
用
の
検
討
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
公
園
や
公
民
館
、
公
共
施
設
な
ど
に
求
め
ら

れ
る
役
割
や
意
義
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら

再
整
理
を
行
い
、
公
共
施
設
の
再
定
義
や
多
面

的
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
、
新
し
い
公
共
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
新
し
い
公
共
の
仕
組
み
づ
く
り
の
具
体
的
取

組
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
不
登
校
児

童
、
ひ
き
こ
も
り
者
、
障
が
い
者
な
ど
地
域
の

方
が
気
軽
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
食
堂
を
開
催
す
る
団
体
に
助
成
を
行
い
、

み
ん
な
が
集
え
る
居
場
所
づ
く
り
の
取
組
を
さ

ら
に
充
実
し
て
参
り
ま
す
。
加
え
て
、
様
々
な

関
係
機
関
、
団
体
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
人
の
居
場
所
や
地
域

課
題
の
早
期
解
決
に
つ
な
げ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展
に
お
い
て
、
道

路
状
況
は
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
継

続
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
国
分
坂
本
地
区
道
路

改
良
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
宅
地
開
発
等
に
よ
る
人
口
増
な
ど
か
ら
渋
滞

等
の
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
国
分
坂
本
地
区
に

お
い
て
、
坂
本
２
丁
目
交
差
点
に
お
け
る
交
差

点
改
良
設
計
を
実
施
し
、
混
雑
緩
和
に
向
け
た

方
策
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
水
城
小
裏
西
側
交
差
点
改
良
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
水
城
小
学
校
西
側
に
位
置
す
る
交
差
点
は
変

則
五
差
路
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
等
の
通
学
時

に
車
と
の
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
な
ど
危
険
性

が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な

交
差
点
へ
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
県
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
筑

紫
野
古
賀
線
の
整
備
促
進
、
観
世
音
寺
二
日
市

線
の
整
備
促
進
、
舗
装
個
別
施
設
計
画
に
基
づ

く
舗
装
工
事
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま

す
。

　
次
は
４
項
目
め
一
つ
目
の
底
流
で
あ
り
ま
す

　
「
新
し
い
公
共
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
組
み
づ

く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
市
と
自
治
会
、
教
育
や
子
育
て
、
ま
ち
づ
く

り
、
防
犯
や
防
災
、
医
療
や
福
祉
団
体
等
の
多

様
な
主
体
が
参
画
し
、
対
話
と
協
働
を
進
め
る

こ
と
で
、
連
携
し
な
が
ら
社
会
課
題
の
解
決
を

図
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
、
約
４
億

円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
公
共
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
組
み
づ
く
り
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を
期
す
と
と
も
に
、
住
ま
う
人
も
訪
れ
る
人
も

と
も
に
慶
び
合
え
る
ま
ち
と
し
て
、
観
光
客
参

拝
客
か
ら
の
経
済
税
収
効
果
を
飛
躍
的
に
高

め
、
市
民
メ
リ
ッ
ト
を
体
感
で
き
る
仕
組
み
を

創
る
こ
と
を
目
指
し
、
約
16
億
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
２
億
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
元
号
令
和
発
祥
の
地
と
し
て
、

西
の
都
に
留
ま
ら
ぬ
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
魅

力
を
更
に
高
め
て
い
く
取
組
が
ま
す
ま
す
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
令
和
国
際
文
化
会

議
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
に
ふ
さ
わ
し
い
取
組
の

中
核
と
し
て
、
天
平
の
世
の
先
進
的
な
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
さ
れ
る
梅
花
の
宴
を
現
代
に
よ

み
が
え
ら
せ
る
国
際
的
文
化
的
会
議
を
開
催
し

ま
す
。

　
次
に
「
梅
花
の
宴
再
現
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
誇
り
と
し
て
か
ね
て

よ
り
梅
花
の
宴
の
再
現
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
度
か
ら
全
国
の
関
連
自
治
体
を

巡
り
開
催
し
て
き
た
「
令
和
の
万
葉
大
茶
会
」

の
集
大
成
と
し
て
、
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で
開

催
す
る
「
令
和
の
万
葉
大
茶
会
2
0
2
5
年
あ
す

か
万
博
大
会
」
に
お
い
て
「
梅
花
の
宴
」
を
行

い
、
令
和
万
葉
、
元
号
令
和
の
発
祥
の
由
縁
と

な
っ
た
本
市
を
世
界
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
整
備
基
本
設

計
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

と
し
て
令
和
６
年
度
に
策
定
し
た
特
別
史
跡
大

宰
府
跡
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
基
本

設
計
の
策
定
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
史
跡
環
境
の

本
市
を
訪
れ
、
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
取

組
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
誰
も
が
楽
し
め
る
観
光
回
遊
ル
ー
ト

の
充
実
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
ら
し
い
ナ
イ
ト
エ
コ
ノ

ミ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
・
グ
ル
メ
の
開
発
な
ど
太
宰

府
天
満
宮
周
辺
の
観
光
客
を
市
内
の
史
跡
文
化

財
や
観
光
施
設
に
誘
客
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
多
地
点
回
遊
に
よ
る
滞
在
時
間
増
加
や
観

光
消
費
を
促
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
史
跡
の
先
進
的
多
用
途
活

用
、
先
端
技
術
を
用
い
た
文
化
財
の
活
用
、
日

本
一
の
猛
暑
の
ま
ち
を
生
か
し
た
観
光
施
策
展

開
、
西
鉄
沿
線
活
性
化
協
議
会
共
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は
約
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
本
市
を
代
表
す
る
積
年
の
課
題
と
し
て
観

光
公
害
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問

題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
他
市
に
先
駆
け
て
開
始
し

た
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
導
入
を
は
じ
め
こ
れ
ま

で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
問
題
な
ど
に
つ
い
て
参
道
周
辺
店
舗

な
ど
と
更
な
る
連
携
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
観
光
客
参
拝
客
の
受
け
入
れ
と
市
民
生
活
の

質
の
確
保
を
両
立
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
住

ま
う
人
も
訪
れ
る
人
も
と
も
に
慶
び
合
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
新
た
な
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
一
環
と
し
て
、
参
道

周
辺
店
舗
に
対
す
る
ゴ
ミ
袋
の
配
布
や
参
道
周

辺
の
清
掃
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
公
共
施
設
等
市
外
者
料
金
設
定
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
交
流
人
口
・
関
係
人
口
に
よ
る
経
済
税
収
効

果
を
高
め
る
べ
く
、
五
条
駅
前
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
調
査
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
現
在
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
策
定
中
の
立
地
適
正
化
計
画
及
び
関
連
計

画
と
の
整
合
・
連
携
や
都
市
計
画
に
対
す
る
市

民
意
向
等
の
実
態
把
握
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
だ
ざ

い
ふ
的
な
観
点
で
今
後
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
「
梅
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
太
宰
府
梅
園
構
想
の
も
と
、
史

跡
地
を
中
心
に
更
な
る
梅
の
植

栽
を
行
う
と
と
も
に
、
梅
の

栽
培
管
理
体
制
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
市
内
外
の

人
々
の
知
識
や
行
動
力

の
集
結
に
よ
っ
て
、
梅
資

源
を
核
と
し
た
産
業
の
創

出
だ
け
で
な
く
、
住
ま
う
人

も
訪
れ
る
人
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
「
真
の
梅
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
ら
し
い
観
光
と
し
て
年
齢

や
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
人

が
安
心
し
て
観
光
を
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線

で
の
情
報
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
地
図
／
ナ
ビ
を
導
入
し
、
情
報
発
信
を
行
う

と
と
も
に
、
移
動
に
対
す
る
不
安
か
ら
本
市
を
訪

れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
た
人
に
も
安
心
し
て

維
持
向
上
、
史
跡
と
し
て
の
更
な
る
発
展
を
目

指
し
、
史
跡
の
価
値
の
保
存
と
古
代
大
宰
府
が

感
じ
ら
れ
る
心
地
よ
い
空
間
の
保
全
・
継
承
を

第
一
と
し
な
が
ら
、
官
民
連
携
に
よ
る
先
進
的

多
用
途
活
用
に
資
す
る
環
境
整
備
の
た
め
の
設

計
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
」
周

遊
促
進
に
向
け
た
観
光
拠
点
施
設
の
官
民
連
携
事

業
化
検
討
業
務
、
指
定
文
化
財
保
存
整
備
の
推

進
、
市
民
遺
産
の
育
成
支
援
、
歴
史
的
街
な
み

の
保
全
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
交
流
人
口
・
関
係
人
口
に
よ

る
経
済
税
収
効
果
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に

は
約
９
億
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
ま
さ
し
く
交
流
人
口
・

関
係
人
口
に
よ
る
経
済
税

収
効
果
向
上
の
象
徴
と
言

え
、
こ
う
し
た
果
実
を
市

民
に
積
極
的
に
還
元
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
の
推
進
」
に
つ
い
て
で

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
市
民
と
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
相
互
発
展
の
中
核
に
位
置
付
け
、
更
な

る
競
争
力
の
あ
る
返
礼
品
の
拡
充
、
積
極
的
な

営
業
活
動
等
に
よ
る
寄
附
額
増
を
目
指
し
、
よ
り

有
効
な
市
民
へ
の
還
元
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ま
た
、
梅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
ど
ま
ら
な

い
地
場
産
品
の
更
な
る
充
実
や
地
域
の
資
源
を

生
か
し
た
域
内
経
済
循
環
の
仕
組
み
に
つ
い
て

検
討
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
連
動
へ
と
つ
な

げ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
市
街
地
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
導
入
し
た
太
宰
府
史
跡
水
辺

公
園
へ
の
通
年
で
の
市
外
者
料
金
設
定
に
よ
り

増
収
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
公
共

施
設
等
の
利
用
に
係
る
受
益
と
負
担
の
適
正
化

の
観
点
か
ら
観
光
客
参
拝
客
を
は
じ
め
市
外
の

利
用
者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
市
民
と
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
公
共
施
設
等
の
市
外
者
料
金
の
設
定
に
つ
い

て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
の
充
実
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
独
自
の
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
駐
車
場
満
空
情
報
を
自
動
判
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
駐
車
場
を
増
や
し
、
正
確
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
観
光
客
参
拝
客
に
配
信
す

る
こ
と
で
、
よ
り
観
光
参
拝
の
分
散
化
と
公
共

交
通
へ
の
利
用
転
換
を
促
し
、
本
市
積
年
の
課
題

で
あ
る
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
、
更
に
注
力
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
利
用
促
進
に
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
歴
文
税
の
活
用
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
は
、
社
会
先
進
的
な

課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
観
光
客
な
ど
一
時
有

料
駐
車
場
の
利
用
者
に
負
担
い
た
だ
く
本
市
独

自
の
法
定
外
普
通
税
で
す
。
本
税
を
財
源
と
し

て
歴
史
的
文
化
遺
産
や
観
光
資
源
等
の
整
備
活

用
、
観
光
客
の
お
も
て
な
し
施
策
、
渋
滞
緩
和

対
策
な
ど
の
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
観
光
・
参
拝
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
市
民
も
観
光
客
も
メ
リ
ッ

ト
を
体
感
で
き
る
美
化
活
動
の
推
進
な
ど
の
予

算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
４
つ
目
の
「
道
路
改
良
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は

約
１
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
と
交
流

　
そ
の
他
に
も
、
地
震
災
害
対
応
訓
練
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
新
し
い
公
共
の
担
い
手
支
援
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
地
域
猫
活
動
の

推
進
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
、
ご
み
減
量

の
推
進
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
公
共
交
通
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
は

約
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
運
転
士
不

足
や
燃
料
高
騰
な
ど
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
移
動
手
段
を
何
と
し
て
も
確
保
す
る
と
い
う

強
い
決
意
を
持
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

実
現
す
る
取
組
が
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
路
線
バ
ス
運
行
の
維

持
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
車
社

会
化
、
人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ
る
輸
送
需
要
の

縮
小
に
加
え
運
転
士
の
不
足
や
働
き
方
改
革
、

経
済
合
理
化
な
ど
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
市
民
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
の
移
動
手
段
の
一
つ
で
あ
る

民
間
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
再
構
築
で
き
る

ま
で
の
間
、
運
行
に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
こ

と
で
路
線
バ
ス
の
維
持
・
存
続
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
第
二
種
運
転
免
許
取
得
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
市
民
の
就
業
機
会
の
拡
大
や
乗
合
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
等
の
運
転
士
を
確
保
す
る
た
め
、
第
二

種
運
転
免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
こ

と
で
市
内
を
運
行
す
る
乗
合
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
維
持
・
確
保
を
図
り
、
本
市
に
と
っ

て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
新
し
い
公
共
の
仕
組
み

づ
く
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
２
億
円

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
働
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
を

育
て
る
取
組
も
大
切
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
新
し
い
公
共
座
談
会

の
実
施
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
今
日
抱
え
て
い
る
社
会
課
題
は
多
様
化
複
雑

化
し
、
従
来
の
よ
う
に
自
治
体
の
み
で
機
動
的

に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
治
会
、
教
育
や
子
育

て
、
街
づ
く
り
、
防
犯
や
防
災
、
医
療
や
福
祉

団
体
等
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
対
話
と
協
働

を
進
め
る
こ
と
で
、
連
携
し
な
が
ら
社
会
課
題

の
解
決
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
公
園
・
公
民
館
・
公
共
施
設
の
再
定
義
、

多
面
的
な
利
活
用
の
検
討
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
公
園
や
公
民
館
、
公
共
施
設
な
ど
に
求
め
ら

れ
る
役
割
や
意
義
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら

再
整
理
を
行
い
、
公
共
施
設
の
再
定
義
や
多
面

的
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
、
新
し
い
公
共
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
新
し
い
公
共
の
仕
組
み
づ
く
り
の
具
体
的
取

組
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
不
登
校
児

童
、
ひ
き
こ
も
り
者
、
障
が
い
者
な
ど
地
域
の

方
が
気
軽
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
食
堂
を
開
催
す
る
団
体
に
助
成
を
行
い
、

み
ん
な
が
集
え
る
居
場
所
づ
く
り
の
取
組
を
さ

ら
に
充
実
し
て
参
り
ま
す
。
加
え
て
、
様
々
な

関
係
機
関
、
団
体
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
人
の
居
場
所
や
地
域

課
題
の
早
期
解
決
に
つ
な
げ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展
に
お
い
て
、
道

路
状
況
は
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
継

続
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
国
分
坂
本
地
区
道
路

改
良
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
宅
地
開
発
等
に
よ
る
人
口
増
な
ど
か
ら
渋
滞

等
の
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
国
分
坂
本
地
区
に

お
い
て
、
坂
本
２
丁
目
交
差
点
に
お
け
る
交
差

点
改
良
設
計
を
実
施
し
、
混
雑
緩
和
に
向
け
た

方
策
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
水
城
小
裏
西
側
交
差
点
改
良
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
水
城
小
学
校
西
側
に
位
置
す
る
交
差
点
は
変

則
五
差
路
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
等
の
通
学
時

に
車
と
の
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
な
ど
危
険
性

が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な

交
差
点
へ
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
県
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
筑

紫
野
古
賀
線
の
整
備
促
進
、
観
世
音
寺
二
日
市

線
の
整
備
促
進
、
舗
装
個
別
施
設
計
画
に
基
づ

く
舗
装
工
事
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま

す
。

　
次
は
４
項
目
め
一
つ
目
の
底
流
で
あ
り
ま
す

　
「
新
し
い
公
共
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
組
み
づ

く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
市
と
自
治
会
、
教
育
や
子
育
て
、
ま
ち
づ
く

り
、
防
犯
や
防
災
、
医
療
や
福
祉
団
体
等
の
多

様
な
主
体
が
参
画
し
、
対
話
と
協
働
を
進
め
る

こ
と
で
、
連
携
し
な
が
ら
社
会
課
題
の
解
決
を

図
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
、
約
４
億

円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
公
共
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
組
み
づ
く
り
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次
に
「
地
域
公
共
交
通
再
構
築
検
討
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
等
の
利
用

実
態
や
運
転
士
不
足
の
課
題
、
問
題
点
な
ど
を

踏
ま
え
、
住
民
や
観
光
客
参
拝
客
の
利
便
性
維

持
・
向
上
に
向
け
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
の
再
構
築
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
、
総
合
交
通
計
画
の
改
訂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
、
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
事
業

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
は
５
項
目
め
２
つ
目
の
底
流
で
あ
り
ま
す

「
歳
出
入
一
体
改
革
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
多
様
化
し
拡
大
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ

つ
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
た

め
、
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り
や
一
体
的
情
報
発

信
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
歳
出
入
一
体
改

革
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
約
19
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
２
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま

す
。
少
子
高

齢
化
、
物
価

高
騰
、
人
件

費
増
な
ど
困

難
な
課
題
が

山
積
す
る
近

年
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が

意
欲
を
持
っ
て

だ
ざ
い
ふ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
市
内
の
観
光

サ
イ
ン
・
史
跡
地
案
内
サ
イ
ン
等
の
デ
ザ
イ
ン

統
一
に
向
け
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
新
た
な
情
報
発
信
手
段
の
検
討
・
構

築
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
宣
伝
効
果
を
最
大
限
に
す
る
と
と
も

に
市
民
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展

を
実
現
す
る
べ
く
、
市
政
情
報
、
観
光
情
報
、

防
災
情
報
な
ど
の
発
信
も
含
め
た
一
体
的
な
情

報
発
信
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使

の
活
用
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
地
域
経
済
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
は
約
４
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
本
市

に
と
っ
て
企
業
や
商
業
施
設
、
ホ
テ
ル
な
ど
を

誘
致
し
法
人
税
収
を
高
め
る
と
と
も
に
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
更
な
る
拡
大
や
リ
ピ
ー
タ
ー

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
積
年
の
課
題
と
言
え
、

戦
略
的
に
そ
の
誘
致
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
企
業
・
商
業
施
設
等

誘
致
推
進
体
制
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
企
業
誘
致
戦
略
に
基
づ
き
、
民
間
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
な
が
ら
、
地
方
へ
の
進
出
を
目
指
す
企
業
と

の
商
談
に
よ
る
企
業
誘
致
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
商
業

施
設
等
の
誘
致
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
雇
用
と
経

済
税
収
効
果
の
向
上
も
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
地
域
商
社
設

立
の
可
能
性
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
域
経
済
の
発
展
・
保
護
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
商
工
会
と
連
携
し
て
地
場
産
業
育
成
を
進
め

活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
育
児
休
業
の
取
得
促
進
や
残
業
の
抑
制

な
ど
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
す
ぐ
や
る
班
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
市
で
対
応
可
能
な
作
業
や
頻
発
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
な
ど
市
民
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応
す
る

た
め
、
す
ぐ
や
る
班
の
活
動
を
継
続
し
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
公
共
施
設
等
市
外
者
料
金
設

定
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
窓
口
交
付
の
利
便
性
向
上

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
一
体
的
情
報
発
信
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
は
約
１
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
政
、
観
光
、
防
災
な
ど
の
情
報
を
市
と
し

て
一
体
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
宣
伝
効
果
を

最
大
限
に
高
め
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
更
な

る
拡
大
や
リ
ピ
ー
タ
ー
化
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
歳
出
入
の

一
体
的
改
革
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
宣
伝
効
果
を
最
大
限
に
す
る
べ
く
、

お
と
も
の
タ
ビ
ッ
ト
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
西
鉄
福
岡
（
天
神
）
駅
等
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
観
光
情
報
発
信
な

ど
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
西
鉄
太
宰
府
駅
へ
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
な
ど
、
新
た
な
情
報

発
信
手
段
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　
次
に
「
サ
イ
ン
統
一
に
向
け
て
の
検
討
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
一
体
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で

宣
伝
効
果
を
最
大
限
に
す
る
べ
く
、
令
和
の
都

情
報
を
収
集
し
、
国
や
県
、
民
間
企
業
な
ど
と

積
極
的
に
連
携
し
、
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
課
題
解
決
先
進
モ
デ

ル
の
実
現
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
か
ら
の
専
門
的

な
知
見
や
地
域
に
即
し
た
意
見
な
ど
を
参
考
と

し
な
が
ら
、
各
種
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
の
市

民
の
意
見
や
評
価
等
を
把
握
す
る
た
め
の
市
民

意
識
調
査
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
標
と
し

て
各
種
施
策
の
展
開
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
職
員
が
自
主
的
に
先
進
地
を
視

察
し
、
自
治
体
や
企
業
、
住
民
と
い
っ
た
地
域

の
主
体
者
が
連
携
し
て
特
色
の
あ
る
施
策
を
推

進
す
る
な
ど
更
な
る
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
、
市
政
積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課

題
解
決
モ
デ
ル
を
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
課
題
解
決
調
査
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
市
政
積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な

課
題
で
あ
る
五
条
駅
前
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
の
再
編
、
西
鉄
太
宰
府
駅
前
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
・
史
跡
地
案
内
サ
イ
ン
等
の
設
置
や

梅
林
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
は
じ
め
グ
ラ
ン
ド
照

明
の
設
置
、
地
域
商
社
の
立
ち
上
げ
、
多
地
点
回

遊
・
丸
一
日
滞
在
の
促
進
、
総
合
窓
口
の
設
置

等
に
つ
い
て
、
課
題
の
抽
出
や
手
法
の
検
討
、

基
本
方
針
の
整
理
な
ど
課
題
解
決
の
た
め
の
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
人
材
育
成
・
登
用
・
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
研
修
制
度
や
人
事
評
価
制
度
の
改
善
を
図

り
、
本
市
職
員
と
し
て
の
意
識
の
醸
成
、
自
ら

学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
更
に
は
、
就
職
氷
河
期
を

含
む
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
、
優
秀
で
多
様
な

人
材
の
積
極
的
な
職
員
採
用
を
行
い
、
組
織
の

る
と
と
も
に
、
市
内
で
の
起
業
創
業
を
促
す
た

め
、
創
業
時
の
経
費
に
対
す
る
補
助
や
地
域
課

題
解
決
を
図
る
創
業
者
へ
の
創
業
時
の
家
賃
補

助
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
起
業
創

業
支
援
に
取
り
組
み
、
経
済
税
収
効
果
の
向
上

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
や
運
送
事
業

者
等
へ
の
補
助
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
次
に
「
宗
教
法
人
、
学
校
法
人
、
九
州
国
立

博
物
館
等
と
の
連
携
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
福
岡
県
、
太
宰
府
観
光
協
会
、
太
宰
府
天
満

宮
な
ど
と
連
携
し
て
九
州
国
立
博
物
館
開
館
20

周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
各
団

体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
本
市
が
誇

る
九
州
国
立
博
物
館
の
魅
力
を
発
信
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
１
９
５
７
年
に
開
園
し
た
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
だ
ざ

い
ふ
遊
園
地
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
開
校
を
目
指
す

福
岡
国
際
音
楽
大
学
（
仮
称
）
も
含
め
市
内
高

校
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
教
育
文
化

水
準
の
向
上
や
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
人
口
減
少
対
策
や
関

係
人
口
の
拡
大
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
４
つ
目
の
「
歳
出
入
一
体
改
革
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
は
約
13
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
歳
出
入
一
体
改
革
を
意
識
し
な

が
ら
先
進
的
な
事
例
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た

が
、
更
な
る
ヒ
ッ
ト
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
民
間
プ
ー
ル
等
を
活

用
し
た
水
泳
授
業
委
託
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
社
会
的
課
題
で
あ
る
孤
独
孤
立
対
策
と
し

て
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
途
切
れ
て
い
た
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
た
め
、
当
事
者
や

そ
の
家
族
が
抱
え
る
課
題
の
整
理
・
助
言
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
回
復
、
復
学
や
就

労
等
に
向
け
た
活
動
支
援
な
ど
ひ
き
こ
も
り
者

の
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

　
次
に
「
自
殺
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
失
わ
れ
た
命
は
二
度
と
戻
っ
て

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
側
の
つ
ら
さ
も

癒
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に
若
年
層

の
自
殺
の
増
加
が
社
会
的
課
題
と
な
る
な
か
、

自
殺
対
策
を
「
い
き
る
サ
ポ
ー
ト
」
と
位
置
付

け
、
健
康
や
生
活
、
家
庭
な
ど
の
様
々
な
悩
み

を
抱
え
、
こ
こ
ろ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
方
な
ど

に
対
し
、
精
神
科
医
と
連
携
し
て
「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
相
談
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
推
進

事
業
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
高
齢
者
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に

は
２
億
円
余
り
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢

者
等
に
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
帯
状
疱
疹
は
、
加
齢
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
等
が
原
因
で
発
症
し

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
増
加
す
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
お
り
、
本
市
は
い
ち
早
く
令
和
４
年

よ
り
助
成
を
始
め
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か
ら

は
65
歳
以
上
の
定
期
予
防
接
種
を
開
始
し
、
病
気

の
発
症
や
重
症
化
を
抑
え
健
康
で
安
心
し
て
暮

と
出
番
を
持
て
る
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
を
目
指

し
、
約
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
氷
河
期
世
代
対
策
は
じ

め
社
会
課
題
解
決
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、

１
千
万
円
余
り
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
社
会
課
題
と
な
り
う
る
問
題
に

先
進
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
就
職
氷
河
期
世
代
の

職
員
採
用
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
私
も
そ
の
ど
真
ん
中
で
、
30
社
以
上
の
入
社

試
験
に
落
ち
、
唯
一
内
定
を
も
ら
っ
た
会
社
も

ミ
ス
マ
ッ
チ
で
一
年
余
り
で
退
職
し
ま
し
た

が
、
就
職
氷
河
期
に
正
規
雇
用
の
機
会
を
逃
し

た
人
が
非
正
規
雇
用
と
し
て
の
就
業
や
就
労
で

の
つ
ま
ず
き
に
起
因
す
る
引
き
こ
も
り
等
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
当
事
者
と
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
本
市

や
わ
が
国
の
将
来
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
ま
ず
は
生
活
や
就
労
に
困
難
を
抱
え
る

就
職
氷
河
期
世
代
を
含
め
た
雇
用
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
包
括
的
な
対
策
も
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
結
婚
支
援
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
婚
姻
の
減
少
こ
そ
が
我
が
国
の
少
子
化
の
根

本
原
因
と
の
認
識
が
広
ま
る
な
か
、
社
会
先
進

的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
希
望
す
る
誰
も
が
安

心
し
て
結
婚
や
子
育
て
の
望
み
を
叶
え
て
い
け

る
社
会
へ
と
変
革
す
る
た
め
、
多
様
な
出
会
い

の
機
会
づ
く
り
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
偏
見
の
な
い
社
会
を

目
指
す
流
れ
の
中
で
本
市
独
自
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導
入
に
向
け
て
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
本
市
が
い
ち
早
く
取
り
入
れ
実
践
し
て
き
た

民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
に
つ
い

て
は
授
業
環
境
の
飛
躍
的
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
経
済
税
収
効
果
の
向
上
や

改
修
費
用
の
抑
制
な
ど
複
数
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
取
組
で
す
。
令
和
７
年
度
は
、
更
に
実
施
校

を
増
や
し
全
小
学
校
で
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
校
プ
ー
ル
跡
地
の
有
効
活
用
」

で
す
。

　
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
委
託

の
取
組
に
よ
り
使
用
し
な
く
な
る
太
宰
府
小
学

校
、
水
城
小
学
校
、
学
業
院
中
学
校
の
屋
外

プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
に
解
体
し
学

校
用
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
検
討
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
新
た

な
財
源
確
保
、
企
業
の
社
会
貢
献
の
場
の
提
供

及
び
施
設
の
良
好
な
維
持
管
理
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
（
公
共
施
設
等
へ
の
愛
称
を
付
与

す
る
権
利
）
を
公
共
施
設
等
に
導
入
し
、
民
間

事
業
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
資
産
の
有
効
活

用
、
一
層
の
魅
力
向
上
及
び
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
」
周
遊

促
進
に
向
け
た
観
光
拠
点
施
設
の
官
民
連
携
事
業

化
検
討
業
務
、
中
学
校
給
食
の
実
施
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
、
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
、
令

和
の
都
だ
ざ
い
ふ
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
重
点
事
項
と
し
て
、
誰
も
が
居
場
所

歳
出
入
一
体
改
革
の
推
進

そ
の
他
の
重
点
事
項
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次
に
「
地
域
公
共
交
通
再
構
築
検
討
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
等
の
利
用

実
態
や
運
転
士
不
足
の
課
題
、
問
題
点
な
ど
を

踏
ま
え
、
住
民
や
観
光
客
参
拝
客
の
利
便
性
維

持
・
向
上
に
向
け
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
の
再
構
築
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
、
総
合
交
通
計
画
の
改
訂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
、
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
事
業

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
は
５
項
目
め
２
つ
目
の
底
流
で
あ
り
ま
す

「
歳
出
入
一
体
改
革
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
多
様
化
し
拡
大
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ

つ
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
た

め
、
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り
や
一
体
的
情
報
発

信
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
歳
出
入
一
体
改

革
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
約
19
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、
約
２
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま

す
。
少
子
高

齢
化
、
物
価

高
騰
、
人
件

費
増
な
ど
困

難
な
課
題
が

山
積
す
る
近

年
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が

意
欲
を
持
っ
て

だ
ざ
い
ふ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
市
内
の
観
光

サ
イ
ン
・
史
跡
地
案
内
サ
イ
ン
等
の
デ
ザ
イ
ン

統
一
に
向
け
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
新
た
な
情
報
発
信
手
段
の
検
討
・
構

築
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
宣
伝
効
果
を
最
大
限
に
す
る
と
と
も

に
市
民
と
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
相
互
発
展

を
実
現
す
る
べ
く
、
市
政
情
報
、
観
光
情
報
、

防
災
情
報
な
ど
の
発
信
も
含
め
た
一
体
的
な
情

報
発
信
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使

の
活
用
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
地
域
経
済
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
は
約
４
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
本
市

に
と
っ
て
企
業
や
商
業
施
設
、
ホ
テ
ル
な
ど
を

誘
致
し
法
人
税
収
を
高
め
る
と
と
も
に
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
更
な
る
拡
大
や
リ
ピ
ー
タ
ー

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
積
年
の
課
題
と
言
え
、

戦
略
的
に
そ
の
誘
致
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
企
業
・
商
業
施
設
等

誘
致
推
進
体
制
の
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
企
業
誘
致
戦
略
に
基
づ
き
、
民
間
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
な
が
ら
、
地
方
へ
の
進
出
を
目
指
す
企
業
と

の
商
談
に
よ
る
企
業
誘
致
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
商
業

施
設
等
の
誘
致
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
雇
用
と
経

済
税
収
効
果
の
向
上
も
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
地
域
商
社
設

立
の
可
能
性
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
域
経
済
の
発
展
・
保
護
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
商
工
会
と
連
携
し
て
地
場
産
業
育
成
を
進
め

活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
育
児
休
業
の
取
得
促
進
や
残
業
の
抑
制

な
ど
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
す
ぐ
や
る
班
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
市
で
対
応
可
能
な
作
業
や
頻
発
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
な
ど
市
民
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応
す
る

た
め
、
す
ぐ
や
る
班
の
活
動
を
継
続
し
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
公
共
施
設
等
市
外
者
料
金
設

定
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
窓
口
交
付
の
利
便
性
向
上

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
一
体
的
情
報
発
信
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
は
約
１
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
政
、
観
光
、
防
災
な
ど
の
情
報
を
市
と
し

て
一
体
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
宣
伝
効
果
を

最
大
限
に
高
め
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
更
な

る
拡
大
や
リ
ピ
ー
タ
ー
化
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
歳
出
入
の

一
体
的
改
革
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
宣
伝
効
果
を
最
大
限
に
す
る
べ
く
、

お
と
も
の
タ
ビ
ッ
ト
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
西
鉄
福
岡
（
天
神
）
駅
等
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
観
光
情
報
発
信
な

ど
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
西
鉄
太
宰
府
駅
へ
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
な
ど
、
新
た
な
情
報

発
信
手
段
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　
次
に
「
サ
イ
ン
統
一
に
向
け
て
の
検
討
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
本
市
の
一
体
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で

宣
伝
効
果
を
最
大
限
に
す
る
べ
く
、
令
和
の
都

情
報
を
収
集
し
、
国
や
県
、
民
間
企
業
な
ど
と

積
極
的
に
連
携
し
、
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
課
題
解
決
先
進
モ
デ

ル
の
実
現
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
か
ら
の
専
門
的

な
知
見
や
地
域
に
即
し
た
意
見
な
ど
を
参
考
と

し
な
が
ら
、
各
種
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
の
市

民
の
意
見
や
評
価
等
を
把
握
す
る
た
め
の
市
民

意
識
調
査
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
標
と
し

て
各
種
施
策
の
展
開
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
職
員
が
自
主
的
に
先
進
地
を
視

察
し
、
自
治
体
や
企
業
、
住
民
と
い
っ
た
地
域

の
主
体
者
が
連
携
し
て
特
色
の
あ
る
施
策
を
推

進
す
る
な
ど
更
な
る
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
、
市
政
積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課

題
解
決
モ
デ
ル
を
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
課
題
解
決
調
査
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
本
市
市
政
積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な

課
題
で
あ
る
五
条
駅
前
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
の
再
編
、
西
鉄
太
宰
府
駅
前
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
・
史
跡
地
案
内
サ
イ
ン
等
の
設
置
や

梅
林
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
は
じ
め
グ
ラ
ン
ド
照

明
の
設
置
、
地
域
商
社
の
立
ち
上
げ
、
多
地
点
回

遊
・
丸
一
日
滞
在
の
促
進
、
総
合
窓
口
の
設
置

等
に
つ
い
て
、
課
題
の
抽
出
や
手
法
の
検
討
、

基
本
方
針
の
整
理
な
ど
課
題
解
決
の
た
め
の
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
人
材
育
成
・
登
用
・
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
研
修
制
度
や
人
事
評
価
制
度
の
改
善
を
図

り
、
本
市
職
員
と
し
て
の
意
識
の
醸
成
、
自
ら

学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
更
に
は
、
就
職
氷
河
期
を

含
む
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
、
優
秀
で
多
様
な

人
材
の
積
極
的
な
職
員
採
用
を
行
い
、
組
織
の

る
と
と
も
に
、
市
内
で
の
起
業
創
業
を
促
す
た

め
、
創
業
時
の
経
費
に
対
す
る
補
助
や
地
域
課

題
解
決
を
図
る
創
業
者
へ
の
創
業
時
の
家
賃
補

助
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
起
業
創

業
支
援
に
取
り
組
み
、
経
済
税
収
効
果
の
向
上

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
や
運
送
事
業

者
等
へ
の
補
助
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
次
に
「
宗
教
法
人
、
学
校
法
人
、
九
州
国
立

博
物
館
等
と
の
連
携
強
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
福
岡
県
、
太
宰
府
観
光
協
会
、
太
宰
府
天
満

宮
な
ど
と
連
携
し
て
九
州
国
立
博
物
館
開
館
20

周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
各
団

体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
本
市
が
誇

る
九
州
国
立
博
物
館
の
魅
力
を
発
信
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
１
９
５
７
年
に
開
園
し
た
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
だ
ざ

い
ふ
遊
園
地
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
開
校
を
目
指
す

福
岡
国
際
音
楽
大
学
（
仮
称
）
も
含
め
市
内
高

校
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
教
育
文
化

水
準
の
向
上
や
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
人
口
減
少
対
策
や
関

係
人
口
の
拡
大
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
４
つ
目
の
「
歳
出
入
一
体
改
革
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
は
約
13
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
歳
出
入
一
体
改
革
を
意
識
し
な

が
ら
先
進
的
な
事
例
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た

が
、
更
な
る
ヒ
ッ
ト
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
民
間
プ
ー
ル
等
を
活

用
し
た
水
泳
授
業
委
託
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
社
会
的
課
題
で
あ
る
孤
独
孤
立
対
策
と
し

て
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
途
切
れ
て
い
た
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
た
め
、
当
事
者
や

そ
の
家
族
が
抱
え
る
課
題
の
整
理
・
助
言
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
回
復
、
復
学
や
就

労
等
に
向
け
た
活
動
支
援
な
ど
ひ
き
こ
も
り
者

の
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

　
次
に
「
自
殺
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
失
わ
れ
た
命
は
二
度
と
戻
っ
て

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
側
の
つ
ら
さ
も

癒
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に
若
年
層

の
自
殺
の
増
加
が
社
会
的
課
題
と
な
る
な
か
、

自
殺
対
策
を
「
い
き
る
サ
ポ
ー
ト
」
と
位
置
付

け
、
健
康
や
生
活
、
家
庭
な
ど
の
様
々
な
悩
み

を
抱
え
、
こ
こ
ろ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
方
な
ど

に
対
し
、
精
神
科
医
と
連
携
し
て
「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
相
談
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
推
進

事
業
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
高
齢
者
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に

は
２
億
円
余
り
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢

者
等
に
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
帯
状
疱
疹
は
、
加
齢
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
等
が
原
因
で
発
症
し

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
増
加
す
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
お
り
、
本
市
は
い
ち
早
く
令
和
４
年

よ
り
助
成
を
始
め
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か
ら

は
65
歳
以
上
の
定
期
予
防
接
種
を
開
始
し
、
病
気

の
発
症
や
重
症
化
を
抑
え
健
康
で
安
心
し
て
暮

と
出
番
を
持
て
る
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
を
目
指

し
、
約
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ま
ず
「
氷
河
期
世
代
対
策
は
じ

め
社
会
課
題
解
決
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
設
定
し
、

１
千
万
円
余
り
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
社
会
課
題
と
な
り
う
る
問
題
に

先
進
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
就
職
氷
河
期
世
代
の

職
員
採
用
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
私
も
そ
の
ど
真
ん
中
で
、
30
社
以
上
の
入
社

試
験
に
落
ち
、
唯
一
内
定
を
も
ら
っ
た
会
社
も

ミ
ス
マ
ッ
チ
で
一
年
余
り
で
退
職
し
ま
し
た

が
、
就
職
氷
河
期
に
正
規
雇
用
の
機
会
を
逃
し

た
人
が
非
正
規
雇
用
と
し
て
の
就
業
や
就
労
で

の
つ
ま
ず
き
に
起
因
す
る
引
き
こ
も
り
等
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
当
事
者
と
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
本
市

や
わ
が
国
の
将
来
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
ま
ず
は
生
活
や
就
労
に
困
難
を
抱
え
る

就
職
氷
河
期
世
代
を
含
め
た
雇
用
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
包
括
的
な
対
策
も
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
結
婚
支
援
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
婚
姻
の
減
少
こ
そ
が
我
が
国
の
少
子
化
の
根

本
原
因
と
の
認
識
が
広
ま
る
な
か
、
社
会
先
進

的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
希
望
す
る
誰
も
が
安

心
し
て
結
婚
や
子
育
て
の
望
み
を
叶
え
て
い
け

る
社
会
へ
と
変
革
す
る
た
め
、
多
様
な
出
会
い

の
機
会
づ
く
り
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
偏
見
の
な
い
社
会
を

目
指
す
流
れ
の
中
で
本
市
独
自
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導
入
に
向
け
て
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
本
市
が
い
ち
早
く
取
り
入
れ
実
践
し
て
き
た

民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
に
つ
い

て
は
授
業
環
境
の
飛
躍
的
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
経
済
税
収
効
果
の
向
上
や

改
修
費
用
の
抑
制
な
ど
複
数
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
取
組
で
す
。
令
和
７
年
度
は
、
更
に
実
施
校

を
増
や
し
全
小
学
校
で
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
校
プ
ー
ル
跡
地
の
有
効
活
用
」

で
す
。

　
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
委
託

の
取
組
に
よ
り
使
用
し
な
く
な
る
太
宰
府
小
学

校
、
水
城
小
学
校
、
学
業
院
中
学
校
の
屋
外

プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
に
解
体
し
学

校
用
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
検
討
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
新
た

な
財
源
確
保
、
企
業
の
社
会
貢
献
の
場
の
提
供

及
び
施
設
の
良
好
な
維
持
管
理
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
（
公
共
施
設
等
へ
の
愛
称
を
付
与

す
る
権
利
）
を
公
共
施
設
等
に
導
入
し
、
民
間

事
業
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
資
産
の
有
効
活

用
、
一
層
の
魅
力
向
上
及
び
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
」
周
遊

促
進
に
向
け
た
観
光
拠
点
施
設
の
官
民
連
携
事
業

化
検
討
業
務
、
中
学
校
給
食
の
実
施
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
、
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
、
令

和
の
都
だ
ざ
い
ふ
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
重
点
事
項
と
し
て
、
誰
も
が
居
場
所

歳
出
入
一
体
改
革
の
推
進

そ
の
他
の
重
点
事
項

11 広報だざいふ 2025.4 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
次
に
「
窓
口
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
聴
覚
障
が
い
者
や
難
聴
者
等
が
市
役
所
窓
口

で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
音
声
を
認
識
し
て
文
字
を

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
す
る
機
器
を
導
入
し
、

障
が
い
者
等
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
窓
口
に
来

庁
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
介
護
の
し
ご
と
魅
力
発
信
・
人
材
確

保
定
着
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
介
護
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
一
方
で
介
護
人
材
の

不
足
が
生
じ
て
お
り
、
安
心
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
介
護
の
し
ご
と
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
介
護
事
業
所
の
人
材

確
保
策
に
対
す
る
支
援
を
行
う
な
ど
介
護
人
材

の
確
保
・
定
着
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
助
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
難
聴
は
、
必
要
な
音
が
聞
こ
え
ず
家
族
や
友

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と
る
こ

と
が
で
き
ず
に
社
会
的
に
孤
立
し
う
つ
状
態
に

陥
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
様
々
な
社
会
生
活
に
支

障
を
き
た
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
、
聴
覚
機

能
の
低
下
は
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
よ
り
、

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
者
に
対
す
る

補
聴
器
の
購
入
費
用
の
助
成
を
行
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
及
び
社
会
参
加
な
ど
を
促

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
住
宅
等
防
犯
対
策
事
業
、
骨
粗

鬆
症
検
診
事
業
、
肺
が
ん
検
診
事
業
、
認
知
症

ま
し
た
。
今
回
そ
の
復
活
が
別
の
形
で
あ
れ
実

現
し
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
い
ま
、
地
域
公
共
交
通
を
始
め

先
方
事
情
や
財
政
状
況
、
人
員
不
足
な
ど
に
よ

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
脅
か
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
西
鉄
と
い
う
相
手
が
あ
る

話
な
の
で
な
ど
と
言
い
訳
し
て
い
て
は
、
本
当

の
意
味
で
世
の
為
人
の
為
に
持
ち
う
る
力
を
出

し
尽
く
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
自
ら
を
鼓

舞
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。

　
市
を
あ
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
路
線
の

存
続
を
求
め
粘
り
強
く
協
議
を
重
ね
て
き
た
結

果
、
何
と
か
一
年
は
延
長
す
る
方
向
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
我
々

公
僕
と
し
て
の
厳
し
い
宿
命
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
任
に
あ
る
限
り
相
手
が
ど
ん
な
に
強

大
で
あ
っ
て
も
、
市
の
為
市
民
の
為
に
立
ち
向

か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
最
後
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
為
に
と
思
い
定
め
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ボ
ー

パ
ー
ク
に
せ
よ
バ
ス
ケ
の
ゴ
ー
ル
に
せ
よ
ブ
ラ

ン
コ
に
せ
よ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
か
ら

の
期
待
を
受
け
、
力
の
限
り
頑
張
り
ぬ
き
、
信
頼

に
応
え
る
こ
と
こ
そ
政
治
家
・
市
長
と
し
て
、

大
人
と
し
て
、
そ
し
て
人
と
し
て
の
究
極
の
使

命
、
や
り
が
い
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
は
こ
の
言
わ
ば
「
信
頼
関
係
の
好
循

環
」
こ
そ
最
も
次
代
に
つ
な
ぐ
べ
き
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
回
の
予
算
案
施
政
方

針
で
も
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

の
い
ま
持
ち
う
る
力
は
一
定
出
し
切
っ
た
と
の

思
い
も
あ
り
ま
す
。
議
員
各
位
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
施
政
方
針
の
結
び
と
致
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
の
充
実
、
外
国
人
へ
の
支

援
、
障
が
い
者
プ
ラ
ン
策
定
、
地
域
福
祉
計
画

策
定
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

助
成
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
支
援
事

業
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
・
施
設
整
備
事
業
、

窓
口
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り

ま
す
。

　
以
上
、
楠
田
市
政
二
期
目
最
終
年
度
の
集
大

成
・
総
仕
上
げ
と
し
て
、
第
２
期
総
合
戦
略
の

４
つ
の
構
想
・
戦
略
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
期
目

公
約
に
加
え
本
年
度
新
た
に
位
置
付
け
た
市
政

積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決

に
向
け
た
５
つ
の
最
重
点
事
項
（
３
つ
の
柱
と

２
つ
の
底
流
）
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た

「
好
循
環
を
次
代
に
つ
な
ぐ
集
大
成
予
算
」
に

つ
い
て
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
時
間
の
限
り
も
あ
り
、
市
政
積
年
の
も
し
く

は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決
に
踏
み
出
す
た
め

の
最
重
点
５
項
目
を
も
と
に
説
明
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
予
算
説
明
資
料
の
世
代
・
カ
テ
ゴ
リ

別
予
算
額
で
分
類
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
や
立
場
の
方
々
に
居
場
所
と
出
番

が
あ
る
よ
う
満
遍
な
く
行
き
渡
る
こ
と
も
意
識

し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
予
算
案
の
一
つ
に

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。
２

年
余
り
前
Ｊ
Ａ
の
事
情
に
従
い
や
む
な
く
Ａ
Ｔ

Ｍ
撤
去
に
同
意
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
市

民
の
利
便
性
の
低
下
を
考
え
れ
ば
も
っ
と
や
り

よ
う
が
な
か
っ
た
も
の
か
と
ず
っ
と
後
悔
し
て
き

理
解
の
普
及
啓
発
事
業
、
敬
老
事
業
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
事
業
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
、
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
長
寿

ク
ラ
ブ
活
動
支
援
、
予
防
接
種
事
業
、
地
域
介

護
予
防
活
動
支
援
補
助
金
上
限
額
の
見
直
し
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
な
ど
の
予
算
も

活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
人
権
・
多
様
性
の
確
保
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
は
８
千
万
円
余
り
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
人
権
や
多
様
性
を

保
障
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
全
て
の
市
民
が
不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
、
い
き
い
き
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
「
女
性
が
少
な
い
分
野
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
理
工
系
分
野
を
含
め
た
女
性
が
少
な
い
分
野

へ
の
女
性
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
進
路
・
職

業
選
択
に
お
け
る
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

や
無
意
識
の
思
い
込
み
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
）
の
解
消
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
を

担
う
女
性
人
材
の
裾
野
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
次
に
「
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
個
別
検
診
事

業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中

で
、
多
く
の
人
が
受
診
し
や
す
い
検
診
を
実
施

し
、
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
で
が
ん
の
早
期
発

見
・
死
亡
率
の
減
少
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
推
進
、
女
性
相
談
事
業
、
男
女
共
同
参
画
推
進

　
本
年
度
、
初
の
開
催
と
な
っ
た
「
学
生
ま
ち

づ
く
り
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
全
国
の
高

校
生
・
大
学
生
か
ら
本
市
の
地
域
課
題
解
決
や

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提
案
を
募
集
し
、

全
13
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
を
勝
ち

抜
い
た
10
件
の
提
案
に
は
市
か
ら
補
助
金
を
交

付
し
て
、
応
募
者
に
実
現
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
３
月
２
日
㈰
に
は
報
告
会
で
成
果
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
高
い
評
価
を
得
た
上
位
２
チ
ー
ム

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
太
宰
府
に
ど
ん
な
課
題

を
発
見
し
て
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
解
決
し
よ
う

と
考
え
た
の
か
リ
ア
ル
な
声
を
聴
き
ま
し
た
。

（
柿
本
さ
ん
）特
別
史
跡
の
客
館
跡
は
、
周
辺
に
住

む
市
民
で
も
よ
く
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
史
跡
や
太
宰
府
市
民
遺
産
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
客
館
跡
を
会
場

に
し
た
歴
史
・
文
化×

ア
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
「
第

２
回
だ
ざ
い
ふ
物
語
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
、
第
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
資
金
不
足

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
市
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
市
民
遺
産
ク
イ
ズ
や
来
場
者
の
手
形
を
押
す

巨
大
ア
ー
ト
、
市
内
小
学
生
が
描
い
た
市
民
遺
産

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
、
外
国
の
使
節
団
を
も
て
な

し
た
古
代
客
館
に
な
ら
っ
て
留

学
生
と
の
交
流
な
ど
、
協
力
し

て
く
れ
る
市
民
団
体
や
地
域
の

人
た
ち
の
輪
も
広
が
り
、
当
日

は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
く
来
場
し
て
イ
ベ
ン
ト
は

大
盛
況
で
し
た
！

　
太
宰
府
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
と
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
自
分

た
ち
が
住
む
ま
ち
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
多
世
代
が
繋
が
れ
る
地

域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
が
い
つ
か
地
域
の

恒
例
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

結
び
に

課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に集

ま
る

ア
ー
ト
で
史
跡
地
を

知
っ
て
も
ら
う

（
第
２
回
だ
ざ
い
ふ
物
語
り
実
行
委
員
会
／
　

　
筑
紫
女
学
園
大
学
）

（
北
里
さ
ん
）太
宰
府
に
は
古
く
か
ら
和
歌
を
は
じ

め
と
す
る
文
化
・
文
学
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
価

値
が
見
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
、
今
回
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
強
み
に
、
太

宰
府
で
詠
ま
れ
た
俳
句
・
短
歌
３
千
首
を
誰
で
も

A
I
で
分
析
・
可
視
化
で
き
る
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
と

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
利

用
し
て
、
市
民
参
加
型
で
ア
イ
デ
ア
を
次
々
に
出

し
合
う
「
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
を
開
催
す
る
と
、
ま

ち
の
課
題
や
解
決
方
法
を
巡
っ
て
活
発
な
議
論
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　
文
学
は
人
に
感
動
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
人

の
心
を
映
す
鏡
で
す
。
太
宰
府
に
あ
る
文
化
を
忘
れ

ず
に
、
大
切
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
国
際
・
交
流
課
職
員
）学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

創
意
あ
ふ
れ
る
新
し
い
発
想
の
提
案
が
集
ま

り
、
実
現
に
向
け
た
活
動
の
中
で
は
市
民
と
の

交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
太
宰
府
の
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
存
在
を
欠

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
き
っ
か

け
に
、
今
の
太
宰
府
で
わ
た
し
た
ち
が
一
緒
に

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
全

世
代
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
も
っ
と
魅
力
的
な

ま
ち
に
で
き
る
は
ず
で
す
。

国
際
・
交
流
課
（
☎
内
線
４
８
２
）

技
術×

文
化
で

生
ま
れ
る
新
し
い
ま
ち

（
ヒ
マ
ラ
ボ
／
福
岡
大
学
）

ア

ア

イ
デ

、だ
ざ
い
ふ
を
変
え
る

発
想
発
想

な

自
由

今回、実現した提案　チーム名 （学校名） / 事業内容
◆第２回だざいふ物語り実行委員会（筑紫女学園大学）/史跡地を活用
した全世代交流イベント開催　
◆ヒマラボ（福岡大学）/ＡＩを使った俳句分析からのまちづくり
◆Kaza Haya（福岡女子短期大学）/「だざいふ文学マップ」作成
◆eスポーツ部（九州情報大学）/シルバー層向けｅスポーツ体験会
◆カケハシ（太宰府高校）/留学生との国際交流企画の提案
◆たけのこ(筑紫台高校)/子育て世帯への公園アンケート実施と提案
◆荒平研究室（九州情報大学）/観光英語を使った小中学生の英語スキ
ルアップ事業
◆空飛ぶ冒険隊（日本経済大学）/環境問題啓発イベント開催
◆チーム防災促進（日本経済大学）/防災イベント開催
◆17→18（筑陽学園高校）/太宰府おさんぽ小冊子作製

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
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ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
次
に
「
窓
口
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
聴
覚
障
が
い
者
や
難
聴
者
等
が
市
役
所
窓
口

で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
音
声
を
認
識
し
て
文
字
を

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
す
る
機
器
を
導
入
し
、

障
が
い
者
等
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
窓
口
に
来

庁
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
「
介
護
の
し
ご
と
魅
力
発
信
・
人
材
確

保
定
着
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
介
護
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
一
方
で
介
護
人
材
の

不
足
が
生
じ
て
お
り
、
安
心
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
介
護
の
し
ご
と
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
介
護
事
業
所
の
人
材

確
保
策
に
対
す
る
支
援
を
行
う
な
ど
介
護
人
材

の
確
保
・
定
着
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
助
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
難
聴
は
、
必
要
な
音
が
聞
こ
え
ず
家
族
や
友

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と
る
こ

と
が
で
き
ず
に
社
会
的
に
孤
立
し
う
つ
状
態
に

陥
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
様
々
な
社
会
生
活
に
支

障
を
き
た
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
、
聴
覚
機

能
の
低
下
は
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
よ
り
、

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
者
に
対
す
る

補
聴
器
の
購
入
費
用
の
助
成
を
行
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
及
び
社
会
参
加
な
ど
を
促

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
住
宅
等
防
犯
対
策
事
業
、
骨
粗

鬆
症
検
診
事
業
、
肺
が
ん
検
診
事
業
、
認
知
症

ま
し
た
。
今
回
そ
の
復
活
が
別
の
形
で
あ
れ
実

現
し
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
い
ま
、
地
域
公
共
交
通
を
始
め

先
方
事
情
や
財
政
状
況
、
人
員
不
足
な
ど
に
よ

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
脅
か
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
西
鉄
と
い
う
相
手
が
あ
る

話
な
の
で
な
ど
と
言
い
訳
し
て
い
て
は
、
本
当

の
意
味
で
世
の
為
人
の
為
に
持
ち
う
る
力
を
出

し
尽
く
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
自
ら
を
鼓

舞
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。

　
市
を
あ
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
路
線
の

存
続
を
求
め
粘
り
強
く
協
議
を
重
ね
て
き
た
結

果
、
何
と
か
一
年
は
延
長
す
る
方
向
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
我
々

公
僕
と
し
て
の
厳
し
い
宿
命
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
任
に
あ
る
限
り
相
手
が
ど
ん
な
に
強

大
で
あ
っ
て
も
、
市
の
為
市
民
の
為
に
立
ち
向

か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
最
後
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
為
に
と
思
い
定
め
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ボ
ー

パ
ー
ク
に
せ
よ
バ
ス
ケ
の
ゴ
ー
ル
に
せ
よ
ブ
ラ

ン
コ
に
せ
よ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
か
ら

の
期
待
を
受
け
、
力
の
限
り
頑
張
り
ぬ
き
、
信
頼

に
応
え
る
こ
と
こ
そ
政
治
家
・
市
長
と
し
て
、

大
人
と
し
て
、
そ
し
て
人
と
し
て
の
究
極
の
使

命
、
や
り
が
い
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
は
こ
の
言
わ
ば
「
信
頼
関
係
の
好
循

環
」
こ
そ
最
も
次
代
に
つ
な
ぐ
べ
き
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
回
の
予
算
案
施
政
方

針
で
も
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

の
い
ま
持
ち
う
る
力
は
一
定
出
し
切
っ
た
と
の

思
い
も
あ
り
ま
す
。
議
員
各
位
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
施
政
方
針
の
結
び
と
致
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
の
充
実
、
外
国
人
へ
の
支

援
、
障
が
い
者
プ
ラ
ン
策
定
、
地
域
福
祉
計
画

策
定
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

助
成
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
支
援
事

業
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
・
施
設
整
備
事
業
、

窓
口
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
予
算
も
活
用
し
て
参
り

ま
す
。

　
以
上
、
楠
田
市
政
二
期
目
最
終
年
度
の
集
大

成
・
総
仕
上
げ
と
し
て
、
第
２
期
総
合
戦
略
の

４
つ
の
構
想
・
戦
略
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
期
目

公
約
に
加
え
本
年
度
新
た
に
位
置
付
け
た
市
政

積
年
の
も
し
く
は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決

に
向
け
た
５
つ
の
最
重
点
事
項
（
３
つ
の
柱
と

２
つ
の
底
流
）
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た

「
好
循
環
を
次
代
に
つ
な
ぐ
集
大
成
予
算
」
に

つ
い
て
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
時
間
の
限
り
も
あ
り
、
市
政
積
年
の
も
し
く

は
社
会
先
進
的
な
課
題
の
解
決
に
踏
み
出
す
た
め

の
最
重
点
５
項
目
を
も
と
に
説
明
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
予
算
説
明
資
料
の
世
代
・
カ
テ
ゴ
リ

別
予
算
額
で
分
類
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
や
立
場
の
方
々
に
居
場
所
と
出
番

が
あ
る
よ
う
満
遍
な
く
行
き
渡
る
こ
と
も
意
識

し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
予
算
案
の
一
つ
に

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。
２

年
余
り
前
Ｊ
Ａ
の
事
情
に
従
い
や
む
な
く
Ａ
Ｔ

Ｍ
撤
去
に
同
意
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
市

民
の
利
便
性
の
低
下
を
考
え
れ
ば
も
っ
と
や
り

よ
う
が
な
か
っ
た
も
の
か
と
ず
っ
と
後
悔
し
て
き

理
解
の
普
及
啓
発
事
業
、
敬
老
事
業
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
事
業
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
、
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
長
寿

ク
ラ
ブ
活
動
支
援
、
予
防
接
種
事
業
、
地
域
介

護
予
防
活
動
支
援
補
助
金
上
限
額
の
見
直
し
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
な
ど
の
予
算
も

活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
人
権
・
多
様
性
の
確
保
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
は
８
千
万
円
余
り
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
人
権
や
多
様
性
を

保
障
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
全
て
の
市
民
が
不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
、
い
き
い
き
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
「
女
性
が
少
な
い
分
野
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
理
工
系
分
野
を
含
め
た
女
性
が
少
な
い
分
野

へ
の
女
性
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
進
路
・
職

業
選
択
に
お
け
る
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

や
無
意
識
の
思
い
込
み
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
）
の
解
消
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
を

担
う
女
性
人
材
の
裾
野
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
次
に
「
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
個
別
検
診
事

業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中

で
、
多
く
の
人
が
受
診
し
や
す
い
検
診
を
実
施

し
、
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
で
が
ん
の
早
期
発

見
・
死
亡
率
の
減
少
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
推
進
、
女
性
相
談
事
業
、
男
女
共
同
参
画
推
進

　
本
年
度
、
初
の
開
催
と
な
っ
た
「
学
生
ま
ち

づ
く
り
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
全
国
の
高

校
生
・
大
学
生
か
ら
本
市
の
地
域
課
題
解
決
や

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提
案
を
募
集
し
、

全
13
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
を
勝
ち

抜
い
た
10
件
の
提
案
に
は
市
か
ら
補
助
金
を
交

付
し
て
、
応
募
者
に
実
現
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
３
月
２
日
㈰
に
は
報
告
会
で
成
果
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
高
い
評
価
を
得
た
上
位
２
チ
ー
ム

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
太
宰
府
に
ど
ん
な
課
題

を
発
見
し
て
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
解
決
し
よ
う

と
考
え
た
の
か
リ
ア
ル
な
声
を
聴
き
ま
し
た
。

（
柿
本
さ
ん
）特
別
史
跡
の
客
館
跡
は
、
周
辺
に
住

む
市
民
で
も
よ
く
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
史
跡
や
太
宰
府
市
民
遺
産
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
客
館
跡
を
会
場

に
し
た
歴
史
・
文
化×

ア
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
「
第

２
回
だ
ざ
い
ふ
物
語
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
、
第
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
資
金
不
足

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
市
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
市
民
遺
産
ク
イ
ズ
や
来
場
者
の
手
形
を
押
す

巨
大
ア
ー
ト
、
市
内
小
学
生
が
描
い
た
市
民
遺
産

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
、
外
国
の
使
節
団
を
も
て
な

し
た
古
代
客
館
に
な
ら
っ
て
留

学
生
と
の
交
流
な
ど
、
協
力
し

て
く
れ
る
市
民
団
体
や
地
域
の

人
た
ち
の
輪
も
広
が
り
、
当
日

は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
く
来
場
し
て
イ
ベ
ン
ト
は

大
盛
況
で
し
た
！

　
太
宰
府
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
と
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
自
分

た
ち
が
住
む
ま
ち
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
多
世
代
が
繋
が
れ
る
地

域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
が
い
つ
か
地
域
の

恒
例
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

結
び
に

課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に集

ま
る

ア
ー
ト
で
史
跡
地
を

知
っ
て
も
ら
う

（
第
２
回
だ
ざ
い
ふ
物
語
り
実
行
委
員
会
／
　

　
筑
紫
女
学
園
大
学
）

（
北
里
さ
ん
）太
宰
府
に
は
古
く
か
ら
和
歌
を
は
じ

め
と
す
る
文
化
・
文
学
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
価

値
が
見
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
、
今
回
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
強
み
に
、
太

宰
府
で
詠
ま
れ
た
俳
句
・
短
歌
３
千
首
を
誰
で
も

A
I
で
分
析
・
可
視
化
で
き
る
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
と

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
利

用
し
て
、
市
民
参
加
型
で
ア
イ
デ
ア
を
次
々
に
出

し
合
う
「
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
を
開
催
す
る
と
、
ま

ち
の
課
題
や
解
決
方
法
を
巡
っ
て
活
発
な
議
論
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　
文
学
は
人
に
感
動
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
人

の
心
を
映
す
鏡
で
す
。
太
宰
府
に
あ
る
文
化
を
忘
れ

ず
に
、
大
切
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
国
際
・
交
流
課
職
員
）学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

創
意
あ
ふ
れ
る
新
し
い
発
想
の
提
案
が
集
ま

り
、
実
現
に
向
け
た
活
動
の
中
で
は
市
民
と
の

交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
太
宰
府
の
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
存
在
を
欠

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
き
っ
か

け
に
、
今
の
太
宰
府
で
わ
た
し
た
ち
が
一
緒
に

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
全

世
代
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
も
っ
と
魅
力
的
な

ま
ち
に
で
き
る
は
ず
で
す
。

国
際
・
交
流
課
（
☎
内
線
４
８
２
）

技
術×

文
化
で

生
ま
れ
る
新
し
い
ま
ち

（
ヒ
マ
ラ
ボ
／
福
岡
大
学
）

ア

ア

イ
デ

、だ
ざ
い
ふ
を
変
え
る

発
想
発
想

な

自
由

今回、実現した提案　チーム名 （学校名） / 事業内容
◆第２回だざいふ物語り実行委員会（筑紫女学園大学）/史跡地を活用
した全世代交流イベント開催　
◆ヒマラボ（福岡大学）/ＡＩを使った俳句分析からのまちづくり
◆Kaza Haya（福岡女子短期大学）/「だざいふ文学マップ」作成
◆eスポーツ部（九州情報大学）/シルバー層向けｅスポーツ体験会
◆カケハシ（太宰府高校）/留学生との国際交流企画の提案
◆たけのこ(筑紫台高校)/子育て世帯への公園アンケート実施と提案
◆荒平研究室（九州情報大学）/観光英語を使った小中学生の英語スキ
ルアップ事業
◆空飛ぶ冒険隊（日本経済大学）/環境問題啓発イベント開催
◆チーム防災促進（日本経済大学）/防災イベント開催
◆17→18（筑陽学園高校）/太宰府おさんぽ小冊子作製

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
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狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

連
れ
て
行
っ
て
ね

問
い
合
わ
せ
　

環
境
課
　環
境
保
全
係
（
☎
内
線
3
0
7
・
3
0
8
）

問
い
合
わ
せ
　

環
境
課
　環
境
保
全
係
（
☎
内
線
3
0
7
・
3
0
8
）

　
狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
致
死
率
1
0
0
％

の
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
犬
だ
け
で
な
く

人
間
な
ど
全
て
の
哺
乳
類
に
感
染
し
、
現
在

も
世
界
中
で
毎
年
５
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
人
間
へ
の
感
染
経
路
が
最
も
高

い
犬
の
感
染
防
止
が
必
要
で
す
。
生
後
91
日

以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）
と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
（
年

１
回
）
を
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
違
反
す
る
と
20
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

と
は

　
毎
年
４
月
頃
に
、
市
が
実
施
す
る
集
団
注

射
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
各
地
を
巡
回
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
会
場

で
も
接
種
で
き
ま
す
。
集
団
注
射
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
こ
で

　受
け
ら
れ
る
？

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
と
、
接
種
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
デ

ザ
イ
ン
は
黄
色
で
す
（
左
写
真
）
。
す
で
に

動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
た
け
れ
ど
、
も

ら
っ
て
い
な
い
人
は
環

境
課
で
交
付
で
き
ま

す
。
動
物
病
院
な
ど
で

も
ら
っ
た
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
と
手
数
料

5
5
0
円
を
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

安
心
の
し
る
し

・会場には犬をしっかりおさえられる人が連れて来てください。
・接種前の問診で接種を保留にする場合があります。
・ふんなどの後始末は飼い主が責任をもってしてください。

※おつりのないようにお願いします。

新規登録・狂犬病予防注射：１頭 6,150円
狂犬病予防注射のみ：１頭 3,150円

集団注射で注意すること

集団注射　市内巡回予定
9：30～  9：45
10：00～ 10：10
10：25～ 10：40
13：30～ 13：40
13：55～ 14：10
14：25～ 14：40

9：30～  9：55
10：10～ 10：30
10：45～ 10：55
13：30～ 13：45
14：00～ 14：15

14：35～ 15：05

9：30～  9：50
10：05～ 10：15
10：30～ 10：40
13：30～ 13：50
14：05～ 14：20
14：40～ 15：00

9：30～  9：40
9：55～ 10：05
10：20～ 10：35
10：50～ 11：10
13：30～ 13：40
13：55～ 14：10
14：25～ 14：40

9：30～ 10：00
10：15～ 10：30
10：45～ 11：00
11：15～ 11：25

13：30～ 14：00

14：30～ 14：50

高雄台公民館
梅香苑公民館
星ヶ丘公民館
馬場公民館
松川公民館
北谷公民館

東ヶ丘公民館
緑台公民館
梅ヶ丘公民館
榎社
都府楼共同利用施設
とびうめアリーナ（総合体育館）駐車場　　

国分共同利用施設
坂本公民館
東観世公民館
青葉台共同利用施設
長浦台共同利用施設
吉松共同利用施設

三条公民館
内山公民館
三条台公民館
市役所東側入口前
水城共同利用施設
水城ヶ丘公民館
水城台公民館

大佐野公民館
つつじヶ丘公民館
ひまわり台公民館 
大佐野台共同利用施設
とびうめアリーナ（総合体育館）駐車場　　

市役所東側入口前

４/17
㈭

４/18
㈮

４/21
㈪

４/22
㈫

４/23
㈬

雨天開催
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狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

連
れ
て
行
っ
て
ね

問
い
合
わ
せ
　

環
境
課
　環
境
保
全
係
（
☎
内
線
3
0
7
・
3
0
8
）

問
い
合
わ
せ
　

環
境
課
　環
境
保
全
係
（
☎
内
線
3
0
7
・
3
0
8
）

　
狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
致
死
率
1
0
0
％

の
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
犬
だ
け
で
な
く

人
間
な
ど
全
て
の
哺
乳
類
に
感
染
し
、
現
在

も
世
界
中
で
毎
年
５
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
人
間
へ
の
感
染
経
路
が
最
も
高

い
犬
の
感
染
防
止
が
必
要
で
す
。
生
後
91
日

以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）
と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
（
年

１
回
）
を
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
違
反
す
る
と
20
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

と
は

　
毎
年
４
月
頃
に
、
市
が
実
施
す
る
集
団
注

射
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
各
地
を
巡
回
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
会
場

で
も
接
種
で
き
ま
す
。
集
団
注
射
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
こ
で

　受
け
ら
れ
る
？

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
と
、
接
種
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
デ

ザ
イ
ン
は
黄
色
で
す
（
左
写
真
）
。
す
で
に

動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
た
け
れ
ど
、
も

ら
っ
て
い
な
い
人
は
環

境
課
で
交
付
で
き
ま

す
。
動
物
病
院
な
ど
で

も
ら
っ
た
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
と
手
数
料

5
5
0
円
を
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

安
心
の
し
る
し

・会場には犬をしっかりおさえられる人が連れて来てください。
・接種前の問診で接種を保留にする場合があります。
・ふんなどの後始末は飼い主が責任をもってしてください。

※おつりのないようにお願いします。

新規登録・狂犬病予防注射：１頭 6,150円
狂犬病予防注射のみ：１頭 3,150円

集団注射で注意すること

集団注射　市内巡回予定
9：30～  9：45
10：00～ 10：10
10：25～ 10：40
13：30～ 13：40
13：55～ 14：10
14：25～ 14：40

9：30～  9：55
10：10～ 10：30
10：45～ 10：55
13：30～ 13：45
14：00～ 14：15

14：35～ 15：05

9：30～  9：50
10：05～ 10：15
10：30～ 10：40
13：30～ 13：50
14：05～ 14：20
14：40～ 15：00

9：30～  9：40
9：55～ 10：05
10：20～ 10：35
10：50～ 11：10
13：30～ 13：40
13：55～ 14：10
14：25～ 14：40

9：30～ 10：00
10：15～ 10：30
10：45～ 11：00
11：15～ 11：25

13：30～ 14：00

14：30～ 14：50

高雄台公民館
梅香苑公民館
星ヶ丘公民館
馬場公民館
松川公民館
北谷公民館

東ヶ丘公民館
緑台公民館
梅ヶ丘公民館
榎社
都府楼共同利用施設
とびうめアリーナ（総合体育館）駐車場　　

国分共同利用施設
坂本公民館
東観世公民館
青葉台共同利用施設
長浦台共同利用施設
吉松共同利用施設

三条公民館
内山公民館
三条台公民館
市役所東側入口前
水城共同利用施設
水城ヶ丘公民館
水城台公民館

大佐野公民館
つつじヶ丘公民館
ひまわり台公民館 
大佐野台共同利用施設
とびうめアリーナ（総合体育館）駐車場　　

市役所東側入口前

４/17
㈭

４/18
㈮

４/21
㈪

４/22
㈫

４/23
㈬

雨天開催
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市からのお知らせ市からのお知らせ DAZAIFU City Information DAZAIFU City Information

　在宅で心身に重度の障がいがある人の日常生活が
便利になるように福祉タクシー利用券を交付します。
□✓ 対象者　条件に該当する在宅の障がい者
※条件はホームページに掲載しています。
□✓ 交付内容　1人当たり72枚まで
・1枚500円　・1回の乗車で2枚まで利用可
・おつりはでません
□✓ 持ってくるもの
　身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保
健福祉手帳
□✓ 申請方法　福祉課窓口へ

福祉タクシー利用券を交付

福祉課　障がい福祉係（☎内線365）

　健康寿命を延ばすため、健康づくりのイベント
などに参加した人に元気づくりポイントを付与し
ています。貯まったポイントは、商品券や副賞のお
米引換券に交換します。

□✓ 対象者　40歳以上の市民
□✓ 対象期間
　本年4月1日㈫～令和8年3月31日㈫
□✓ ポイントカード配布場所
　市役所・保健センター・その他公共施設・各公
民館

令和7年度元気づくりポイント開始

3040ページID

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000 33081ページID

　在学中は学生納付特例制度を利用できます。保険
料の納付を猶予し、10年以内に後から納付できます。

□✓ 対象者　次のいずれにも該当する人
　・20歳以上の大学生・専門学生
　・前年所得が基準額より少ない　
□✓ 持ってくるもの
　・学生証または在学証明書（原本）
　・基礎年金番号が分かるもの
□✓ 申請方法
　国保年金課／南福岡年金事務所の窓
口・郵送、マイナポータルから電子申請

学生の国民年金の納付猶予制度

国保年金課　国保年金係（☎内線306）

　本年度75歳になる人は、後期高齢者医療保険
に自動的に加入します。
　誕生日の前月に保険の資格確認書などを送付し
ます。また、4月～ 6月に75歳になる人には7月、
それ以降の人には誕生月の翌月に保険料・納期限
を通知します。

※本人が社会保険を脱退すると、被扶養者も資格
を喪失します。その場合、75歳未満は国民健康
保険などへの加入手続きが必要です。

75歳で後期高齢者医療保険に
加入します

1835ページID

　がんに罹患した人の社会参加を進め、生活の質
を向上するために、療養中のグッズ購入費用の一
部を助成します。
□✓ 対象者　次の①～④すべてに該当する人
①申請時に太宰府市に住所がある。
②がんと診断され、その治療受けたまたは受けている。
③世帯の市民税のうち所得割課税年額が23万
5千円未満。
④福岡県内の他自治体から同様の助成を受け
たことがない。

□✓ 助成額
　【医療用ウイッグなど】　購入費の1/2・上限4万円
　【補正具など】　購入費の1/2・上限2万円
□✓ 申請方法
　保健センター窓口へ必要書類を提出してください。

アピアランスケアの助成

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000

　本市指定の施術所ではり・きゅう受療証を提示
すると助成が受けられます。申請が必要です。

□✓ 対象者
　本市の国民健康保険、または後期高齢者医療
保険に加入している人
□✓ 申請方法
　本人確認書類を持って国保年金課窓口へ

はり・きゅうの助成

23554ページID

手続き

医療

医療医療

国保年金課（☎内線315・320） 20202､2652ページID

770円助成金額 650円
1術（はり／きゅう） 2術（はり・きゅう）

※疾病1つ、1日1回、かつ月10回が限度です。

健康

国保年金課　公費医療係（☎内線305・315） 2651ページID

福祉

　毎年1月1日現在の資産状況で、固定資産税と
都市計画税が課税されます。納税通知書を4月上
旬に市から発送します。再発行はできません。

【縦覧・閲覧できます】
縦覧　所有する土地・家屋の評価額が適正かを
他と比較して確認できます。

□✓ 日時
　4月1日㈫～30日㈬（土日・祝日は除く） 午前9
時～午後5時　
□✓ 対象者
　市内に土地・家屋を所有する納税者本人、代理人
□✓ 手数料　無料
□✓ 持ってくるもの　本人確認書類など

固定資産税・都市計画税のお知らせ
税務課　固定資産税係（☎内線332・333・337） 1800･3350･19441ページID

閲覧　課税内容を把握するため、資産の内容を閲
覧できます。

□✓ 日時　通年（土日・祝日は除く）午前8時30分～午後5時
□✓ 対象者
　市内に土地・家屋・償却資産を所有する納税義務
者本人、代理人、借地人・借家人
□✓ 手数料　縦覧の期間中は無料
□✓ 持ってくるもの
　本人確認書類、借地人・借家人は賃貸借契約書
□✓ 注意事項
　・代理人の場合は委任状が必要です。
　・戸籍謄本などが必要な場合があります。
　・法人所有の場合、法務局届出の法人代表者印の
押印が必要です。

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の額は物価変動に応じ改定され、令和7年4月分から2.7％引き上げら
れます。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の支給月額が改定されます
保育児童課　児童福祉係（☎内線318）　 27183ページID

　介護保険料は前年の公的年
金収入額やその他の合計所得
額を基準に算定されます。
　第1・2・4・5段階は、老齢基
礎年金の満額支給相当額とし
て、80万円を基準に設定してい
ました。老齢基礎年金の満額が
80万9千円となったため、本年
4月から介護保険料の基準も同
額に見直されました。
　令和7年8月から高額介護
（予防）サービス費、補足給付の
基準も同様に見直されます。

介護保険料の基準が見直されました
介護保険課　介護保険係（☎内線371）　 13308ページID 福祉

区　　　分

非課税
世帯

生活保護受給者/老齢福祉年金受給者
80.9万円以下（※）第1段階

太字（※）の箇所が変更点です。そのほかは前年と同じです。

第2段階
第3段階
第4段階
第5段階
第6段階
第7段階
第8段階
第9段階
第10段階
第11段階
第12段階
第13段階

課税世帯

80.9万円超（※）120万円以下
120万円超
80.9万円以下（※）
80.9万円超（※）
120万円未満
200万円未満
300万円未満
500万円未満
700万円未満
900万円未満
1,200万円未満
1,200万円以上

対　　　象　　　者 年間保険料（月額）

 18,840円  （1,570円）

 27,840円  （2,320円）
 43,800円  （3,650円）
 59,760円  （4,980円）
 66,480円  （5,540円）
 79,680円  （6,640円）
 86,400円 （7,200円）
 99,720円  （8,310円）
 112,920円 （9,410円）
 126,240円  （10,520円）
 139,560円  （11,630円）
 152,880円  （12,740円）
 166,200円  （13,850円）

本
人
が
住
民
税
課
税

本
人
が
住
民
税
非
課
税

本人の公的年金等
収入額と合計所得
金額(公的年金など
にかかる所得を除
く)の合計が

本人の合計所得金
額が

子育て

児童の人数

1人目
 1級 56,800円
 2級 37,830円

2人目以降

区分

全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

46,690円
11,010円～46,680円

11,030円加算
5,520円～11,020円加算

改定後の支給額（月額）
児童扶養手当 特別児童扶養手当

※所得により決定します。所得が制限額以上の場合は一部支給停止または
　支給されません。

行政
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市からのお知らせ市からのお知らせ DAZAIFU City Information DAZAIFU City Information

　在宅で心身に重度の障がいがある人の日常生活が
便利になるように福祉タクシー利用券を交付します。
□✓ 対象者　条件に該当する在宅の障がい者
※条件はホームページに掲載しています。
□✓ 交付内容　1人当たり72枚まで
・1枚500円　・1回の乗車で2枚まで利用可
・おつりはでません
□✓ 持ってくるもの
　身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保
健福祉手帳
□✓ 申請方法　福祉課窓口へ

福祉タクシー利用券を交付

福祉課　障がい福祉係（☎内線365）

　健康寿命を延ばすため、健康づくりのイベント
などに参加した人に元気づくりポイントを付与し
ています。貯まったポイントは、商品券や副賞のお
米引換券に交換します。

□✓ 対象者　40歳以上の市民
□✓ 対象期間
　本年4月1日㈫～令和8年3月31日㈫
□✓ ポイントカード配布場所
　市役所・保健センター・その他公共施設・各公
民館

令和7年度元気づくりポイント開始

3040ページID

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000 33081ページID

　在学中は学生納付特例制度を利用できます。保険
料の納付を猶予し、10年以内に後から納付できます。

□✓ 対象者　次のいずれにも該当する人
　・20歳以上の大学生・専門学生
　・前年所得が基準額より少ない　
□✓ 持ってくるもの
　・学生証または在学証明書（原本）
　・基礎年金番号が分かるもの
□✓ 申請方法
　国保年金課／南福岡年金事務所の窓
口・郵送、マイナポータルから電子申請

学生の国民年金の納付猶予制度

国保年金課　国保年金係（☎内線306）

　本年度75歳になる人は、後期高齢者医療保険
に自動的に加入します。
　誕生日の前月に保険の資格確認書などを送付し
ます。また、4月～ 6月に75歳になる人には7月、
それ以降の人には誕生月の翌月に保険料・納期限
を通知します。

※本人が社会保険を脱退すると、被扶養者も資格
を喪失します。その場合、75歳未満は国民健康
保険などへの加入手続きが必要です。

75歳で後期高齢者医療保険に
加入します

1835ページID

　がんに罹患した人の社会参加を進め、生活の質
を向上するために、療養中のグッズ購入費用の一
部を助成します。
□✓ 対象者　次の①～④すべてに該当する人
①申請時に太宰府市に住所がある。
②がんと診断され、その治療受けたまたは受けている。
③世帯の市民税のうち所得割課税年額が23万
5千円未満。
④福岡県内の他自治体から同様の助成を受け
たことがない。

□✓ 助成額
　【医療用ウイッグなど】　購入費の1/2・上限4万円
　【補正具など】　購入費の1/2・上限2万円
□✓ 申請方法
　保健センター窓口へ必要書類を提出してください。

アピアランスケアの助成

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000

　本市指定の施術所ではり・きゅう受療証を提示
すると助成が受けられます。申請が必要です。

□✓ 対象者
　本市の国民健康保険、または後期高齢者医療
保険に加入している人
□✓ 申請方法
　本人確認書類を持って国保年金課窓口へ

はり・きゅうの助成

23554ページID

手続き

医療

医療医療

国保年金課（☎内線315・320） 20202､2652ページID

770円助成金額 650円
1術（はり／きゅう） 2術（はり・きゅう）

※疾病1つ、1日1回、かつ月10回が限度です。

健康

国保年金課　公費医療係（☎内線305・315） 2651ページID

福祉

　毎年1月1日現在の資産状況で、固定資産税と
都市計画税が課税されます。納税通知書を4月上
旬に市から発送します。再発行はできません。

【縦覧・閲覧できます】
縦覧　所有する土地・家屋の評価額が適正かを
他と比較して確認できます。

□✓ 日時
　4月1日㈫～30日㈬（土日・祝日は除く） 午前9
時～午後5時　
□✓ 対象者
　市内に土地・家屋を所有する納税者本人、代理人
□✓ 手数料　無料
□✓ 持ってくるもの　本人確認書類など

固定資産税・都市計画税のお知らせ
税務課　固定資産税係（☎内線332・333・337） 1800･3350･19441ページID

閲覧　課税内容を把握するため、資産の内容を閲
覧できます。

□✓ 日時　通年（土日・祝日は除く）午前8時30分～午後5時
□✓ 対象者
　市内に土地・家屋・償却資産を所有する納税義務
者本人、代理人、借地人・借家人
□✓ 手数料　縦覧の期間中は無料
□✓ 持ってくるもの
　本人確認書類、借地人・借家人は賃貸借契約書
□✓ 注意事項
　・代理人の場合は委任状が必要です。
　・戸籍謄本などが必要な場合があります。
　・法人所有の場合、法務局届出の法人代表者印の
押印が必要です。

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の額は物価変動に応じ改定され、令和7年4月分から2.7％引き上げら
れます。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の支給月額が改定されます
保育児童課　児童福祉係（☎内線318）　 27183ページID

　介護保険料は前年の公的年
金収入額やその他の合計所得
額を基準に算定されます。
　第1・2・4・5段階は、老齢基
礎年金の満額支給相当額とし
て、80万円を基準に設定してい
ました。老齢基礎年金の満額が
80万9千円となったため、本年
4月から介護保険料の基準も同
額に見直されました。
　令和7年8月から高額介護
（予防）サービス費、補足給付の
基準も同様に見直されます。

介護保険料の基準が見直されました
介護保険課　介護保険係（☎内線371）　 13308ページID 福祉

区　　　分

非課税
世帯

生活保護受給者/老齢福祉年金受給者
80.9万円以下（※）第1段階

太字（※）の箇所が変更点です。そのほかは前年と同じです。

第2段階
第3段階
第4段階
第5段階
第6段階
第7段階
第8段階
第9段階
第10段階
第11段階
第12段階
第13段階

課税世帯

80.9万円超（※）120万円以下
120万円超
80.9万円以下（※）
80.9万円超（※）
120万円未満
200万円未満
300万円未満
500万円未満
700万円未満
900万円未満
1,200万円未満
1,200万円以上

対　　　象　　　者 年間保険料（月額）

 18,840円  （1,570円）

 27,840円  （2,320円）
 43,800円  （3,650円）
 59,760円  （4,980円）
 66,480円  （5,540円）
 79,680円  （6,640円）
 86,400円 （7,200円）
 99,720円  （8,310円）
 112,920円 （9,410円）
 126,240円  （10,520円）
 139,560円  （11,630円）
 152,880円  （12,740円）
 166,200円  （13,850円）

本
人
が
住
民
税
課
税

本
人
が
住
民
税
非
課
税

本人の公的年金等
収入額と合計所得
金額(公的年金など
にかかる所得を除
く)の合計が

本人の合計所得金
額が

子育て

児童の人数

1人目
 1級 56,800円
 2級 37,830円

2人目以降

区分

全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

46,690円
11,010円～46,680円

11,030円加算
5,520円～11,020円加算

改定後の支給額（月額）
児童扶養手当 特別児童扶養手当

※所得により決定します。所得が制限額以上の場合は一部支給停止または
　支給されません。

行政
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市からのお知らせ市からのお知らせ DAZAIFU City Information DAZAIFU City Information

□✓ 参加資格
　各地域での戦没者の遺族。配偶者（再婚した人
を除く）、父母、子、兄弟姉妹、参加遺族（子・兄弟
姉妹）の配偶者、戦没者の孫、甥・姪。
□✓ 巡拝予定地　ホームページに掲載
□✓ 費用の目安
　約25万～47万円、硫黄島は約2万円

厚生労働省慰霊巡拝の参加募集
福祉課　福祉政策係（☎内線376）　
福岡県福祉労働部保護・援護課　☎（643）3301

　4月2日・世界自閉症啓発デーから1週間は発達
障害啓発週間です。

□✓ 発達障がいとは
　自閉症、アスペルガー症候群、学習障がい、注意
欠陥・多動性障がいなどは表面的に分かりにくく
行動や態度を誤解されることがあります。周囲が
理解し、特性に合った生活をすることで、力を活
かすことができます。
□✓ 相談できます
　福岡県発達障がい者（児）支援センター Life
　住所：春日市原町3-1-7
　☎（558）1741　 （558）1742

発達障がいについて考えよう
行政

19422ページID 福祉課　障がい福祉係（☎内線365） 19063ページID

□✓ 日時　全2回 ①5月22日㈭ 午前10時～正午
 ②5月29日㈭ 午前10時～午後1時
□✓ 場所　いきいき情報センター
□✓ 対象者　40～75歳の市民
□✓ 料金　調理実習費500円（②のみ）
□✓ 内容 ①保健師の講話（糖尿病予防の基礎）
 ②管理栄養士の講話、調理実習
※①②両日参加すると、限定お土産あり！
□✓ 定員　15人（応募多数の場合は抽選）
□✓ 持ってくるもの
①健診結果表
②エプロン、ふきん2枚（食器用、台ふき用）、三角巾
□✓ 申込方法
　電話・ファクス・メール・窓口・申込フォーム
□✓ 申込期限　5月8日㈭

ヘルスアップ教室で糖尿病予防

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000

　5月4日㈰～6日㈫はごみ収集を休みますので、
ごみの持ち出しはできません。この期間に、もえ
ないごみなどの持出日となっている地区は翌週に
振り替えます。

※粗大ごみとせん定枝収集の電話予約もできま
せん。

ごみ収集を休みます

29518ページID環境課　ごみ減量推進係（☎内線362） 40356ページID

　各家庭で使いきれない未使用の食品をまとめて
フードバンク団体に寄贈します。未開封、賞味期限
が1カ月以上あるものを受け付けます。※冷蔵・冷
凍は不可

□✓ 日時　4月14日㈪～18日㈮の開庁時間
□✓ 場所　太宰府市役所1階　総合案内周辺
□✓ 食品ロスを削減しましょう
　買った食品を「使い切り」、食べ残さない「食べ
きり」を心がけましょう。生ごみは水分を切るだけ
で、ごみ減量につながります。

みんなで持ち寄ろう！
フードドライブ開催
環境課　ごみ減量推進係（☎内線362）

　水道メーターを検針・点検する委託業者が変更
になります。検針員は、制服と本市が交付する「検
針員証」を着用しています。
□✓ 委託業者　九州総合サービス株式会社
□✓ 委託期間　本年4月1日㈫～令和12年3月31日㈰

　5～7月にメーターを交換します。該当世帯には、
事前に交換の委託業者から案内を配布します。
□✓ 協力をお願いします
　メーターの検針・交換では自宅の敷地内に立ち
入ることがあります。

水道検針の委託業者が変わります

16506ページID 上下水道課　料金係☎（408）4024 1289､39444ページID

ごみ 健康

水道環境

福祉

FAX

□✓ 対象者　次の①②いずれかに該当する人
①65歳以上
②60歳以上65歳未満で、ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能の障害で日常生活がほと
んどできない。
※これまでどおり、満50歳以上64歳未満の人
には助成があります。

□✓ 料金
　自己負担額：生ワクチン4,900円、不活化ワクチ
ン1万円（2回）
□✓ 申請方法
　事前に保健センターで手続きしてください。
□✓ 接種方法　事前に医療機関へ予約をしてください。

帯状疱疹予防の定期接種

　肺炎球菌90種類以上の型のうち、23種類に効
果があります。これは成人の肺炎球菌による重い
感染症の原因の約4、5割を占めるといわれ、接種
で発症を4割ほど防ぎます。
□✓ 対象者　次の①②いずれかに該当する人
①65歳以上で、23価高齢者肺炎球菌予防接種
を受けたことがない。
②60歳以上64歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・
免疫機能に重い障害がある。

□✓ 料金　自己負担額3千円
※非課税世帯・生活保護受給世帯は、免除され
ます。

□✓ 申請方法
　事前に保健センターで手続きしてください。

高齢者肺炎球菌の予防接種

　子宮頸がん・肛門がんなどの予防のために、ワク
チン接種をしましょう。母子健康手帳で接種履歴
を確認してください。
【定期接種】
□✓ 対象者　小学6年生～高校1年生の女子　
□✓ 接種回数　3回
【キャッチアップ接種】
□✓ 対象者　次の①②いずれにも該当する人
①令和4年4月1日～令和7年3月31日に本ワク
チンを1回以上接種している。
②平成9年4月2日～平成21年4月1日生まれの
女性

□✓ 接種回数　不足回数分
□✓ 料金　無料
□✓ 接種期限　令和8年3月31日

子宮頸がん（HPV）予防接種

□✓ 対象者　次の①②いずれかに該当する人
①妊娠希望者（妊婦は除く）で風しん抗体価が
低い人
②妊婦などの配偶者（パートナー）・同居者で本
人と妊婦などの風しん抗体価が低い人

□✓ 助成金額
　1万円または実費のいずれか低い金額
□✓ 助成方法
　接種した年度内に子育て支援課へ申請してくだ
さい。
※福岡県の指定医療機関では抗体検査を無料
で受けられます。

風しん予防接種費用の助成

子育て支援課　母子保健係☎（555）6781 22822､15765ページID

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000 20919ページID元気づくり課　健康推進係☎（928）2000 24188ページID

子育て支援課　母子保健係☎（555）6781 16170ページID

医療 医療

医療医療

　介護予防につながる3つの教室を開催します。
体操をする「すこやか運動教室」、音楽に合わせて
歌や軽体操をする「健幸リズム教室」、男性が対象
の「男性のためのすこやか運動教室」です。

□✓ 日時　本年5月～令和8年3月
　それぞれの教室で、回数・曜日・時間が違います。
□✓ 場所
いきいき情報センター・とびうめアリーナなど
□✓ 対象者
　65歳以上の市民（要介護・要支援者のうち通所
サービス利用者は除く）

介護予防教室を開催します
高齢者支援課　高齢者支援係☎（929）3210 40369､40372､40359ページID

□✓ 料金　無料
□✓ 申込方法
　往復はがきによる郵送・必要事項を記入した普通
はがきを持って高齢者支援課窓口（いきいき情報セ
ンター1階）へ。
□✓ 申込期限　4月11日㈮

　詳しくは、公共施設に置いているチラシやホーム
ページに掲載しています。教室の内容を確認して申
し込んでください。

健康
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□✓ 参加資格
　各地域での戦没者の遺族。配偶者（再婚した人
を除く）、父母、子、兄弟姉妹、参加遺族（子・兄弟
姉妹）の配偶者、戦没者の孫、甥・姪。
□✓ 巡拝予定地　ホームページに掲載
□✓ 費用の目安
　約25万～47万円、硫黄島は約2万円

厚生労働省慰霊巡拝の参加募集
福祉課　福祉政策係（☎内線376）　
福岡県福祉労働部保護・援護課　☎（643）3301

　4月2日・世界自閉症啓発デーから1週間は発達
障害啓発週間です。

□✓ 発達障がいとは
　自閉症、アスペルガー症候群、学習障がい、注意
欠陥・多動性障がいなどは表面的に分かりにくく
行動や態度を誤解されることがあります。周囲が
理解し、特性に合った生活をすることで、力を活
かすことができます。
□✓ 相談できます
　福岡県発達障がい者（児）支援センター Life
　住所：春日市原町3-1-7
　☎（558）1741　 （558）1742

発達障がいについて考えよう
行政

19422ページID 福祉課　障がい福祉係（☎内線365） 19063ページID

□✓ 日時　全2回 ①5月22日㈭ 午前10時～正午
 ②5月29日㈭ 午前10時～午後1時
□✓ 場所　いきいき情報センター
□✓ 対象者　40～75歳の市民
□✓ 料金　調理実習費500円（②のみ）
□✓ 内容 ①保健師の講話（糖尿病予防の基礎）
 ②管理栄養士の講話、調理実習
※①②両日参加すると、限定お土産あり！
□✓ 定員　15人（応募多数の場合は抽選）
□✓ 持ってくるもの
①健診結果表
②エプロン、ふきん2枚（食器用、台ふき用）、三角巾
□✓ 申込方法
　電話・ファクス・メール・窓口・申込フォーム
□✓ 申込期限　5月8日㈭

ヘルスアップ教室で糖尿病予防

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000

　5月4日㈰～6日㈫はごみ収集を休みますので、
ごみの持ち出しはできません。この期間に、もえ
ないごみなどの持出日となっている地区は翌週に
振り替えます。

※粗大ごみとせん定枝収集の電話予約もできま
せん。

ごみ収集を休みます

29518ページID環境課　ごみ減量推進係（☎内線362） 40356ページID

　各家庭で使いきれない未使用の食品をまとめて
フードバンク団体に寄贈します。未開封、賞味期限
が1カ月以上あるものを受け付けます。※冷蔵・冷
凍は不可

□✓ 日時　4月14日㈪～18日㈮の開庁時間
□✓ 場所　太宰府市役所1階　総合案内周辺
□✓ 食品ロスを削減しましょう
　買った食品を「使い切り」、食べ残さない「食べ
きり」を心がけましょう。生ごみは水分を切るだけ
で、ごみ減量につながります。

みんなで持ち寄ろう！
フードドライブ開催
環境課　ごみ減量推進係（☎内線362）

　水道メーターを検針・点検する委託業者が変更
になります。検針員は、制服と本市が交付する「検
針員証」を着用しています。
□✓ 委託業者　九州総合サービス株式会社
□✓ 委託期間　本年4月1日㈫～令和12年3月31日㈰

　5～7月にメーターを交換します。該当世帯には、
事前に交換の委託業者から案内を配布します。
□✓ 協力をお願いします
　メーターの検針・交換では自宅の敷地内に立ち
入ることがあります。

水道検針の委託業者が変わります

16506ページID 上下水道課　料金係☎（408）4024 1289､39444ページID

ごみ 健康

水道環境

福祉

FAX

□✓ 対象者　次の①②いずれかに該当する人
①65歳以上
②60歳以上65歳未満で、ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能の障害で日常生活がほと
んどできない。
※これまでどおり、満50歳以上64歳未満の人
には助成があります。

□✓ 料金
　自己負担額：生ワクチン4,900円、不活化ワクチ
ン1万円（2回）
□✓ 申請方法
　事前に保健センターで手続きしてください。
□✓ 接種方法　事前に医療機関へ予約をしてください。

帯状疱疹予防の定期接種

　肺炎球菌90種類以上の型のうち、23種類に効
果があります。これは成人の肺炎球菌による重い
感染症の原因の約4、5割を占めるといわれ、接種
で発症を4割ほど防ぎます。
□✓ 対象者　次の①②いずれかに該当する人
①65歳以上で、23価高齢者肺炎球菌予防接種
を受けたことがない。
②60歳以上64歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・
免疫機能に重い障害がある。

□✓ 料金　自己負担額3千円
※非課税世帯・生活保護受給世帯は、免除され
ます。

□✓ 申請方法
　事前に保健センターで手続きしてください。

高齢者肺炎球菌の予防接種

　子宮頸がん・肛門がんなどの予防のために、ワク
チン接種をしましょう。母子健康手帳で接種履歴
を確認してください。
【定期接種】
□✓ 対象者　小学6年生～高校1年生の女子　
□✓ 接種回数　3回
【キャッチアップ接種】
□✓ 対象者　次の①②いずれにも該当する人
①令和4年4月1日～令和7年3月31日に本ワク
チンを1回以上接種している。
②平成9年4月2日～平成21年4月1日生まれの
女性

□✓ 接種回数　不足回数分
□✓ 料金　無料
□✓ 接種期限　令和8年3月31日

子宮頸がん（HPV）予防接種

□✓ 対象者　次の①②いずれかに該当する人
①妊娠希望者（妊婦は除く）で風しん抗体価が
低い人
②妊婦などの配偶者（パートナー）・同居者で本
人と妊婦などの風しん抗体価が低い人

□✓ 助成金額
　1万円または実費のいずれか低い金額
□✓ 助成方法
　接種した年度内に子育て支援課へ申請してくだ
さい。
※福岡県の指定医療機関では抗体検査を無料
で受けられます。

風しん予防接種費用の助成

子育て支援課　母子保健係☎（555）6781 22822､15765ページID

元気づくり課　健康推進係☎（928）2000 20919ページID元気づくり課　健康推進係☎（928）2000 24188ページID

子育て支援課　母子保健係☎（555）6781 16170ページID

医療 医療

医療医療

　介護予防につながる3つの教室を開催します。
体操をする「すこやか運動教室」、音楽に合わせて
歌や軽体操をする「健幸リズム教室」、男性が対象
の「男性のためのすこやか運動教室」です。

□✓ 日時　本年5月～令和8年3月
　それぞれの教室で、回数・曜日・時間が違います。
□✓ 場所
いきいき情報センター・とびうめアリーナなど
□✓ 対象者
　65歳以上の市民（要介護・要支援者のうち通所
サービス利用者は除く）

介護予防教室を開催します
高齢者支援課　高齢者支援係☎（929）3210 40369､40372､40359ページID

□✓ 料金　無料
□✓ 申込方法
　往復はがきによる郵送・必要事項を記入した普通
はがきを持って高齢者支援課窓口（いきいき情報セ
ンター1階）へ。
□✓ 申込期限　4月11日㈮

　詳しくは、公共施設に置いているチラシやホーム
ページに掲載しています。教室の内容を確認して申
し込んでください。

健康
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　令和7年度職員採用試験を実施します。広く人材を募るため、　「一般事務Ａ（大卒程度）【SPI】」「一般事務
Ｂ（大卒程度）【集団】」の試験区分は、受験資格を満たす人であれば併願できます。

令和8年4月1日採用の太宰府市職員を募集します
総務課　人事係（☎内線508） 39461、39463、39464ページID

□✓ 対象の計画・条例
　①太宰府市立地適正化計画（案）
　②太宰府市小規模・中小企業振興条例（案）
□✓ 募集期間
　①4月14日㈪～5月13日㈫
　②4月1日㈫～30日㈬
□✓ 募集場所
　市ホームページ、市役所含む公共施設
□✓ 意見の提出方法
　各担当課宛てにファクス・メール・郵送・窓口へ
直接・専用箱へ投函

パブリック・コメントを募集します

①都市計画課（☎内線436）　②産業振興課（☎内線486）

行政

①38876､②40495ページID

行政

試験区分

一般事務A（大卒程度）
【SPI】

4月1日㈫～
5月23日㈮

4月1日㈫～
5月23日㈮

採用予定

5人程度
【第1次試験】SPI3（性格検査・基礎能力検査）
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験
【第1次試験】教養試験・適性検査
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験
【第1次試験】教養試験・適性検査
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験
【第1次試験】専門試験・適正検査
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験
【第1次試験】専門試験・適正検査
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験
【第1次試験】専門試験・適正検査
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験

受験資格 試験種目（予定） 申込期間
前期日程

平成10年4月2日～
平成16年4月1日までに
生まれた人

一般事務B（大卒程度）
【集団】 5人程度

平成10年4月2日～
平成16年4月1日までに
生まれた人

一般事務C（障がい者）
【集団】 2人程度

・昭和54年4月2日～
 平成16年4月1日まで
 に生まれた人
・別途、受験資格あり

管理栄養士D【集団】 2人程度
・昭和61年4月2日～
 平成16年4月1日まで
 に生まれた人
・有資格要件あり

土木技師E【集団】 2人程度
昭和61年4月2日～
平成16年4月1日までに
生まれた人

建築技師F【集団】 2人程度
昭和61年4月2日～
平成16年4月1日までに
生まれた人

試験区分

一般事務G（キャリア）
【SPI】

6月2日㈪～
7月4日㈮

採用予定

5人程度
【第1次試験】SPI3（性格検査・基礎能力検査）
【第2次試験】面接試験
【第3次試験】面接試験

受験資格 試験種目（予定） 申込期間
後期日程

昭和54年4月2日～
平成10年4月1日までに
生まれた人

□✓ 応募要件　次の①～④にすべて該当する人
①20歳以上で、責任を持って調査事務を遂行
できる。
②守秘義務を必ず守れる。
③警察、選挙に直接関係がない。
④暴力団員その他の反社会的勢力に該当しない。
□✓ 任命期間　8月下旬～10月下旬（予定）
□✓ 報酬　1調査区 約5万円、2調査区 約9万円
　　　　  ※1調査区あたり、約40～80世帯
□✓ 申込締切　5月16日㈮
□✓ 申込方法
　市ホームページ・市役所1階総合案内で配布の
申請書を記入して経営企画課に本人が提出してく
ださい。

国勢調査の調査員を募集します
行政

経営企画課　企画政策係（☎内線548） 40406ページID
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協働 進めようを

さぁ

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.187

自治会活動に興味がある人・詳しく知りたい人は地域コミュニテイ課まで

掲示板

自治会への加入・協力をお願いします

自治会の存在が必要です

くら
しの
情報
提供

自治会
何をして

いるの？
って

つくりたい、「新しい公共」テーマの仕組み
　本年度は、「新しい公共をテーマとした仕組みづくり」を
すべての施策で共通して意識する「底流の１つ」に位置づ
けています。市、自治会、教育や子育て・まちづくり・防災
防犯・医療・福祉の団体など、多様な主体が参画して、対
話と協働を進め連携しながら社会課題の解決を図る仕組
みづくりに取り組んでいます。

地域の課題を一緒に解決しましょう。皆さんで、暮らしやすいまちをつくるため

「新しい公共」の考え方のもと、全世代の人が安心して暮らすことができるまち
を実現するには、行政だけではなく

夏まつり

人と人のつながりづくり

　合同清掃

防犯パトロール みんなで健康笑顔のつどい

健康推進

きれいなまちづくり

安心・安全のための活動
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　季節の良い時期に、戸外で体を動かして遊びましょう。

●日　時　４月30日㈬　午前10時～11時30分
●場　所　観世音寺公民館周辺
●対象者　０～６歳（就学前）の子どもと保護者
●料　金　無料　　

●定　員　30組
●持ってくるもの　お茶・タオルなど
●申込方法　電話・メール・窓口
●申込期限　４月25日㈮

2671ページID

●申し込み・問い合わせ　子育て支援課　子育て応援係　（☎内線877）　
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４月６日㈰～15日㈫に春の交通安全県民運動を実施！
19731ページID

問い合わせ　 防災安全課　防犯安全係　（☎内線549）　

　例年、入園・入学シーズンの４月以降、幼児・児童の歩行者が
犠牲になる交通事故は増加傾向にあります。
　１件でも多くの交通事故の抑止を図るため、歩行者も運転者
も、より一層の注意をお願いします。

地震による火災の事例
•損傷した配線などに通電し、発熱発火する。
•転倒したヒーターに燃えやすいものが接触した
　状態で通電し、着火する。

消防署からのお知らせ
問い合わせ　太宰府消防署☎（924）4119

予防方法
　感電ブレーカー（右図）を設置すると、地震
を感知した時、自動的にブレーカーを落として
電気が止まります。

地震による火災を防ぐ
感震ブレーカーの設置を !

参考：福岡県地震に関する防災アセスメント報告書

4段階でＳランクは最も危険、Ｚランクは3番目に危険

活断層とリスク評価
想定マグニチュード ランク 発生確率断層名

警固断層（南東部）
宇美断層

７．２程度
７．１程度

Ｓランク
Ｚランク

0.3～６％
ほぼ0％

地震が起きる前に、

備えておく５つのこと

家具の固定や
防災グッズの
準備

避難経路・場所の確認

家族との連絡手段の確保

地域の防災訓練への参加

継続的な防災・減災への
取り組み

太宰府市に
影響が大きい
断層

❷
❶

❶
❷

健康カレンダー（4月） 母子保健係　☎（555）6781

イベントカレンダー（4月）  【要予約】子育て応援係　☎（919）6001 ページID：2299

こどもお知らせ広場

イベント

３歳児健診 ①9日㈬②16日㈬

23日㈬

8日㈫【要予約】 13：00～15：00

25日㈮【要予約】

15日㈫１歳６カ月児健診
4カ月児健診

乳幼児健康相談

モグモグカミカミ離乳食教室

対象
①令和4年3/1～3/15生まれ
②令和4年3/16～3/31生まれ

日程

13：00～14：30

時間

令和5年9/1～9/20生まれ
令和6年12月生まれ

０歳～就学前

５～７カ月児

13日㈰【要予約】パパママクッキング
10：00～12：00

10：00～13：00妊婦・その家族※ひとりでの参加も可

27日㈰【要予約】パパママクラス 10：00～12：00妊娠６カ月以降の妊婦・その家族

イベント

はじめて広場 1日㈫、17日㈭、22日㈫

3日㈭、22日㈫

8日㈫

11日㈮

30日㈬

①7日㈪②9日㈬
③17日㈭④25日㈮
①2日㈬②11日㈮
③15日㈫

のびのび広場

わくわく広場

らんらん広場

ベビースキンシップ講座

戸外であそぼう会

対象
２～４カ月（第一子）の子どもと

保護者

内容 日程

13：30～15：00

10：00～11：30

10：00～11：00

10：00～11：30

①③10：00～11：30
②④13：30～15：00
①③10：00～11：30
②13：30～15：00

時間

体操、歌、手遊び、
絵本の読み聞かせ

など

0歳の子どもと保護者

１歳の子どもと保護者

２～６歳（就学前）の子どもと
保護者

０～６歳（就学前）の
多胎児と保護者

４～８カ月の子どもと
母親

着衣のままできる
タッチケア

戸外で体を動かして
遊ぶ

0～6歳（就学前）の子どもと
保護者

●受付日時　平日（土日・祝日・年末年始を除く）　午前9時～午後4時【要予約】
　　　　　　※妊娠中・産後の健康やサポート、妊娠中の栄養についてお話しします。
●持ってくるもの　•妊娠届出書　•上のお子さんの母子健康手帳
　　　　　　　　 •①または② ①マイナンバーカードまたはその写し
  ②個人番号の通知カードまたはその写しと運転免許証またはパスポートなど
　　　　　　　　 　※代理人は委任状などが必要です。
●【妊婦支援給付金（1回目）の申請に必要】
　妊婦本人の振込口座の通帳またはキャッシュカードの写し
　※妊婦本人との面談時に申請書を配布します。
●問い合わせ・交付場所　子育て支援課　母子保健係
　☎(555)6781　（五条3-7-1　うめっこテラス別館）　

母子健康手帳交付 －市民対象－

戸外であそぼう会

3632ページID

（ ）
※だざいふ子育て応援アプリ
　「うめっこクラブ」（母子モ）
　による事前申請・予約が
　便利です。
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　季節の良い時期に、戸外で体を動かして遊びましょう。

●日　時　４月30日㈬　午前10時～11時30分
●場　所　観世音寺公民館周辺
●対象者　０～６歳（就学前）の子どもと保護者
●料　金　無料　　

●定　員　30組
●持ってくるもの　お茶・タオルなど
●申込方法　電話・メール・窓口
●申込期限　４月25日㈮

2671ページID

●申し込み・問い合わせ　子育て支援課　子育て応援係　（☎内線877）　
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４月６日㈰～15日㈫に春の交通安全県民運動を実施！
19731ページID

問い合わせ　 防災安全課　防犯安全係　（☎内線549）　

　例年、入園・入学シーズンの４月以降、幼児・児童の歩行者が
犠牲になる交通事故は増加傾向にあります。
　１件でも多くの交通事故の抑止を図るため、歩行者も運転者
も、より一層の注意をお願いします。

地震による火災の事例
•損傷した配線などに通電し、発熱発火する。
•転倒したヒーターに燃えやすいものが接触した
　状態で通電し、着火する。

消防署からのお知らせ
問い合わせ　太宰府消防署☎（924）4119

予防方法
　感電ブレーカー（右図）を設置すると、地震
を感知した時、自動的にブレーカーを落として
電気が止まります。

地震による火災を防ぐ
感震ブレーカーの設置を !

参考：福岡県地震に関する防災アセスメント報告書

4段階でＳランクは最も危険、Ｚランクは3番目に危険

活断層とリスク評価
想定マグニチュード ランク 発生確率断層名

警固断層（南東部）
宇美断層

７．２程度
７．１程度

Ｓランク
Ｚランク

0.3～６％
ほぼ0％

地震が起きる前に、

備えておく５つのこと

家具の固定や
防災グッズの
準備

避難経路・場所の確認

家族との連絡手段の確保

地域の防災訓練への参加

継続的な防災・減災への
取り組み

太宰府市に
影響が大きい
断層

❷
❶

❶
❷

健康カレンダー（4月） 母子保健係　☎（555）6781

イベントカレンダー（4月）  【要予約】子育て応援係　☎（919）6001 ページID：2299

こどもお知らせ広場

イベント

３歳児健診 ①9日㈬②16日㈬

23日㈬

8日㈫【要予約】 13：00～15：00

25日㈮【要予約】

15日㈫１歳６カ月児健診
4カ月児健診

乳幼児健康相談

モグモグカミカミ離乳食教室

対象
①令和4年3/1～3/15生まれ
②令和4年3/16～3/31生まれ

日程

13：00～14：30

時間

令和5年9/1～9/20生まれ
令和6年12月生まれ

０歳～就学前

５～７カ月児

13日㈰【要予約】パパママクッキング
10：00～12：00

10：00～13：00妊婦・その家族※ひとりでの参加も可

27日㈰【要予約】パパママクラス 10：00～12：00妊娠６カ月以降の妊婦・その家族

イベント

はじめて広場 1日㈫、17日㈭、22日㈫

3日㈭、22日㈫

8日㈫

11日㈮

30日㈬

①7日㈪②9日㈬
③17日㈭④25日㈮
①2日㈬②11日㈮
③15日㈫

のびのび広場

わくわく広場

らんらん広場

ベビースキンシップ講座

戸外であそぼう会

対象
２～４カ月（第一子）の子どもと

保護者

内容 日程

13：30～15：00

10：00～11：30

10：00～11：00

10：00～11：30

①③10：00～11：30
②④13：30～15：00
①③10：00～11：30
②13：30～15：00

時間

体操、歌、手遊び、
絵本の読み聞かせ

など

0歳の子どもと保護者

１歳の子どもと保護者

２～６歳（就学前）の子どもと
保護者

０～６歳（就学前）の
多胎児と保護者

４～８カ月の子どもと
母親

着衣のままできる
タッチケア

戸外で体を動かして
遊ぶ

0～6歳（就学前）の子どもと
保護者

●受付日時　平日（土日・祝日・年末年始を除く）　午前9時～午後4時【要予約】
　　　　　　※妊娠中・産後の健康やサポート、妊娠中の栄養についてお話しします。
●持ってくるもの　•妊娠届出書　•上のお子さんの母子健康手帳
　　　　　　　　 •①または② ①マイナンバーカードまたはその写し
  ②個人番号の通知カードまたはその写しと運転免許証またはパスポートなど
　　　　　　　　 　※代理人は委任状などが必要です。
●【妊婦支援給付金（1回目）の申請に必要】
　妊婦本人の振込口座の通帳またはキャッシュカードの写し
　※妊婦本人との面談時に申請書を配布します。
●問い合わせ・交付場所　子育て支援課　母子保健係
　☎(555)6781　（五条3-7-1　うめっこテラス別館）　

母子健康手帳交付 －市民対象－

戸外であそぼう会

3632ページID

（ ）
※だざいふ子育て応援アプリ
　「うめっこクラブ」（母子モ）
　による事前申請・予約が
　便利です。
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bunka-g@city.dazaifu.lg.jp
問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ
FAX

こどもオペラ～ヘンゼルとグレーテル～

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
今
回
も
、
昨
年
の
11
月
号
に
続
き
、
古

代
山
城
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

従
来
、
古
代
山
城
の
分
類
に
は
朝
鮮
式
山

城
と
神
籠
石
系
山
城
と
が
あ
り
、
近
年
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
古
代
山
城
と
呼
ぶ
こ
と

が
一
般
化
し
て
き
た
こ
と
は
前
回
ふ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
朝
鮮
式
、
神
籠
石
系

の
分
類
が
必
ず
し
も
有
効
な
方
法
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
朝
鮮
式
・
神
籠
石
系
に
代
わ

る
分
類
の
仕
方
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
嶮
山
城
類
・
緩
山
城
類
と
い
う

分
け
方
で
す
。
こ
れ
は
選
地
（
ど
ん
な
場

所
を
山
城
の
立
地
と
し
て
選
ん
で
い
る

か
）
に
よ
る
分
類
と
い
え
ま
す
。
「
嶮
」

は
嶮
し
い
、
「
緩
」
は
緩
や
か
の
意
味
で

す
か
ら
、
単
純
に
は
嶮
山
城
類
は
高
い
所

に
築
か
れ
た
山
城
、
緩
山
城
類
は
低
い
場

所
に
築
か
れ
た
山
城
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
選
地
に
よ
る
分
類
を
念
頭
に
お
い
て
、

北
部
九
州
に
展
開
す
る
神
籠
石
系
山
城
と

さ
れ
て
い
る
も
の
を
踏
査
し
て
み
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
た

と
え
ば
史
跡
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
（
お
つ
ぼ

山
城
・
佐
賀
県
武
雄
市
）
、
史
跡
鹿
毛
馬

神
籠
石
（
鹿
毛
馬
城
・
飯
塚
市
）
な
ど
で

は
、
立
派
な
水
門
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
門
は
城
内
の
雨
水
な
ど
を
外
に
排

出
す
る
た
め
で
す
か
ら
、
山
城
の
な
か
で

も
最
も
低
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
先
の
二

つ
の
山
城
で
は
、
水
門
は
ほ
ぼ
周
囲
の
平

地
と
同
じ
高
さ
に
設
け
ら
れ
て
お
り
（
周

囲
と
の
比
高
差
０
ｍ
）
、
典
型
的
な
緩
山

城
と
い
え
ま
す
。
北
部
九
州
の
山
城
に
は

こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
の
で
す
が
、
一
方

で
史
跡
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
（
御
所
ヶ
谷

城
・
行
橋
市
）
は
嶮
山
城
類
に
入
り
、
城

内
で
は
規
模
の
大
き
な
中
門
跡
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
籠
石
系
山
城
と
い
え
ど

も
そ
の
あ
り
か
た
は
決
し
て
一
様
で
は
な

い
の
で
す
。

　
ま
た
古
代
山
城
を
守
固
城
型
、
前
線
基

地
型
に
分
類
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
先
の
嶮
山
城
・
緩
山
城
に
対
応
し

て
お
り
、
そ
の
築
城
目
的
が
異
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
考
え
方
の
一
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
山
城
に
つ
い
て
は
、

前
回
述
べ
た
、
い
つ
築
城
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
主
体
は
だ
れ
か
の
問
題
に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
築
城
目
的
に
も
注
目
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦
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令和７年度まほろば市民大学　受講生募集
　まほろば市民大学とは、老若男女問わず受講できる初心者向けの生涯学習講座です。本年度は4コース開講します。

　仲良し兄弟が森の中で出会ったのは、動物さんの音楽隊とおいしそうなお菓子の家。
そして、優しくてこわ～い魔女!? 物語をベースに本格的なクラシックから童謡、手遊び歌などの
親子参加型コンサートです。

27153ページID

受講期間　5月22日㈭～令和８年１月22日㈭　午後１時～３時（全15回／原則 第2・4木曜日）※午前中に教養講座を4～5回予定
受講コース　①運動コース（20人・理学療法士 谷川博俊さん）　②歌コース（20人・声楽家 平戸伊都子さん）　　　　　　　
　　　　　 ③デザイン書道コース（15人・書道家 橋口由佳さん）　④写真コース（20人・６Photo代表 志岐裕介さん）
料　　金　5,000円（コースにより別途教材費）
注意事項　各コース受講者から代表２人を選出し、役員を構成します。当番で受付や会場準備があります。
申込方法　①往復はがき　氏名（ふりがな）・住所・年齢・電話番号・コース第１・第２希望を記入して郵送　
　　　　　②官製はがきを持って窓口　③申込フォーム ▼ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　申込期限　４月25日㈮

日時　６月２１日㈯ 午前11時（開場30分前・公演60分）
場所　プラム・カルコア太宰府　市民ホール
料金　全席指定　高校生以下 500円／一般 1,500円／親子ペア券 1,700円
　　　当日各500円増、０歳から入場可・チケット必要。

たにがわ

はしぐち し　き ゆうすけゆ　か

ひろとし ひら ど い　つ　こ

（定員・講師）

39644ページID
プラム・カルコア
文化芸術振興事業

チケット発売日　４月19日㈯　午前10時～
チケット販売場所　
①プラム・カルコア太宰府2階窓口
②チケットぴあＰコード【295-346】 

※申込多数は、市内在住の人を優先して抽選

令和6年
４月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年6月の人は、4月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

にこにこ通信 子育て支援センター
うめっこテラス保育士

あなたの子育てを応援します

子育て支援センターをご存じですか？
　親子で遊び、子育て中の仲間と交流ができる場や子育て相談先として、市内には４つの地域子育て
支援センターが設けられています。

　それぞれ利用できるサービスや予約方法が異なりますので、詳しくは各所に尋ねてください。
　皆さんがお子さんの成長を楽しみながら子育てができますよう応援しています。気軽に問い合わせや
遊びに来てください。お待ちしています。

芋生 茉優ちゃん

いも  お ま　 ゆ

26日

牛島 宗汰ちゃん

うし じま そう　た

18日

野口 将生ちゃん

の　ぐち しょうい

３日

松尾 春親ちゃん

まつ　お はる ちか

26日

ちくし・子育て支援センター
（筑紫保育園内）

大字吉松44-３
☎（923）7350

たんぽぽクラブ
（保育所太宰府園内）

白川２-５
☎（922）4611

いと・カフェ
（水城青稜保育園内）

向佐野３-８-２
☎（408）8492

太宰府市子育て支援センター
（うめっこテラス）

五条３-７-１
☎（919）6001

　子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）、子
育ての手助けをしたい人（おたすけ会員）、両方を兼ね
る人（どっちも会員）がお互いを地域の中で助け合う組
織です。今回はおねがい会員のみの登録講習会です。

●日　時　４月27日㈰　午前10時～正午　　
●場　所　いきいき情報センター２階　　
●料　金　無料　
●定　員　15人・託児あり（就学前・要申込）

●持ってくるもの
　筆記用具・証明写真１枚 （カラー・縦4.5×横3.5㎝）・
　本人確認書類（運転免許証、保険証など）
●申込方法　電話・ファクス・申込フォーム　　
●申込期限　４月18日㈮
●申し込み・問い合わせ

ファミリー・サポート・センターだざいふ
第１回会員登録講習会 1626ページID

1211
ページID

ファミリー・サポート・センターだざいふ
　　  子育て支援センター（うめっこテラス）内
　☎（９１８）００３４　　（９１８）００７７
　≪住所≫五条３-７-１
　≪開設時間≫平日 午前９時～午後５時

FAX
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bunka-g@city.dazaifu.lg.jp
問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ
FAX

こどもオペラ～ヘンゼルとグレーテル～

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
今
回
も
、
昨
年
の
11
月
号
に
続
き
、
古

代
山
城
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

従
来
、
古
代
山
城
の
分
類
に
は
朝
鮮
式
山

城
と
神
籠
石
系
山
城
と
が
あ
り
、
近
年
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
古
代
山
城
と
呼
ぶ
こ
と

が
一
般
化
し
て
き
た
こ
と
は
前
回
ふ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
朝
鮮
式
、
神
籠
石
系

の
分
類
が
必
ず
し
も
有
効
な
方
法
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
朝
鮮
式
・
神
籠
石
系
に
代
わ

る
分
類
の
仕
方
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
嶮
山
城
類
・
緩
山
城
類
と
い
う

分
け
方
で
す
。
こ
れ
は
選
地
（
ど
ん
な
場

所
を
山
城
の
立
地
と
し
て
選
ん
で
い
る

か
）
に
よ
る
分
類
と
い
え
ま
す
。
「
嶮
」

は
嶮
し
い
、
「
緩
」
は
緩
や
か
の
意
味
で

す
か
ら
、
単
純
に
は
嶮
山
城
類
は
高
い
所

に
築
か
れ
た
山
城
、
緩
山
城
類
は
低
い
場

所
に
築
か
れ
た
山
城
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
選
地
に
よ
る
分
類
を
念
頭
に
お
い
て
、

北
部
九
州
に
展
開
す
る
神
籠
石
系
山
城
と

さ
れ
て
い
る
も
の
を
踏
査
し
て
み
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
た

と
え
ば
史
跡
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
（
お
つ
ぼ

山
城
・
佐
賀
県
武
雄
市
）
、
史
跡
鹿
毛
馬

神
籠
石
（
鹿
毛
馬
城
・
飯
塚
市
）
な
ど
で

は
、
立
派
な
水
門
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
門
は
城
内
の
雨
水
な
ど
を
外
に
排

出
す
る
た
め
で
す
か
ら
、
山
城
の
な
か
で

も
最
も
低
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
先
の
二

つ
の
山
城
で
は
、
水
門
は
ほ
ぼ
周
囲
の
平

地
と
同
じ
高
さ
に
設
け
ら
れ
て
お
り
（
周

囲
と
の
比
高
差
０
ｍ
）
、
典
型
的
な
緩
山

城
と
い
え
ま
す
。
北
部
九
州
の
山
城
に
は

こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
の
で
す
が
、
一
方

で
史
跡
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
（
御
所
ヶ
谷

城
・
行
橋
市
）
は
嶮
山
城
類
に
入
り
、
城

内
で
は
規
模
の
大
き
な
中
門
跡
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
籠
石
系
山
城
と
い
え
ど

も
そ
の
あ
り
か
た
は
決
し
て
一
様
で
は
な

い
の
で
す
。

　
ま
た
古
代
山
城
を
守
固
城
型
、
前
線
基

地
型
に
分
類
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
先
の
嶮
山
城
・
緩
山
城
に
対
応
し

て
お
り
、
そ
の
築
城
目
的
が
異
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
考
え
方
の
一
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
山
城
に
つ
い
て
は
、

前
回
述
べ
た
、
い
つ
築
城
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
主
体
は
だ
れ
か
の
問
題
に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
築
城
目
的
に
も
注
目
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
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令和７年度まほろば市民大学　受講生募集
　まほろば市民大学とは、老若男女問わず受講できる初心者向けの生涯学習講座です。本年度は4コース開講します。

　仲良し兄弟が森の中で出会ったのは、動物さんの音楽隊とおいしそうなお菓子の家。
そして、優しくてこわ～い魔女!? 物語をベースに本格的なクラシックから童謡、手遊び歌などの
親子参加型コンサートです。

27153ページID

受講期間　5月22日㈭～令和８年１月22日㈭　午後１時～３時（全15回／原則 第2・4木曜日）※午前中に教養講座を4～5回予定
受講コース　①運動コース（20人・理学療法士 谷川博俊さん）　②歌コース（20人・声楽家 平戸伊都子さん）　　　　　　　
　　　　　 ③デザイン書道コース（15人・書道家 橋口由佳さん）　④写真コース（20人・６Photo代表 志岐裕介さん）
料　　金　5,000円（コースにより別途教材費）
注意事項　各コース受講者から代表２人を選出し、役員を構成します。当番で受付や会場準備があります。
申込方法　①往復はがき　氏名（ふりがな）・住所・年齢・電話番号・コース第１・第２希望を記入して郵送　
　　　　　②官製はがきを持って窓口　③申込フォーム ▼ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　申込期限　４月25日㈮

日時　６月２１日㈯ 午前11時（開場30分前・公演60分）
場所　プラム・カルコア太宰府　市民ホール
料金　全席指定　高校生以下 500円／一般 1,500円／親子ペア券 1,700円
　　　当日各500円増、０歳から入場可・チケット必要。

たにがわ

はしぐち し　き ゆうすけゆ　か

ひろとし ひら ど い　つ　こ

（定員・講師）

39644ページID
プラム・カルコア
文化芸術振興事業

チケット発売日　４月19日㈯　午前10時～
チケット販売場所　
①プラム・カルコア太宰府2階窓口
②チケットぴあＰコード【295-346】 

※申込多数は、市内在住の人を優先して抽選

令和6年
４月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年6月の人は、4月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

にこにこ通信 子育て支援センター
うめっこテラス保育士

あなたの子育てを応援します

子育て支援センターをご存じですか？
　親子で遊び、子育て中の仲間と交流ができる場や子育て相談先として、市内には４つの地域子育て
支援センターが設けられています。

　それぞれ利用できるサービスや予約方法が異なりますので、詳しくは各所に尋ねてください。
　皆さんがお子さんの成長を楽しみながら子育てができますよう応援しています。気軽に問い合わせや
遊びに来てください。お待ちしています。

芋生 茉優ちゃん

いも  お ま　 ゆ

26日

牛島 宗汰ちゃん

うし じま そう　た

18日

野口 将生ちゃん

の　ぐち しょうい

３日

松尾 春親ちゃん

まつ　お はる ちか

26日

ちくし・子育て支援センター
（筑紫保育園内）

大字吉松44-３
☎（923）7350

たんぽぽクラブ
（保育所太宰府園内）

白川２-５
☎（922）4611

いと・カフェ
（水城青稜保育園内）

向佐野３-８-２
☎（408）8492

太宰府市子育て支援センター
（うめっこテラス）

五条３-７-１
☎（919）6001

　子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）、子
育ての手助けをしたい人（おたすけ会員）、両方を兼ね
る人（どっちも会員）がお互いを地域の中で助け合う組
織です。今回はおねがい会員のみの登録講習会です。

●日　時　４月27日㈰　午前10時～正午　　
●場　所　いきいき情報センター２階　　
●料　金　無料　
●定　員　15人・託児あり（就学前・要申込）

●持ってくるもの
　筆記用具・証明写真１枚 （カラー・縦4.5×横3.5㎝）・
　本人確認書類（運転免許証、保険証など）
●申込方法　電話・ファクス・申込フォーム　　
●申込期限　４月18日㈮
●申し込み・問い合わせ

ファミリー・サポート・センターだざいふ
第１回会員登録講習会 1626ページID

1211
ページID

ファミリー・サポート・センターだざいふ
　　  子育て支援センター（うめっこテラス）内
　☎（９１８）００３４　　（９１８）００７７
　≪住所≫五条３-７-１
　≪開設時間≫平日 午前９時～午後５時

FAX
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国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

韓国の引っ越し祝い
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　先月号で、韓国の引っ越しでは、はしご車を使うことや梱包から荷
解きまで業者にすべてお任せする文化を紹介しました。今回はこの
続きで、韓国の引っ越し後の文化を紹介します。

　韓国では新居への引っ越しの片付けが終わってから、友人や知人
を招待し、食事のおもてなしやパーティーを開く「집들이（ジップヅゥ
リ・引っ越し祝い）」を行います。昔はお供え物を用意して家内安全
を願う儀式でしたが、現在では知人と食事しながら新居への引っ越
しを祝う程度になりました。

　韓国で代表的な引っ越し祝いの贈り物はトイレットペーパーで
す。トイレットペーパーを贈る理由は、新しい家がきれいに長持ちす
るように、トイレットペーパーのように家事もスラスラとうまくいくよ
うにという願いが込められています。生活用品として毎日使用するト
イレットペーパーは実用的な贈り物で、もしお客さん同士でプレゼン
トが重なっても構わないメリットもあるので、贈り物として重宝され
ています。

池坊紫垣　寛子
し　がき ひろ　こ

ジェーン・スー／著
『へこたれてなんか
いられない』
中央公論新社

養老孟司、久石譲／著
『脳は耳で感動する』
実業之日本社

島本理生／著
『天使は見えないから、

描かない』
新潮社刊

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和７年２月 貸出開始資料から

●その他の本　脳は耳で感動する(養老孟司、久石譲／著)　「数字がこわい」がなくなる本(堀口智之
／著)　つい他人を優先してしまうお人好しさんのためのじょうずな断り方(時田ひさ子／著)　 若杉ば
あちゃんの野草料理(若杉友子／著)　 偉人の生き延び方(栗下直也／著)　

●随筆・詩などの文学　へこたれてなんかいられない(ジェーン・スー／著) 　老人初心者の青春
(阿川佐和子／著)　 ラスト１行でわかる名作300選(斎藤美奈子／著)

●小説　天使は見えないから、描かない(島本理生／著)　泡の子(樋口六華／著)　 Ｃ線上のアリア(湊
かなえ／著)　しらゆきの果て(澤田瞳子／著)　 ものごころ(小山田浩子／著)　 目には目を(新川帆立
／著)　風待荘へようこそ(近藤史恵／著)　 戦国千手読み(堺屋太一／著)　動物工場(ノヴァイオレッ
ト・ブラワヨ／著)　 月射病(ジョルジュ・シムノン／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

6
13
20
27

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

4月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

　こどもの読書週間を記念して、幼児から楽しめるおはなしの広場を２日間開催します。
おはなし会のほかに、工作もあります。

　土家由岐雄／作「かわいそうなぞう」、須賀敦子／著「ユルスナールの靴」ほか、
春の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。文芸作品を耳で
味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。

４月19日

４月20日

10：30～10：50
14：00～14：40
10：30～11：00
11：10～11：40
14：00～15：00

ひよこのおはなし会
工作と読み聞かせ

"いないいないばあのおはなし会"
（同じ内容）
太宰府おはなし会 春のおはなし会

２歳～
幼児～

幼児～

幼児～

日　時 内　容 対　象
日　時　４月19日㈯・20日㈰
　　　　午前10時30分～
場　所　市民図書館　
　　　　おはなしコーナー
対象者　2歳～

日　時　４月20日㈰　午後２時30分～４時（途中休憩あり）　対　象　大人　　定　員　40人
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室　講　師 （実演）朗読紫苑の会

「おはなしの広場」を開催します

「春の朗読会」を開催します
※詳しくは市民図書館ホームページに掲載しています。

無料

無料

図書館からのお知らせ

26広報だざいふ 2025.4 （令和７年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601



花材：
河津ざくら、トルコキキョウ、
オクラレルカ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

車
窓
か
ら

あ
ざ
や
か
な
虹
知
ら
せ
た
し

ず
っ
と
下
向
き
の
ス
マ
ホ
人
達
へ

　福
岡
市
／
玉
本
　朝
子

声
援
に
闘
志
眼
に
漲
ら
せ

サ
ッ
カ
ー
少
年
グ
ラ
ン
ド
に
立
つ

　青
山
／
磯
村
順
一
郎

崩
れ
ゆ
く
端
島
は
あ
の
日
輝
き
て

希
望
に
生
き
た
証
つ
た
え
る

　五
条
／
大
穂
　聡
子

朝
ま
だ
き

「
僕
生
き
て
る
よ
」
電
話
切
れ

か
の
震
災
よ
り
三
十
年
経
し

　五
条
／
大
藪
　晶
代

裾
ぬ
ら
し
荒
磯
の
若
布
す
な
ど
れ
る

　東
観
世
／
中
島
　祝
乃

荒
磯
の
潮
引
く
待
つ
や
若
布
刈
る

　高
雄
／
西
元
　治
雄

満
ち
潮
に
ち
ぎ
れ
若
布
の
ゆ
う
ら
ゆ
ら

　水
城
／
福
永
　惠
美

雨
音
に
ま
じ
り
二
月
の
風
ゆ
る
む

　青
葉
台
／
平
野
　香

春
の
風
邪
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
夢
揺
る
る

　
　
　
　
　朝
倉
市
／
味
酒
　ふ
じ
子

お
洒
落
し
て
出
掛
け
も
ら
ひ
し
春
の
風
邪

　青
葉
台
／
本
山
　晴
子

見
え
ね
ど
も
二
月
の
中
に
ゐ
る
気
配

　向
佐
野
／
内
田
　典
子

波
高
し
玄
界
灘
の
風
二
月

　
　
　
　
　星
ヶ
丘
／
江
里
口
　幸
生

茹
で
加
減
早
さ
が
い
の
ち
水
菜
の
香

　
　
　
　
　観
世
音
寺
／
野
田
　杉
子

少
し
づ
つ
緩
む
五
感
や
春
立
て
り

　福
岡
市
／
工
藤
　友
子

梅
の
香
よ
死
に
ゆ
く
母
の
傍
で
寝
る

　
　
　
　
　筑
紫
野
市
／
髙
田
　幸
子

正
論
を
吐
け
ば
な
お
さ
ら
凍
て
の
空

　福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

梅
咲
い
て
薄
る
る
母
の
痴
呆
症

　青
葉
台
／
彦
坂
　正
孚

積
雪
の
歩
道
手
繋
ぐ
老
夫
婦

　
　
　
　筑
紫
野
市
／
日
永
田
忠
孝
子

小
さ
く
ち
さ
く
花
芽
ゆ
た
か
に
梅
古
木

　高
雄
／
福
島
久
美
子

渡
り
鳥
祖
国
の
暴
挙
口
噤
む

　春
日
市
／
大
塚
　茂

老
い
て
な
お
ム
ー
ド
歌
謡
が
つ
い
口
に

　星
ヶ
丘
／
武
末
　次
生

街
中
の
光
を
消
せ
ば
星
笑
う

　
　
　
　
　大
野
城
市
／
高
巣
富
美
子

見
守
り
も
ス
マ
ホ
に
頼
る
の
も
時
世

　都
府
楼
／
杉
　良
子

検
診
へ
不
安
が
過
る
朝
の
雨

　国
分
／
岸
本
し
ず
え

合
唱
の
譜
面
も
替
は
り
春
立
ち
ぬ

　筑
紫
野
市
／
名
本
　剛

立
春
の
花
舗
に
入
荷
の
鉢
数
多

　高
雄
台
／
川
路
　泰
子

ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
水
菜
を
洗
ひ
大
鍋
へ

　
　
　
　
　大
佐
野
台
／
金
丸
　恵
子

密
や
か
に
笑
ま
ふ
一
輪
梅
古
木

　
　
　
　
　大
野
城
市
／
北
　嘉
与
子

春
泥
の
や
は
ら
ぐ
山
路
踏
み
し
を
り

　連
歌
屋
／
吉
嗣
の
り
子

初
雪
が
甘
夏
柑
の
上
に
も
降
る

こ
ん
も
り
と
な
す
一
月
十
日

　朱
雀
／
黒
木
　邦
枝

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　一
恵
選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国
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a
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n
a
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x
c
h
a
n
g
e
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o
u
th
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o
re
a

韓国の引っ越し祝い
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　先月号で、韓国の引っ越しでは、はしご車を使うことや梱包から荷
解きまで業者にすべてお任せする文化を紹介しました。今回はこの
続きで、韓国の引っ越し後の文化を紹介します。

　韓国では新居への引っ越しの片付けが終わってから、友人や知人
を招待し、食事のおもてなしやパーティーを開く「집들이（ジップヅゥ
リ・引っ越し祝い）」を行います。昔はお供え物を用意して家内安全
を願う儀式でしたが、現在では知人と食事しながら新居への引っ越
しを祝う程度になりました。

　韓国で代表的な引っ越し祝いの贈り物はトイレットペーパーで
す。トイレットペーパーを贈る理由は、新しい家がきれいに長持ちす
るように、トイレットペーパーのように家事もスラスラとうまくいくよ
うにという願いが込められています。生活用品として毎日使用するト
イレットペーパーは実用的な贈り物で、もしお客さん同士でプレゼン
トが重なっても構わないメリットもあるので、贈り物として重宝され
ています。

池坊紫垣　寛子
し　がき ひろ　こ

ジェーン・スー／著
『へこたれてなんか
いられない』
中央公論新社

養老孟司、久石譲／著
『脳は耳で感動する』
実業之日本社

島本理生／著
『天使は見えないから、

描かない』
新潮社刊

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和７年２月 貸出開始資料から

●その他の本 脳は耳で感動する(養老孟司、久石譲／著)　「数字がこわい」がなくなる本(堀口智之
／著)　つい他人を優先してしまうお人好しさんのためのじょうずな断り方(時田ひさ子／著)　 若杉ば
あちゃんの野草料理(若杉友子／著)　 偉人の生き延び方(栗下直也／著)　

●随筆・詩などの文学 へこたれてなんかいられない(ジェーン・スー／著) 　老人初心者の青春
(阿川佐和子／著)　 ラスト１行でわかる名作300選(斎藤美奈子／著)

●小説　天使は見えないから、描かない(島本理生／著)　泡の子(樋口六華／著)　 Ｃ線上のアリア(湊
かなえ／著)　しらゆきの果て(澤田瞳子／著)　 ものごころ(小山田浩子／著)　 目には目を(新川帆立
／著) 風待荘へようこそ(近藤史恵／著) 戦国千手読み(堺屋太一／著) 動物工場(ノヴァイオレッ
ト・ブラワヨ／著) 月射病(ジョルジュ・シムノン／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

6
13
20
27

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

4月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

こどもの読書週間を記念して、幼児から楽しめるおはなしの広場を２日間開催します。
おはなし会のほかに、工作もあります。

土家由岐雄／作「かわいそうなぞう」、須賀敦子／著「ユルスナールの靴」ほか、
春の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。文芸作品を耳で
味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。

４月19日

４月20日

10：30～10：50
14：00～14：40
10：30～11：00
11：10～11：40
14：00～15：00

ひよこのおはなし会
工作と読み聞かせ

"いないいないばあのおはなし会"
（同じ内容）
太宰府おはなし会 春のおはなし会

２歳～
幼児～

幼児～

幼児～

日 時 内 容 対 象
日 時 ４月19日㈯・20日㈰
　　　　午前10時30分～
場 所 市民図書館　
　　　　おはなしコーナー
対象者 2歳～

日 時 ４月20日㈰　午後２時30分～４時（途中休憩あり）　対　象 大人　　定　員 40人
場 所 プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室 講　師 （実演）朗読紫苑の会

「おはなしの広場」を開催します

「春の朗読会」を開催します
※詳しくは市民図書館ホームページに掲載しています。

無料

無料

図書館からのお知らせ
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お
し
ら
せ

　
史
跡
解
説
員
が
案
内
し
ま
す
。

①
門
前
町
散
策（
下
三
町
）

日
時
４
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス
太
宰
府
館
～
中な

か
む
ら村
徳と

く
ざ
ん山

顕け
ん

彰し
ょ
う

碑ひ

と
井い

の
う
え上
哲て

つ

次じ

郎ろ
う

生
誕
地
碑

～
神し

ん

牛ぎ
ゅ
う

塚づ
か

～
三
浦
の
碑
・
高
橋
口

～
金か

ね

掛か
け

天
満
宮
～
西
鉄
五
条
駅
料

無
料
申
不
要

②
大
宰
府
政
庁
跡
周
辺
散
策

日
時
４
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス
大
宰
府
展
示
館
～
大
宰

府
政
庁
跡
～
戒
壇
院
～
観
世
音
寺

料
２
０
０
円（
大
宰
府
展
示
館
入

館
料
）申
不
要

③
水
城
堤
散
策

日
時
４
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス
水
城
館
～
東
門
礎
石
～

瓦
窯
跡
～
衣き

ぬ

掛か
け

天
満
宮
～
姿す

が
た

見み
の

井い

～
展
望
台
料
無
料
申
不
要

④
客
館
跡
周
辺
散
策

日
時
４
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス
客
館
跡
展
望
所
～
榎
社

～
推
定
朱
雀
大
路
～
朱
雀
門
礎
石

～
大
宰
府
政
庁
跡
料
無
料
申
不
要

薬
草
講
座

日
時
５
月
10
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
正
午
所
大
宰
府
展
示
館（
集
合
）

講
大お

お
か
わ川
雅ま

さ
ふ
み史（
福
岡
大
学
薬
学
部

教
授
、
薬
学
博
士
）内
史
跡
地
に

生
え
る
薬
草
を
観
察
し
身
近
に
あ

る
薬
草
の
正
し
い
知
識
を
学
び
ま

す
。定
先
着
20
人
料
５
０
０
円（
会

員
４
０
０
円
）締
５
月
３
日
㈯
※

雨
天
中
止
申
・
問
公
益
財
団
法
人

古
都
大
宰
府
保
存
協
会（
大
宰
府

展
示
館
内
）〒
818-

0101
太
宰
府
市
観

世
音
寺
４-

６-

１
☎（
９
２
２
）

７
８
１
１
（
９
２
２
）９
５
２
４

info@
kotodazaifu.net

日
時
４
月
３
日
㈭
①
午
後
２
時

（
国
分
共
同
利
用
施
設
）②
午
後
６

時（
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府

３
階
視
聴
覚
室
）料
資
料
代
２
０

０
円
問
芦あ

し
か
り刈

０
９
０（
１
３
４

８
）６
７
０
１

お
題「
明
」締
９
月
30
日（
消
印
有

効
）応
募
方
法
郵
送
申
・
問
宮
内

庁
式
部
職
〒
100-

8111
宮
内
庁
※「
詠

進
歌
」と
記
載
☎
０
３（
３
２
１

３
）１
１
１
１

　
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
総
務
省

と
福
岡
県
が
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
地
区
五
条
５
丁
目
７
～
13
番
、

観
世
音
寺
１
丁
目
15
・
23
・
24
番

期
４
月
～
９
月
問
福
岡
県
企
画
・

地
域
振
興
部
調
査
統
計
課
☎（
６

５
１
）１
１
１
１

期
３
月
29
日
㈯
時
午
後
２
時
開
演

所
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
市

民
ホ
ー
ル
料
無
料
内
マ
ー
チ
ン
グ

ス
テ
ー
ジ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
ほ
か
問
筑
陽
学
園
溝み

ぞ
う
ち内
☎（
９

２
２
）７
３
６
１

古
都
大
宰
府
保
存
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
上
映
会

令
和
８
年
歌
会
始
の
詠
進

労
働
力
調
査

筑
陽
学
園
吹
奏
楽
部

第
22
回
定
期
演
奏
会

ＨＰ
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旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生

手
術（
生
殖
を
不
能
に
す
る
不
妊

手
術
）や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け

た
人
に
は
補
償
金
や
一
時
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

対
補
償
金
：
優
生
手
術
を
受
け
た

本
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者（
死
亡

し
て
い
る
場
合
は
遺
族
）、
一
時

金
：
優
生
手
術
ま
た
は
人
工
妊
娠

中
絶
を
受
け
た
本
人
で
生
存
し
て

い
る
人
問
福
岡
県
旧
優
生
保
護
法

補
償
金
等
受
付・相
談
窓
口
☎（
６

３
２
）５
１
７
５
（
６
４
３
）３

２
６
０

　
春
の
１
日
、
川
の
中
を
楽
し
み

な
が
ら
川
そ
う
じ
を
し
ま
す
。

日
時
４
月
19
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
集
合
太
宰
府
市
役
所

東
側
玄
関
所
市
役
所
周
辺
の
御
笠

川
持
長
靴
、
汚
れ
て
い
い
服
装
問

太
宰
府
水
か
ら
川
る
会
福ふ

く

井い

０

９
０（
４
７
７
１
）３
１
９
２

期
①
６
月
４
日
㈬
②
５
日
㈭
③
６

日
㈮
④
７
日
㈯
⑤
９
日
㈪
⑥
12
日

㈭
⑦
13
日
㈮
時
①
③
⑤
午
前
11
時

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
午
後
４
時
所
博

多
座
料
Ａ
席
８
，
２
５
０
円（
手

数
料
有
）出
演
者
中な

か
む
ら村
勘か

ん

九く

郎ろ
う

、

中な
か
む
ら村
七し

ち

之の

助す
け

ほ
か
定
50
人
／
回
申

込
方
法
は
が
き
。
希
望
公
演
日
時

（
１
通
１
公
演
の
み
）、
参
加
人
数

（
２
人
ま
で
）、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
載
締
４
月
11

日
㈮
消
印
有
効
申
・
問
日
本
演
劇

興
行
協
会
〒
810-
8799
日
本
郵
便
㈱

福
岡
中
央
郵
便
局
留「
市
民
半
額

会
」☎（
７
５
１
）８
２
５
８

　
申
請
を
し
た
人
の
中
か
ら
優
良

運
転
者
を
表
彰
し
ま
す
。

対
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
に
居
住

し
、
交
通
規
則
を
守
り
、
安
全
運

転
に
心
が
け
、
他
の
運
転
者
の
模

範
と
な
る
人
申
請
期
間
４
月
１
日

㈫
～
30
日
㈬
所
筑
紫
交
通
安
全
協

会
申･

問
筑
紫
交
通
安
全
協
会
☎

（
９
２
４
）０
０
６
６

期
４
月
19
日
㈯
、
26
日
㈯
時
午
後

２
時
～
４
時
所
い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
ー
２
０
１
号
室
対
小
・
中
学

生
定
15
人
／
回
※
両
日
参
加
可
、

要
保
護
者
同
伴
料
無
料
申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム
締
４
月
17
日
㈭

申
・
問
太
宰
府
市
東
風
少
年
少
女

合
唱
団
事
務
局（
太
宰
府
市
文
化

学
習
課
内
）☎（
９
２
１
）２
１
０

１日
時
４
月
６
日
㈰
午
後
２
時
所
筑

紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
さ
ん

あ
い
ホ
ー
ル
曲
目
フ
ォ
ス
タ
ー
名

曲
メ
ド
レ
ー
、
懐
か
Ｃ
Ｍ
メ
ド

レ
ー
、
時
代
、
異
邦
人
ほ
か
料
無

料
定
員
３
０
０
人（
午
後
１
時
よ

り
入
場
整
理
券
配
布
）申
不
要
問

太
宰
府
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
井い

の

上う
え

０
９
０（
３
３
２
４
）６
５
０
１

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

補
償
金
な
ど
の
お
知
ら
せ

御
笠
川
ク
リ
ー
ン
デ
イ

博
多
座
市
民
半
額
観
劇
会

六
月
博
多
座
大
歌
舞
伎

優
良
運
転
者
を
募
集

子
ど
も
の
合
唱
講
座

申込フォーム

第
21
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里

マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ＨＰ
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2025年度　スポーツ少年団員募集
見学・体験ができますので、問い合わせてください！
問い合わせ　一般社団法人太宰府市スポーツ協会（太宰府市大字通古賀197-3）

☎（985）2065　 （985）2066

募
集

団　　名 活動場所 ・ 日時

剣　　道

太宰府振武会
太宰府小学校体育館
火・木・土  【幼　児】18：30～19：30
　　　　 【小学生】18：30～20：00　【中学生】19：30～21：00

太宰府心聖会
水城小学校体育館

【小学生】　火・木 18：30～20：00　土 18：00～20：00
【中学生】　火・木 19：30～21：00　土 18：00～21：00

太宰府剣竜会
水城西小学校体育館
火・水・金 19：00～21：00　【初心者】19：00～20：00

太宰府雄武会
太宰府東中学校武道場
月・水・土 19：00～21：00

太宰府雄武会
太宰府西小学校体育館
月・水・金 18：30～21：00

柔　　道 太宰府少年武道会
太宰府市総合体育館（とびうめアリーナ）柔道場
月・水・金 19：00～21：00

ラグビー 太宰府少年ラグビークラブ
梅林アスレチックスポーツ公園グラウンド他
日 9：00～12：00　中学生・小学5・6年は土曜日練習有り

軟式野球

国分少年野球
国分小学校校庭　※午前・午後のみの練習もあります。
土・日・祝日（春休み・夏休みに限り、火・木の平日練習あり）

太宰府ブルースカイ
太宰府小学校校庭、筑紫台グラウンド
土・日・祝日 9：00～17：30（冬季は～17：00）

太宰府ブレーブス
大佐野スポーツ公園・太宰府西小学校などの太宰府市内施設
水・土・日・祝日 9：00～18：00

バレーボール

ＤＥＬＳＯＬ太宰府ＪＶＣ
水城西小学校体育館
火・木 17：30～19：30　土 13：30～16：30

水城ジュニアバレーボールクラブ
水城小学校体育館
水・金 17：30～19：30　土 14：00～17：00

太宰府西ジュニアバレーボールクラブ
太宰府西小学校体育館
火・木 17：00～19：00　土 14：00～17：00
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９
月
13
日
～
14
日
開
催
の
市
民

参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
つ
く
し
の

空
は
晴
れ
て
」に
出
演
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
筑
紫
地
区
在
住
の
小
学
４
年
生

か
ら
大
学
生
、
経
験
の
有
無
不
問

募
集
人
数
40
人
登
録
料
２
万
円
締

４
月
16
日
㈬
申
込
方
法
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
申
・
問
つ
く
し
ド
リ
ー
ム
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
運
営
委
員
会
長な

が
は
ま浜

０
９
０（
５
４
７
６
）０
８
８
３

内
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
②
県
政

に
関
す
る
提
案
な
ど
任
期
令
和
８

年
３
月
末
ま
で
応
募
資
格
県
内
在

住
の
18
歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
で

き
る
人
謝
礼
ク
オ
カ
ー
ド
申
込
方

法
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
締
６
月
１
日

㈰
問
福
岡
県
県
民
情
報
広
報
課
☎

（
６
４
３
）３
１

０
３

　
新
規
就
農
者
・
次
世
代
就
農
者

向
け
に
農
業
塾
を
開
講
し
ま
す
。

期
間
７
月
～
令
和
８
年
５
月（
毎

週
水
曜
日
）時
午
後
１
時
30
分
～

５
時
対
①
Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内
に
居
住

ま
た
は
圃
場
が
あ
る
18
歳
以
上
②

普
通
自
動
車
免
許
所
持
③
受
講
後
、

Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売
所
ま
た
は
Ｊ
Ａ
筑

紫
生
産
部
会
に
加
入
し
出
荷
を
行

う
強
い
意
志
が
あ
る
④
農
地
を
所

有
ま
た
は
借
用
す
る
見
込
み
が
あ

る
※
応
募
者
に
説
明
会
お
よ
び
面

接
会
を
行
い
受
講
生
を
決
定
定
10

人
程
度
料
３
万
５
千
円
／
年
申
込

方
法
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
は
が

き（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
）締
５
月
２
日
㈮
必
着

申
・
問
Ｊ
Ａ
筑
紫
農
業
振
興
課
〒

818-

8642
筑
紫
野
市
杉
塚
３-

３-

10

☎（
９
２
４
）１
３
１
３
（
９
２

３
）７
６
２
４

nousin@
ja-chi

kushi.or.jp

　
外
国
や
日
本
の
話
を
聴
い
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

期
①
４
月
26
日
㈯
②
６
月
19
日
㈭

③
９
月
18
日
㈭
④
11
月
20
日
㈭
⑤

令
和
８
年
２
月
19
日
㈭
時
①
午
前

11
時
～
正
午
②
～
⑤
午
前
10
時
30

分
～
正
午
所
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア

太
宰
府
①
２
階
会
議
室
②
～
⑤
３

階
和
室
料
無
料
申
不
要
問
太
宰
府

市
子
ど
も
文
庫
・
読
書
サ
ー
ク
ル

連
絡
協
議
会
中な

か
む
ら村

０
９
０（
５

７
４
１
）８
８
５
５

chibisuke
@

ym
ail.ne.jp

日
時
４
月
29
日（
火
・
祝
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分
所
い
き
い
き

情
報
セ
ン
タ
ー
２
０
５
講
遠
藤
啓

介（
九
州
歴
史
資
料
館
）定
30
人
料

７
０
０
円（
呈
茶
・
資
料
代
）問
太

宰
府
茶
道
文
化
連
盟
芦あ

し
か
り刈

０
９

０（
１
３
４
８
）６
７
０
１

市
民
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

出
演
者
募
集

講
座
・
教
室

ＨＰ

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

ＨＰ

ち
く
し
農
業
塾

第
15
期
受
講
生
募
集

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座
」

と
「
お
は
な
し
会
」

茶
道
講
演
会

「
博
多
の
茶
陶
に
つ
い
て
」
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176 九州国立博物館　企画課

「あんしん」して過ごせる博物館
九州国立博物館は「誰もが」楽しめる博物館を目指して、様々な取り組みをして

います。昨年は「あんしんマップ」と「あんしんガイド」を作りました。
あんしんマップとは、光や音、においなどの情報を館内のマップに掲載したも

のです。発達障がい者が使うことを想定して作りました。発達障がい者の中には
感覚が過敏な人がいて、例えばまぶしい光が苦手、突然音がなるのが怖い、など
人それぞれ感じ方が違います。当事者はこのあんしんマップで自分が苦手な場所
や休める場所を事前に知ることで安心して博物館を楽しむことができます。

あんしんガイドは、はじめて九州国立博物館に来る人が使うためのガイドブックで、博物館に来てか
ら帰るまでの流れを写真と文章でわかりやすく説明したものです。例えば、博物館のルールやチケット
の買い方、展示室や体験型展示室「あじっぱ」の楽しみ方などが書いてあります。事前にあんしんガイド
を読むことで、館内で安心して過ごしてもらえればと考えています。

これらの取り組みは「誰もが」楽しめるようにするための小さな一歩ですが、コツコツと努力を積み重
ねて誰もが「あんしん」して過ごせる博物館にしていきたいと思います。

　
初
め
て
の
人
、
経
験
の
あ
る
人
、

大
歓
迎
で
す
。（
有
段
者
も
可
）

期
５
月
17
日
～
７
月
19
日
の
毎
週

土
曜
日（
全
10
回
）時
午
後
１
時
～

３
時
所
太
宰
府
市
歴
史
ス
ポ
ー
ツ

公
園
弓
道
場
対
太
宰
府
市
・
筑
紫

野
市
・
大
野
城
市
在
住
で
、
継
続

す
る
意
思
の
あ
る
18
才
～
70
才

（
学
生
を
除
く
）料
６
，
５
０
０
円

締
４
月
27
日
㈰
、
先
着
10
人
申
込

方
法
メ
ー
ル（
住
所・氏
名・年
齢・

電
話
番
号
・
弓
道
経
験
の
有
無
・

段
位
）申
・
問
園そ

の

田だ

０
８
０（
３

３
７
７
）５
７
６
４

sonoda19
57@

gm
ail.com

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
で
す
。

期
４
月
10
日
～
５
月
22
日
の
毎
週

火
・
木
曜（
全
10
回
）時
午
前
10
時

～
正
午
所
市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
対

市
内
在
住
の
社
会
人
料
１
千
円

（
ラ
ケ
ッ
ト
は
準
備
し
ま
す
）申
・

問
太
宰
府
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

塚つ
か

本も
と

０
８
０（
３
３
７
７
）４
３

５
１

日
時
４
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～
11

時
、
５
月
１
日
㈭
午
前
９
時
～
10

時
※
雨
天
中
止
所
大
宰
府
政
庁
跡

（
10
分
前
ま
で
に
坂
本
神
社
前
の

駐
車
場
に
集
合
）料
３
０
０
円
持

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

装
問
草く

さ

場ば

０
９
０（
３
４
１
６
）

９
３
１
３

　
緑
豊
か
な
観
世
音
寺
に
て
ヨ
ガ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
毎
週
木
曜
日（
月
４
回
）時
①
午

前
９
時
50
分
～
10
時
50
分
②
午
前

11
時
～
午
後
０
時
15
分
所
観
世
音

寺
公
民
館
講
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
Aア

キ
k
i
料
①
４
，
５
０
０
円

②
４
，
８
０
０
円
対
①
初
心
者
・

高
齢
者
②
経
験
者
問
藤ふ

じ

田た

０
９

０（
６
１
６
６
）８
３
７
５

初
心
者
弓
道
教
室

参
加
者
募
集

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

ソ
ト
ヨ
ガ
体
験
教
室

ヨ
ガ
ス
ク
ー
ル
観
世
音
寺

４月は
20歳未満
飲酒防止強調
月間です

お酒は
20歳に
なってから
福岡国税局・税務署
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　 相　談

名　称 日　時 場　所 相談員 内　容 料金・予約 問い合わせ

終活の無料相談 4/9㈬
13：30～16：30

プラム・カルコア太宰府
２階会議室 行政書士

遺言、相続、成年後見、
家族信託、墓じまいな
ど

無料・不要
行政書士
ゆずり葉の会
☎（555）6940

暮らしの悩み
無料相談会

4/13㈰
14：00～16：00

太宰府市男女共同参画
推進センタールミナス 
１階軽体育室

行政書士 遺言書、相続、成年後見
制度など高齢者の悩み 無料・不要

ちくしふれあい
ライフサポート
☎ （928）0408

遺言・相続に関する
無料相談会

4/18㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館
２階会議室 行政書士 遺言、相続、創業手続、

営業許可など 無料・不要 太宰府市商工会
☎（922）4345

交通事故
無料相談会

5/10㈯
10：00～13：00

プラム・カルコア太宰府
２階会議室 行政書士

交通事故解決までの流
れ、保険請求手続、後遺
症認定など

無料・不要
福岡県行政書士会
☎（641）2501
（641）2503

相続・不動産など
無料法律相談

4/12㈯
10：00～13：00

いきいき情報センター
208研修室 司法書士

相続、不動産、多重債
務、悪徳商法、裁判手続
きなど

無料、要予約 福岡県司法書士会
☎（918）5264

法テラス
無料法律相談

4/17㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1階会議室 弁護士

経済的に困っている人
のための法律相談

（資産基準あり）
無料・要予約

（先着6人）
法テラス福岡
☎050（3383）5502

あんしん相談 4/17㈭
13：00～16：00

太宰府市
総合福祉センター 弁護士 成年後見制度など

（電話相談可） 無料・要予約
太宰府市
社会福祉協議会
☎（923）3230

休日（土曜日）
無料公証相談

4/19㈯
9：00～17：00 筑紫公証役場 公証人 公正証書による遺言、

任意後見契約など
無料・要予約

（平日相談可）
筑紫公証役場
☎（925）9755

行政相談所 4/4㈮、5/2㈮
10：00～15：00

太宰府市
総合福祉センター 行政相談委員 行政に関する困りごと

など 無料・不要
総務省九州管区
行政評価局
☎（431）7081

障がいに関する
相談

4/9㈬
10：00～12：00

太宰府市役所
正面玄関前 障がい者相談員

障害者手帳、障害年金
など障がいに関する困
りごと

無料・不要
NPO法人太宰府
障害者団体協議会
☎ （925）8899

ちくし女性
ホットライン

月・水・木・金
12：00～19：00
土
10：00～17：00

電話相談
☎（513）7335 女性相談員

DV（配偶者や恋人など
からの暴力）、セクハラ
など

無料・不要 太宰府市人権政策課
☎（921）2121

女性相談窓口 平日
9：00～16：00

太宰府市役所
（電話相談可） 女性相談員

夫婦・恋人との関係、離
婚、家族関係、その他不
安なこと

無料・要予約
太宰府市
女性相談窓口
☎（921）2168

みんなの人権
１１０番

平日
8：30～17：15

電話相談
☎0570（003）110

法務局職員
人権擁護委員

差別、虐待、パワーハラ
スメントなどの人権問
題

無料・不要 福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

定例人権
（悩みごと）相談

4/11㈮
10：00～15：00 太宰府市役所 人権擁護委員

差別、いじめ、暴力など
の人権問題や悩みごと
ページID：2319

無料・不要 太宰府市人権政策課
☎（921）2121

すこやか相談
4/11㈮
9：30～12：00
4/24㈭
13：30～16：00

保健センター
（いきいき情報センター
1階）

保健師
管理栄養士

生活習慣病や栄養に
関する悩み
ページID：34513

無料・要予約
太宰府市　
元気づくり課
☎（928）2001

高齢者のための
すこやか相談

4/11㈮
9：00～11：30

保健センター
（いきいき情報センター
1階）

保健師
管理栄養士
歯科衛生士

健康、栄養、口腔
ページID：3612 無料・要予約

太宰府市
高齢者支援課
☎（929）3210

こころの相談
4/16㈬
①13：00
②13：40
③14：20

保健センター
（いきいき情報センター
1階）

精神科医師
保健師

こころの悩みや
不安・不眠など
ページID：26598

無料・要予約
太宰府市　
元気づくり課
☎（928）2000
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曜日 病医院名 所在地 電話番号
火・木・土 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622
月・水・金 福岡大学筑紫病院 筑紫野市 （921）1011

救急医療電話相談（24時間365日）	 ページID：2738

小児救急電話相談	 ページID：2351

小児科の夜間救急診療	 ページID：2351

休日当番医	 ページID：1840

歯科休日急患診療	 ページID：1625

休日・夜間の診療は慎重に

☎#7119
急な病気やケガの相談、受診の必要性などのアドバイ
スをします。
つながらない場合は、☎（471）0099

☎#8000
休日・夜間の子どもの急な病気やケガの電話相談です。
つながらない場合は、☎（731）４１１９

診療時間　午後５時～９時30分
※必ず事前に電話連絡の上、受診してください。

診療時間　午前９時～午後５時（小児科は午後９時30分まで）
※必ず事前に電話連絡の上、受診してください。

診療時間　午前９時～午後１時（年末年始は午後４時まで）
口腔保健センターちくし休日急患歯科診療所（春日市）
☎（571）0118
日曜、祝日、お盆、年末年始の応急処置治療を行います。
※必ず事前に電話連絡の上、受診してください。

救急医療は、救急患者や突然重篤な症状になった人
のためにあり、限られた人数の医療従事者で対応して
います。不要不急な診療が増えると医療従事者が不足
し、十分な医療が受けられなくなります。
症状が軽いうちに、診療時間内に受診してください。

期日 科目 病医院名 所在地 電話番号

6日 
㈰

内 服部内科クリニック 那珂川市（953）5522
内 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622
外 和田整形外科医院 春日市 （591）0511
外 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622
小 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622

13日 
㈰

内 博多心臓血管病院附属
総合クリニック 大野城市（586）5432

内 済生会二日市病院 筑紫野市（923）1551
外 西嶋整形外科医院 筑紫野市（923）5211
外 済生会二日市病院 筑紫野市（923）1551
小 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622

20日 
㈰

内 杉村内科クリニック 筑紫野市（925）8111
内 自衛隊福岡病院 春日市 （581）0431
外 さいた整形外科クリニック 春日市 （558）7755
外 自衛隊福岡病院 春日市 （581）0431
小 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622

27日 
㈰

内 クリニック仁 筑紫野市（555）7716
内 福岡大学筑紫病院 筑紫野市（921）1011
外 徳永外科医院 筑紫野市（926）8330
外 福岡大学筑紫病院 筑紫野市（921）1011
小 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622

29日 
（火・祝）

内 おおりん病院 大野城市（581）1445
内 ちくし那珂川病院 那珂川市（555）8835
外 原外科医院 大野城市（591）2122
外 諸岡整形外科病院 那珂川市（952）8888
小 福岡徳洲会病院 春日市 （573）6622

期間 修理当番
業者 電話番号

１日㈫～
10日㈭ ㈲美建工業 平日　☎（922）3579

休日　 080（3215）8291

11日㈮～
20日㈰ ㈱三機産業 平日　☎（923）1414

休日　 090（9602）7238

21日㈪～
30日㈬ ㈱筑紫商会 平日　☎（921）1155

休日　 080（4122）2438

右表の修理当番業者に連絡してく
ださい。
受付時間午前8時30分～午後5時

365日対応している指定工事
店もありますので確認してく
ださい。
費用を事前に
確認しましょう。

修理できるのは、水道管の漏水修
理のみです。下水道の詰まりは対
応できません。トイレ、給湯器など
の不具合はメーカーもしくは購入
店にお問い合わせください。

指定工事店

上下水道施設課☎（４０８）４０２５

水道が漏水しているかを調べるときは、市ホームページを確認してください。（ページID：2925）

今 月 修の 理水 当道 番

今 月 医の 療救 急

●漏水していて水道メーターが
　回っていないとき

（ページID：1491）

●漏水していて
　水道メーターが回っている
　ときや受付時間外

（ページID：3631）

福岡県医療機関情報案内
ふくおか医療情報ネット▶

夜間・休日の救急医療は、筑紫医師会と
医師会会員医療機関が連携して行っています。
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納税課（☎内線366）

環境課（☎内線362）

人　　口 71,554 人　 （+  8）

男 34,254 人　 （−  7）

女 37,300 人　 （+15）

世 帯 数 33,459 世帯 （+49）

市人口の動き 令和7年2月末　（　　）は前月差

１月分 Ｒ７累計 Ｒ６累計比

発生件数 32 32 + 1

死 者 数 1 1 + 1

傷 者 数 38 38 − 7

市内の交通事故

※納付は便利な口座振替を利用してください。
Ｗｅｂ口座振替受付サービスも利用できます。（ページID：26919）

※納期限は4月30日㈬です。

固定資産税・都市計画税･･････1期

4月20日㈰	9:00～12:00

今 月 の 納 期

今 美 ー月 化
日

の セ
曜

環 ン
開

境 タ
放

毎月第２・４ 土曜日曜窓口サービス実施中土曜日曜窓口サービス実施中
市民課（☎内線３０４）　ページＩＤ ： 1838

12日㈯・26日㈯…太宰府市役所（太宰府市観世音寺1-1-1）

午前６時30分から午後11時（メンテナンス日・年末年始を除く）

・転出届で市役所に行く必要がありません。
・転入届・転居届の予約ができます。

全国のマルチコピー機を設置している店舗で利用できます。
利用者証明用電子証明書を搭載したマイナンバーカードまたはスマホ用
電子証明書（Androidの対象機種で登録した人で対象店舗のみ）

※引っ越し後は、住み始めてから14日以内に新しい住所地で手続きが必要です。

各種証明書、印鑑登録、マイナンバーカード受取、原付の登録・廃車の受付（太宰府市ナンバーのみ）など

各種証明書（住民票の写し、印鑑証明、戸籍の記録事項証明、所得証明、課税証明など）

今月は12日㈯・13日㈰・26日㈯・27日㈰の午前９時から正午まで開庁します。
※４月６日㈰は特別開庁します。

①コンビニエンスストアで各種証明書が取得できます。

②スマホのマイナポータルアプリで
　引越しワンストップサービスが利用できます。

土曜開庁

利用できる時間

引越しワンストップサービスのメリット

利用できる場所
必要なもの

土日・祝日、夜間・早朝を問わず、自宅の近くや外出先でも取得できます。コンビニ交付のメリット

13日㈰・27日㈰…地域包括支援サブセンター（とびうめアリーナ横、太宰府市大字通古賀197-3）日曜開庁

使える マイナンバーカードい いろ ろ

▲コンビニ交付
公式サイト

ページＩＤ ： 15245

市民課
（☎内線３０４）

ページＩＤ ： 26742

※他の市町村や国・県などの機関へ問い合わせが必要なものなど、申請・届け出の内容により、取り扱いができないものもあります。
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この印刷物は、印刷用の紙へ
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太
宰
府
市
に
は
８
つ
の
史
跡
が
所

在
し
、
そ
の
う
ち
３
つ
が
全
国
に
64

件
し
か
な
い
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
に
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
は
、
市

内
に
所
在
す
る
史
跡
の
中
心
と
な
る

存
在
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
宰
府
跡
の

と
し
て
、
昭
和
47
年
〜
58
年
に
か
け

て
福
岡
県
が
大
宰
府
跡
の
中
枢
と
な

る
大
宰
府
政
庁
跡
の
整
備
を
し
、
ほ

ぼ
現
在
の
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
55
年
度
に
は
遺
構
の
覆
屋

で
あ
る
大
宰
府
展
示
館
が
開
館
し
ま

し
た
。
こ
の
整
備
以
降
、
小
規
模
な

整
備
と
補
修
を
行
い
、
平

成
26
年
の
客
館
跡
の
特
別

史
跡
へ
の
追
加
指
定
、
令

和
元
年
か
ら
の
客
館
跡
の

一
次
整
備
を
経
て
、
現
在

の
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
の

姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
大
宰
府
政
庁
跡

は
、
多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
福

岡
県
に
よ
る
整
備
か
ら
約

50
年
が
経
過
し
、
遺
構
の

復
元
箇
所
や
ト
イ
レ
な
ど

の
便
益
施
設
、
橋
や
水
路

な
ど
多
く
の
箇
所
で
傷
み
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大

宰
府
政
庁
跡
の
西
側
の
蔵
司
地
区
を

は
じ
め
、
未
整
備
の
箇
所
も
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
市

で
は
令
和
４
年
度
か
ら
史
跡
の
再
整

備
や
未
整
備
箇
所
の
整
備
の
た
め
、

「
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
整
備
基
本
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、
本
年
３

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
史
跡
の
保
護
を

前
提
に
、
大
宰
府
政
庁
跡
の
再
整
備

や
周
辺
の
未
整
備
箇
所
に
対
す
る
整

備
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
発
生

す
る
災
害
へ
の
対
応
、
緑
地
や
水
路

の
整
備
な
ど
、
史
跡
整
備
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
て
方
針
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ

り
、
古
代
大
宰
府
の
歴
史
文
化
が
感

じ
ら
れ
る
心
地
よ
い
空
間
の
維
持
向

上
を
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
よ
り
良
い
姿

で
史
跡
を
後
世
に
守
り
、
伝
え
て
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
課
　
沖
田
　
正
大
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LINE エックス Facebook

特
別
史
跡
大
宰
府
跡
の
整
備

〜
整
備
基
本
計
画
の
策
定
〜

479
vol.

整
備
は
、
大
正
15
年
に
当
時
の
水
城

村
が
注
意
札
を
修
理
す
る
な
ど
、
大

正
10
年
の
史
跡
指
定
か
ら
あ
ま
り
期

間
を
置
か
ず
に
行
わ
れ
、
昭
和
25
年

に
は
３
カ
年
の
計
画
で
戦
後
の
荒
廃

か
ら
の
復
旧
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
史
跡
整
備

現在の大宰府政庁跡

現在の客館跡

お
き
た

ま
さ
ひ
ろ

春
はじまりの

ひ
と
き
わ
寒
か
っ
た
冬
も
よ

う
や
く
終
わ
り
を
告
げ
、
い
よ

い
よ
春
の
は
じ
ま
り
で
す
。
別

れ
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
出

会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

３
月
議
会
で
は
令
和
７
年
度

施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
間
の
市
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
方
と
当
初
予
算
案
な
ど

主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

予
算
規
模
は
３
３
７
億
円
余

と
私
の
就
任
以
来
１
０
０
億
円
増

加
し
、
市
税
収
も
10
億
円
ふ
る
さ

と
納
税
も
飛
躍
的
に
増
加
す
る

な
ど
急
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

好
循
環
を
次
代
に
つ
な
ぐ
集

大
成
予
算
と
銘
打
ち
、
出
生
数

を
始
め
人
口
の
増
加
そ
し
て
信

頼
関
係
の
好
循
環
を
次
代
に
つ

な
ぐ
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

闇
バ
イ
ト
対
策
や
災
害
対
応
、

学
校
体
育
館
空
調
整
備
、
給
食

費
３
割
助
成
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
、
公
共
交
通
維
持

な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

こ
れ
ら
方
針
に
従
い
、
私
の

２
期
目
最
終
年
度
と
な
る
新
年

度
市
の
為
市
民
の
為
に
や
り
切

り
ま
す
。
全
文
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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